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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第１章　光の手て招まねき







　秋の風を胸むねいっぱいに吸すい込こむ。


　そうすると、金色に染そまっているであろう麦の穂ほの匂においが遠くから薫かおるように思えた。春の若わか葉ばや、夏の乾かわいた土、冬は凍こごえるような雪の匂い。秋は、実った作物や朽くち葉の匂いが風に乗ってやってくる。


　ルビーウルフは、そんな季節の匂いが好きだった。懐なつかしい匂いを感じると、昔の思い出がふわふわと胸の奥おくから湧わいてくるような感覚がする。それが、とても好きだった。


　けれど、今は少し違ちがう。以前は秋の気配を感じると、保ほ存ぞん食しよくを拵こしらえたり木の実を探さがし回るために気持ちが浮うき立ったりしたものだが、今のルビーウルフにとっては感かん慨がい深ぶかい季節だった。


　陛へい下かと呼よばれるようになって一年。女王に即そく位いして、一年が経たったのだ。


　それは、本当なら喜ばしいことだ。なのにルビーウルフは浮かない気持ちを抱かかえていた。


　かつての仲間たちを死なせてしまったのは自分のせいだという思いがある。他ほかの誰だれが否ひ定ていしても消えるものではない。だからルビーウルフはこうして女王となった。


　特別、これといって何かができるわけではない。だが、ルビーウルフは女王にならざるを得なかったのだ。


　シャティナ・レイ・スカーレット・グラディウス。それがルビーウルフの本来の名前。この大地に四つある神国のうちの一つ、グラディウスのただ一人の王族。そして神国は、完全なる世せ襲しゆうを余よ儀ぎなくされる特とく殊しゆな国だ。


　王おう城じようの庭の片かた隅すみ、葉が散り始めた木の根元に腰こしを下ろしたルビーウルフは背せ負おっていた長ちよう剣けんを剣帯ごと外して膝ひざに載のせた。金の細工と真っ赤な房ふさ飾かざりが鮮あざやかな、神具。


　この〈導みちびきの剣〉を持てることが、グラディウスの血ち筋すじを示しめす。決してごまかすことのできない、女王の証あかし。


　望んで女王になったわけではない。けれど、仲間たちを失った負い目から、ルビーウルフはこの窮きゆう屈くつな暮くらしを承しよう諾だくした。自分が女王として王城にいることだけで人々の心が平へい穏おんになるのなら安いものだ。もちろん、それだけの理由でここに留とどまっているのではないけれど。


　もう一度、大きく深しん呼こ吸きゆうをする。北からそよぐ風の中に、懐かしい故こ郷きようの匂いを探した。仲間たちと過すごした、山の匂いを探した。朽ち葉の匂いは山の匂いに似にているけれど、やはり違う。郊こう外がいに広がる麦畑の匂いさえ、ここには届とどかない。ふぅっ、と一気に息を吐き、ルビーウルフは自じ嘲ちようじみた苦く笑しようを口元に浮かべた。


　まだ、どこか過か去こにしがみついている。仲間たちのことを忘わすれるつもりなんてないけれど、昔に戻もどりたいと思うのはだめだ。思い出に甘あまえて、やるべきことから逃にげるのは許ゆるされない。一度受け入れたことなんだから、ルビーウルフには女王という役をこなす責せき任にんがある。


　それでも、どこか気が滅め入いってしまう。秋が感かん傷しようの季節だからではない。理由ははっきりしていた。


　隣りん国ごくにして、グラディウスと同じく神国であるトライアン。しばらく前に国王が妻つまを娶めとったのだが、その王おう后こうがめでたく懐かい妊にんしたとの報しらせがあった。


　それ以来、今まで口にするのを我が慢まんしていたらしい周囲の者たちが、うちも早く……と囁ささやきあうのを耳にするようになった。


　当然の望みだとわかっているから、ルビーウルフはそんな言葉を聞いても平然としていた。そのうちね、なんて笑いながら言って適てき当とうにあしらっていたが、それでも期待を掛かけられるのは重いものだ。時折こうして独ひとりになって、何度も何度も溜ため息をつきたくなる。


　もし、もっと明めい確かくに急せかされたら。


　拒きよ否ひはできない。それが神国グラディウスの、ただ一人の王族として果たすべきことなのだから。適当に相手を見み繕つくろってでも、その役目を受け入れなければならない。


　そこまで考えて、ルビーウルフはふと顔を上げた。


　身に馴な染じんだ気配がやってくる。赤く色づきはじめた垣かき根ねの向こうから姿すがたを現あらわした者たちを見て、ルビーウルフは口元に穏おだやかな笑えみを浮かべた。


　金きん髪ぱつと、優やさしげな翠みどりの眼まな差ざしをした青年を先せん導どうしてやってきたのは二頭の狼おおかみ。共に、赤い房飾り付きの首輪をしている。狼たちはルビーウルフに駆かけ寄よると、じゃれついたり寄り添そって座すわったり、それぞれのやり方で愛あい情じようを示した。


　じゃれついてくる砂すな色いろの狼──ケーナを、ルビーウルフは正面から抱だき込むようにして迎むかえた。柔やわらかな毛け並なみの頭をルビーウルフの頰ほおに摺すり寄せてくるケーナを撫なでながら、ルビーウルフは傍かたわらに立つ青年を見上げた。


「明日から天気が崩くずれるよ。日向ひなたぼっこなら、今日のうちにしておいたほうがいい」


「それなら、一人でしないで俺おれたちも誘さそってくれないか」


　青年──ジェイドはそう言って困こまったように笑った。


　今日は雲一つない快かい晴せいだ。明日の天気なんて読めない。明日も明後日もこのまま晴れそうなのに、ルビーウルフの嗅きゆう覚かくは雨の気配を感じ取っていた。そしてジェイドは、ルビーウルフのそんな野生動物じみた感覚を絶ぜつ対たい的に信しん頼らいしてくれている。
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「考え事か？」


「そう見えるんなら、そうだろうね」


　ジェイドの問いに、ルビーウルフは肩かたをすくめて答えた。


　傍はたから見れば、今のルビーウルフはぼんやりしているだけに見えるだろうに、ジェイドは機き微びを見み逃のがさない。内心、まいったなと思いながらも嬉うれしくもあり、ルビーウルフはそんな気持ちを悟さとられたくなくて、ぷいっと横を向いた。


「で、何か用？」


「用がなければ会ってはいけないか？」


　そう言ったジェイドの顔は少し寂さびしそうだった。どうしてこう、いつも彼をわざと困らせてしまうのか、ルビーウルフは自分自身を不思議に思う。相手にしてもらえる時間を少しでも引き延のばしたいからなのか。だとしたら自分はそうとう暇ひまなんだな、と思ってルビーウルフは嘆たん息そくした。


「そんなことないけど。ケーナとフロストにあたしを捜さがさせてたんなら、急な用事なのかなって思っただけだよ」


　ケーナと、ルビーウルフの隣となりでゆったり寝ねそべっている白はく狼ろうのフロストを撫でながら言う。


　ルビーウルフとは兄弟姉妹きようだいのように育った狼たちだが、最近ではルビーウルフと常つねに一いつ緒しよということはなくなった。それぞれ、王おう城じようの庭で気に入りの場所を見つけて、思い思いに過ごしている。ケーナに言わせると、それは気き遣づかいらしい。何を気遣っているのか、教えてはくれないけれど。


　そんなわけだから、ルビーウルフとジェイドは二人でいることが自然と増ふえた。女王と騎き士しなのだから、別べつ段だんおかしなことではない。それに、ルビーウルフに勉強を教えているのはジェイドだ。彼の教え方が上う手まいのか、はじめは文字もろくに書けなかったルビーウルフが、今ではどうにか簡かん単たんな読み書きならできるようになっていた。


　空いた時間があればこうして日向ひなたで休きゆう憩けいすることもでき、ジェイドはルビーウルフがどこにいても根気よく捜してくれる。いつも、自力で。けれど今日は狼たちを呼よんで嗅覚の力を頼たよった。急用だと思ったのは、そのためだ。案の定、ジェイドは頷うなずく。


「その通りだ。客人が来ている。もうお通ししてあるから、すぐに戻ってくれ」


　客人というわりには、ジェイドはあまり嬉しそうではない。というか、緊きん張ちようしているようだった。


　ルビーウルフは知っている。彼がこんな表情をするのは、あの人のことを考えた時だ。ならば、その客人とやらはルビーウルフもよく知っている人なのだろう。そうとわかれば、ゆっくりなんてしていられない。ルビーウルフは素す早ばやく立ち上がり、ジェイドの目を見て頷いた。


「わかった、すぐ行こう。──大だい丈じよう夫ぶ。押おしかけて来たのは向こうなんだし、ちょっと待たせたって怒られやしないよ」


　ルビーウルフが笑ってみせると、ジェイドもつられたように微笑ほほえんだ。


　もう少しだけ日向にいたかったが、雨の気配が近づいてきたら落ち着かなくなるし、屋内に戻もどるにはちょうどいい。


　うんと大きく伸のびをして、ルビーウルフは歩き出した。





　　　　†




　応おう接せつ室しつで待っていたその人は、ソファに座って脚あしを組み、ふんぞり返った尊そん大だいな態たい度どでルビーウルフたちを出迎えた。


「遅おそいわ。お昼寝しちゃおうかと思っていたところよ」


　菫すみれ色いろの双そう眸ぼうは穏おだやかに細められ、赤い唇くちびるは艶つややかに微笑む。腰こし元もとまで届とどく長い白はく髪はつも真っ白な細身のドレスも、相変わらずの美び貌ぼうを見事に引き立てていた。


　エリカ・ブルーノ。ジェイドに魔ま導どうの知ち識しきを叩たたき込んだ師しであり、育ての親とも言える人。けれどその容よう姿しは若わか々わかしく、ジェイドとは五つほどしか歳としが離はなれていないように見える。それでも、彼女は年輪を重ねた伝説の人だ。魔導の女め神がみと呼ばれ、時には魔女と恐おそれられる存そん在ざい。


「こっちは、まさにお昼寝しようと思ってたところだったんだけどね」


「あらそう、それはごめんなさいね」


　ルビーウルフがエリカの差し向かいに掛かけてそう言うと、彼女はつんと顎あごを反らせて横おう柄へいに謝あやまった。そんな態度がエリカらしくて、ルビーウルフはくすっと笑いを零こぼす。


「トライアンでは、おめでたいことがあったんだってね。コーラルの調子はどう？」


　コーラルとは、隣りん国ごくトライアンの王おう后こうの名だ。以前、ルビーウルフたちも彼女と会ったことがある。その時には、まさかあの泣き虫な少女が神国の王后となり、早々に子を身み籠ごもるなんて思ってもいなかった。


　トライアンの王と、その妹姫ひめに仕えるエリカもコーラルのことをよく知っている。国王夫ふ妻さいの様子を思い出しているのか、エリカは目を伏ふせ、穏やかな微笑みを浮うかべた。


「元気よ。次の冬には、お守もりをしなきゃいけない子が増えるわ」


　エリカが乳う母ばを引き受けるわけでもないだろうに、楽しそうにそんなことを言う。それからルビーウルフに目を向け、口元に笑みを浮かべたまま問うた。


「あなたはどうなの？」


　まさかそんなことをエリカに言われるなんて思っていなかったので、ルビーウルフは反はん射しや的に身を引いた。今のルビーウルフにとって、あまり好ましい問いではない。隣に腰掛けているジェイドも困こん惑わくの表ひよう情じようを浮かべていた。


　そんな二人の様子に、エリカは目を丸くした。そして何かに気がついたように、両手を胸むねの前で振ふる。


「そういう意味じゃないのよ、言葉を省しよう略りやくしちゃいけなかったわね。私はただ、挨あい拶さつとしての『調子はどう？』っていうことを言っただけ」


　それを聞いて、ルビーウルフとジェイドは詰つめていた息を吐はき出した。


　ここ最近、身を固めることを遠回しに催さい促そくされることが多くなった。だからつい、些さ細さいなことにも過か敏びんに反はん応のうしてしまう。ジェイドもルビーウルフが辟へき易えきしているのを察しているようで、そういった話題にならないように気き遣づかってくれていた。


「大変そうね」


　ルビーウルフの態度や表情で、大まかな事情を理り解かいしたらしいエリカが苦く笑しようして言った。それに対し、ルビーウルフは肩かたをすくめる。


「誰だって、いつかは通る道だよ。それをちょっと早めに催促されてるだけ。そう思えば苦でもないさ」


　割わり切って考えた場合の、率そつ直ちよくな気持ちだ。けれど、頭でわかっていても気持ちがついていかないのも事実。一年前──女王になる前には、結けつ婚こんなんて考えたこともなかった。誰かに特別な好意を抱いだくこともなかった。できることなら当時の仲間たちと一いつ緒しよに、ずっと盗とう賊ぞくとして生きていたかった。


　失ったものをいくら欲ほつしたって戻ってはこない。だからルビーウルフは、自分にできる最さい大だい限げんのことをしようと決めた。


　守れなかった仲間たちへの贖しよく罪ざいと言われたら、その通りだ。ルビーウルフが今さら何をしたって死んだ者を喜ばせることも慰なぐさめることもできない。慰めるというのなら、それはルビーウルフ自身の気持ちだ。ただの自じ己こ満足。だから、そういった行こう為いはあまり好きではない。


　それでも、ルビーウルフがここにいるのは……。


　ちらりと隣となりを見上げてみると、ジェイドの横顔が目に映った。彼は今、エリカの挙動を注ちゆう視ししている。幼おさない頃ころからエリカの厳きびしい指し導どうを受けてきたジェイドは、彼女の言葉には逆さからえない。エリカが茶ちや菓が子しでも所望すれば、大急ぎで用意するだろう。気まぐれな彼女が次に何を言い出すかと、緊きん張ちようした面おも持もちだ。


　隣からの視線にジェイドが気づかないと悟さとると、ルビーウルフは諦あきらめてエリカに向き直った。


「それで、何かあったの？　急に訪たずねてくるなんてさ」


　ルビーウルフが問うと、エリカは口元に笑えみを絶たやすことなく片かた眉まゆを吊つり上げた。


「弟で子しの様子を見に来てはいけない？　それに、ルビー。あなたが即そく位いして一年目でしょう？　うちのお姫様から、お祝いの言葉を預あずかってきたのよ。『おめでたいかどうかはルビーさんにしかわからないでしょうが、おめでとうございます』ですって」


　たしかに、ルビーウルフが女王に即位して一年目だ。それを祝し、式典も催もよおされる。トライアンの王おう妹まいからの祝しゆく辞じは、ルビーウルフの性せい格かくをよくわかっているからこそ言えるものだ。ルビーウルフが本心から望んで女王になったのではないと、あの姫君は知っている。いかにも彼女らしい祝辞に、ルビーウルフは苦笑した。


「一いち応おう、おめでたいってことにしておいて」


「伝えておくわ。──せっかくだから、式典も見学していこうかしら」


　くすくす笑いながらエリカが言う。きっと彼女はもとから、そのつもりだったのだろう。言こと伝づてなんて口実で、トライアンの姫がエリカに休きゆう暇かを与あたえたのは少し考えればわかること。あちらがルビーウルフの性格を把は握あくしているのと同様に、ルビーウルフも彼女の考え方を知っている。弟子のことを気にかけているエリカを見れば、仕事だと言ってジェイドのもとへ行くよう仕向けるくらい、やりそうなことだ。エリカがいてくれるなら、しばらくは賑にぎやかになって楽しいだろう。


　式典なんて堅かた苦くるしいのは嫌きらいだけれど、周囲が望むなら仕方ないと割り切っている。表に出る時さえ女王らしい顔をしていれば、裏うらに引っ込こんだ時に少しくらいだらけたって文もん句くを言う者はいない。


　此この度たびの式典のために挨拶口上も暗記したし、苦手なドレスだって着る。たった一日我が慢まんすれば、あとはいつものように動きやすい男物の古着を着て、好きなように過すごせばいい。


　──それにしても。


　笑みを絶やさないエリカの表情を、ルビーウルフは窺うかがい見た。赤く艶つややかな唇くちびるは、何かを秘ひめているような気がする。


「ねぇ、エリカ。何か忘わすれてることがあるんじゃないの？」


　ルビーウルフの前で、隠かくし事は難むずかしい。それはエリカもよく知っているから、彼女はさして動どう揺ようすることなく吐と息いきを漏もらした。


「やっぱり見み抜ぬいてしまうのね。──といっても、たいしたことではないのよ。単なる噂うわさといった程てい度どだから。それでも聞きたい？」


　ルビーウルフとジェイドは顔を見み交かわした。


　ものぐさなエリカは無む駄だを嫌う。たいしたことではない噂を話そうとするなんて、少し意外だった。


「ぜひ、お聞かせください」


　弟子であるジェイドにとっても意外だったのか、わずかに躊躇ためらいながらも彼はエリカに話を促うながした。エリカは長い脚あしを組み替かえ、居い住ずまいを正す。


「トライアン王おう城じように昔の知り合いが訪ねてきたのよ。彼は、ある研究をしていたの。守しゆ護ごの民たみと〈全知の書〉に関する研究を、ね」


　もう一度、ルビーウルフとジェイドは顔を見合わせた。互たがいに、思っていることは同じのようだ。胡う散さん臭くさい、と。


　守護の民と〈全知の書〉。この世界を創つくったとされる神の本体。


　慈じ悲ひ深ぶかき神は破は壊かいの力を持っていた。自ら創った世界を滅ほろぼしてしまうことを恐おそれた神は、自身の四し肢しを神具に変えて四人の子こ供どもたちに託たくしたという。それが創そう造ぞう神しん、ロゥヴァースの伝説。


　これは単なる神話ではない。何せ、その神具は現げん存ぞんするのだ。そのうちの一つが、ルビーウルフが持つ〈導みちびきの剣けん〉。もとは神の右みぎ腕うでだったと伝えられる長剣だ。これを持つことができるのは、神の子の子し孫そんであるグラディウス王家の者のみ。現げん在ざいでは、ルビーウルフが唯ゆい一いつの所有者なのである。だからこそ、ルビーウルフは女王とならざるを得なかった。


　現存する神具は〈導きの剣〉だけではない。残りの三つも、神の子の子し孫そんとされる王家に代々伝えられている。


　そして、神具はもう一つ存在するという。手足を失った神の、本体を変化させたもの。


　それが〈全知の書〉だ。他の神具と違ちがい、その所有者は神の子孫ではなく、生きつ粋すいの人間。神を護まもり、その見返りに多くの知ち恵えを与あたえられている一族が存在するらしい。


　けれど、それはただの伝説だった。〈全知の書〉の存在を確かく認にんした者はいない。もし存在が確認されたなら、神国は穏おだやかでいられなくなる。すべての神具とその所有者が集まった時、神が復ふつ活かつするといわれているのだから。


　神が復活するということは、神具が神の身体からだに戻もどってしまうのではないのか。それを神国は恐れている。神の血を引く王族として民の信しん仰こう心しんを得ている神国は、その象しよう徴ちようたる神具を失うわけにはいかない。よって、〈全知の書〉を過か剰じようなまでに警けい戒かいしているのが常つねだった。


　けれど、ルビーウルフもジェイドも、どこか気の抜けた表ひよう情じようでエリカの話を聞いていた。


　エリカの知人だという研究者が、〈全知の書〉を持つ一族──守護の民に会ったというのだ。そして彼らが、神具を集めて神を復活させようとしているのだと。


　すべての話が終わり、沈ちん黙もくが流れる。そして──ルビーウルフとエリカは同時に噴ふき出していた。


「そりゃあ面おも白しろいね。突とつ飛ぴすぎて」


「でしょう？　だからつい、誰だれかに話したくて」


　ぽかんとしているジェイドを置いてけぼりにして、女二人は笑い続けた。


「あまり気にしないでちょうだいね。あの人、変わり者だから」


「エリカの昔の知り合いなんだから、変わり者でも気にしないよ」


「あら、どういう意味かしら」


　思わず本音を漏らしてしまったルビーウルフは失言に気づいて内心慌あわてた。なんでもないよと言いつつ笑え顔がおで繕つくろって、肘ひじでジェイドの脇わきを突つく。エリカの機き嫌げんを回かい復ふくさせる良い案がないかと彼に助力を求めたのだが、ジェイドはエリカの顔を凝ぎよう視ししたまま動かない。エリカはジェイドにとっての天てん敵てきだから、口出しできないのは当然のことだった。


　表面上は笑っているものの、エリカの口元がわずかにひくついているのを見み逃のがすルビーウルフではない。挨あい拶さつは済すませたのだからこれでお開きとして、エリカを来客用の部屋に送り届とどけた。


　エリカの部屋から帰る途と中ちゆう、一息ついたところでようやくルビーウルフはずっと黙だまっていた不満をジェイドにぶつけることができた。


「ずっとエリカの顔を見てたね」


　不機嫌なのを悟さとられまいとして、声の抑よく揚ようを抑おさえて言った。


　ジェイドがエリカを恐れているのは充じゆう分ぶん理り解かいしている。けれど、肘で小突いても彼は振り向いてくれなかった。


　声の調子を抑えても、ジェイドはルビーウルフの心の機き微びに鋭するどく気づいたらしい。それでも、なぜルビーウルフが不機嫌なのかはわからないようで、不思議そうに首を傾かしげていた。


「別に、どうということではないんだが……。老ろう師しが、以前より饒じよう舌ぜつになったなと思ったんだ。それに、明るくなった」


　たしかに、どう考えても信しん憑ぴよう性せいに欠ける噂を楽しそうに話したりするなんて、エリカらしくないとはルビーウルフも感じていた。しかしエリカは尊そん大だいで傲ごう慢まんな態たい度どを誰の前であっても崩くずさない。明るい、というのとは違うかもしれないが、決して陰いん気きとは言いがたい性せい格かくだ。


　もっとも、山やま奥おくで暮くらしていた過か去こや言動からは気き難むずかしいことも窺うかがえる。そんな複ふく雑ざつな性格をしているエリカの変化は、ルビーウルフよりジェイドのほうが敏びん感かんに感じられたのだろう。何せ、三歳さいから十五歳までの十二年間、彼女のもとで育ったのだから。


「コーラルに子こ供どもができたから、エリカも楽しみなのかもね」


　エリカが乳う母ばを引き受けたがっている様子だったのを思い出し、ルビーウルフは笑みを含ふくんだ口調でつぶやいた。それにジェイドも頷うなずいて同意する。


「子供を預けるには、少々手て荒あらな教育をする人だから不安もあるがな」


「少なくとも、辛しん抱ぼう強くて生き真ま面じ目めな子に育つのは間違いないね」


　ジェイドの顔を見上げ、くすくす笑いながらルビーウルフは言った。誰のことを指してそう言っているのかジェイドも察したようで、肩かたをすくめて溜ため息をつく。


「ついでに、家事も習得するかもしれないな。子供が身の回りのことを自分でできるようになったら、家事を子供に押おし付ける人だから。とはいえ、さすがに次期国主となる王子か王女に、そんなことはさせないだろうが」


「わからないよ？　だってエリカだし」


　そんなことを言い合って、ジェイドがちゃんとこちらを見て話をしてくれていることに気づいた。


　そんな些さ細さいなことが嬉うれしい。ルビーウルフはジェイドの翠みどりの瞳ひとみが好きだった。優やさしくて良い匂においのする、その表ひよう情じようも。


　エリカの微笑ほほえみも、ジェイドとよく似にた匂いだ。さすがは師し弟ていといったところか。


　新しく生まれてくる命を心待ちにしているエリカの笑顔は、女め神がみと賞しよう賛さんされるに相応ふさわしい美しさだった。
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　数日の雨天に続き、その日は生あい憎にくの曇どん天てんだった。


　洗せん浄じようする前の羊毛を空に敷しき詰つめたように、鈍にぶく淀よどんだ色の雲が陽光を遮さえぎっている。まだ昼前だというのに、地面に落ちる影かげは薄うすく曖あい昧まいな輪りん郭かくで、寒風に変わりつつある秋の風をより冷たく感じさせていた。けれど今日は誰もがせわしく動き回っていて、その熱気だけで手にじっとりと汗あせをかいてしまうような気がした。


「ルビーウルフ、そろそろ時間だ」


　ジェイドに呼よばれ、ルビーウルフは控ひかえの間に置かれた長椅い子すから立ち上がった。危あやうく踏ふみそうになったドレスの裾すそをからげて歩みだす。踵かかとの高い靴くつにも多少慣なれてきたとはいえ、一番負ふ担たんのかかるつま先の痛いたみには思わず顔をしかめてしまう。


　それでも、ルビーウルフはふらつくことなくジェイドのあとを追い、長らく立ち入り禁きん止しだった玉ぎよく座ざの間に足を踏み入れた。


　一年前、ルビーウルフの手で瓦が礫れきの山と化した場所だ。無事に改かい修しゆう工事も終わり、すっかり綺き麗れいになっている。以前は華か美びすぎると思っていた内ない装そうも、ベージュを基き調ちようにした温かみのある色合いの壁かべや光こう沢たくのある黒こく檀たんに繊せん細さいな彫ちよう刻こくを施ほどこした玉座といった、気取りすぎず謙けん虚きよすぎるわけでもないものに変わっていた。


　緋ひの絨じゆう毯たんを辿たどり、開け放たれた扉とびらの向こうに目を向ける。雨上がりの湿しめった風が流れ込むテラスの左右には、ジェイドや狼おおかみたち、双ふた子ごの見習い騎き士しやその父親である宰さい相しよう、そしてエリカの姿すがたもあった。


　正せい装そうした彼らの前を通り過すぎ、テラスに出る。吹き込む風を後押しするように、わっと歓かん声せいが上がってルビーウルフに押し寄よせた。ミントの葉に似た明るい緑色のドレスの裾がはためいたのは、集まった民みん衆しゆうの熱気のせいだったのかもしれない。そう思えるほど、多くの民たみがルビーウルフを見上げていた。王おう城じようの庭園の一部を開放し、張はり出したテラスの下ぎりぎりまで人が押し寄せている。女王の挨拶を、声を、少しでも多くの人に届とどけるためだ。


　歓声は止やまない。ルビーウルフが合図をするまで、民衆は彼女の名を呼よび続ける。これでは何を話したところで誰にも聞こえやしない。


　けれどルビーウルフは、こうなることをジェイドに教えてもらっていた。そして、歓声を止める方法も。


　遠くから見てもわかるよう、高々と〈導みちびきの剣けん〉を掲かかげること。


　ジェイドに言われた通り、ルビーウルフは〈導きの剣〉を天に向けて突つき上げた。とたん、波が引くように歓声が止んだ。曇天の下でも金の細工は自じ己こ主しゆ張ちようしているように鮮あざやかに輝かがやく。神具を目にした民衆からは、恍こう惚こつの溜め息がいくつも重なって聞こえた。


　静まり返ってから一いつ拍ぱく置いて、ルビーウルフは掲げていた〈導きの剣〉を下ろそうとした。──その時だった。


　視し界かいの端はしで、何かが光った気がした。〈導きの剣〉の金細工が反はん射しやしたのか。そう思った次の瞬しゆん間かん、異い常じように気づいた。


　ルビーウルフの足元から斜ななめ上に向かい、金色に輝く細い線が走っていた。何もない空間に、線だけが不自然に浮ういていたのだ。


　それを視し認にんしたのと同時、線はまるで傷きず口ぐちを押し広げるように円形に拡かく張ちようした。人を一人、丸々包み込こんでしまうような大きな光。そこから飛び出してきた生白い二本の手が、ルビーウルフの肩かたと腰こしを捕とらえた。そのまま、光の中に引きずり込まれそうになる。か弱そうな白い腕うでからは想そう像ぞうできないほどの力だ。


　とっさに、ルビーウルフは鞘さやに納おさまったままの〈導きの剣〉を振ふるおうとした。けれど、肩を押さえていた手がすぐさま腕の自由を奪うばう。


「ルビーウルフ！」


　駆かけ寄ってきたジェイドがルビーウルフの身体からだを抱だき寄せる。それでも白い腕は諦あきらめず縋すがりつき、ジェイドもろとも光の中に引きずり込もうとした。


　ルビーウルフも懸けん命めいに抵てい抗こうする。しかし、振り払はらおうとすればするほど強い力で引かれた。摑つかまれた腕は痺しびれ、指先から感覚が失われていく。ルビーウルフを抱き寄せたまま、ジェイドが腰に佩はいた刃やいばを抜き放ぬとうとした時だった。ルビーウルフの腕から自由を奪っている白い手に、フロストが食らいついた。


　それに怯ひるんだのか、それとも挑ちよう発はつされたのか。白い手はフロストの牙きばを振り払い、ルビーウルフの腕をより強い力で捻ひねりあげた。骨ほねが軋きしむ音を聞き、ルビーウルフは呻うめく。〈導きの剣〉を摑んでいる右腕が、光の中に引き込まれていた。


　光の中は、ぬるま湯に浸ひたしたような感かん触しよくだった。温かいけれど、何の抵抗感もない。それが逆ぎやくに不気味で、ルビーウルフは渾こん身しんの力で身をよじった。その踏ん張りに合わせて、ジェイドが力強くルビーウルフを引き寄せる。
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　それが功を奏そうしたのか、ルビーウルフの腕はするりと光から抜け出してきた。白い手は消えていて、空間を切り裂さいたような光はすぅっと閉とじて消えた。急に解かい放ほうされ、勢いきおい余あまったルビーウルフとジェイドは縺もつれるようにしてテラスの床ゆかに倒たおれこむ。二人の顔を、狼たちが心配そうに覗のぞき込んできた。


　ほんの十数秒足らずの出来事だった。ジェイドと狼たち以外、とっさに動けたものはいない。啞あ然ぜんとしていた見習いの騎士たちが、はっと我われに返って駆け寄ろうとする。しかし、それを宰相──見習い騎士たちの父親が止め、代わりに自身が堂々たる足取りで歩み寄り、倒れこんでいるルビーウルフとジェイドの脇わきに膝ひざをつく。


「陛へい下か、ジェイド様、お怪け我がはございませんか」


　ひそやかな声で宰相、ロベールが問う。けれど、その表ひよう情じようは硬かたく苦々しかった。とっさに動けなかったことを悔くいているのだろう。それでも、彼は冷静だった。動どう揺ようして駆け寄りそうになった息子むすこたちを制せいし、自身は慌あわてる素そ振ぶりなど見せない。何が起こっているのか理解できていない民みん衆しゆうを不安にさせないよう、配はい慮りよしているのだ。


「ルビーウルフ、腕が……」


　ジェイドがルビーウルフの右手を取り、痛々しそうに顔をしかめる。ルビーウルフの右手首には、握にぎられた痣あざがくっきりと残っていた。腹はらの辺りにも痛みを感じるから、きっと同じように手形の痣がついていることだろう。紫むらさき色いろになった手首の痣をジェイドが擦さすって──


「ルビーウルフ」


　ジェイドに名を呼よばれた。けれど、その声は幾いく分ぶんか震ふるえている。さしもの彼も、急なことに動揺しているのだろうか。ジェイドは揺ゆれる眼まな差ざしをルビーウルフに向け、言った。


「神具は……〈導きの剣〉はどうした？」


　しばし、思考が止まった。ルビーウルフはゆっくり、自身の両手に視線を落とす。手は、何も持ってはいなかった。


　座すわり込んだまま、周囲を見み渡わたす。けれど、何もない。あんな派は手でな長剣を見落とすはずなんてない。明らかに、この場から消え去っていた。


「……ない、ね」


　見たままのことを、ぽそりとつぶやく。他ほかに何も言葉が浮かばなかった。


　呆ぼう然ぜんとしているルビーウルフとジェイドに、活を入れたのはロベールだった。膝をついたまま、二人にこうべを垂たれる。


「陛下、どうかお立ちください。民衆が混こん乱らんに陥おちいる前に、お早く」


　彼とて、ルビーウルフの身を案じている。けれど、細さざ波なみのような民衆のざわめきが押し寄よせはじめていた。テラスに倒れ込んだので、女王の姿すがたが見えなくなったことに不安が生じているのだ。


　己おのれのすべきことに気づかされたルビーウルフは、すぐさま立ち上がった。安あん堵どと歓かん声せいが入り混まじり、ルビーウルフを包み込む。ドレスの裾すそを摘つまんで優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをし、極ごく上じようの作り笑え顔がおを浮うかべて見せた。


「こういった服ふく装そうに、まだ慣なれていませんの。とんだ失しつ態たいをお見せして、心苦しく思います。けれど、わたくしには優ゆう秀しゆうな騎き士しがおりますのでご心配なく。女王が公おおやけの場で間抜けな転び方をしても、彼は必ず救ってくれます。もっとも、先ほどの術じゆつは大げさすぎて、皆みなさんを驚おどろかせてしまったかもしれませんが」


　傍かたわらに立ったジェイドを目線で指し、ルビーウルフは冗じよう談だんめかして言った。けろりとした態度で、けれど威い風ふう堂々と余よ裕ゆうの表情を崩くずさない。盗とう賊ぞくという過か去こを持つルビーウルフに求められるのは、王族の枠わくを逸いつ脱だつした豪ごう胆たんさと、女王らしい優ゆう雅がで気品に満ちた振る舞まいだ。相反する性せい質しつを一人で演えんじなくてはいけない。内心の動揺を押し殺し、訓練した通りの言葉遣づかいと所作を披ひ露ろうしてみせる。


　ルビーウルフの言葉に、今まで心配げに見上げていた民衆の間からくすくすと明るい忍しのび笑いが漏もれ聞こえた。どうやら、ルビーウルフの噓うそを信じてくれたらしい。転びそうになったルビーウルフを、ジェイドが魔ま導どうの力で大げさに助けたのだと。ルビーウルフが何事もなく立ち上がり、こうして話を始めたことで安心したという部分が大きいのだろう。


　そのまま、ルビーウルフは予定通りに即そく位い一年目の挨あい拶さつを述のべた。一度枯かれかけたこの国には、まだ再さい興こうの余地があること、そのために人手が欲ほしいことなど、改めて自身の思いを民衆に語った。


　その一方で、じりじりとした焦あせりを抱かかえていた。挨拶が終わったら、もう一度〈導みちびきの剣けん〉を掲かかげる手て筈はずになっている。民衆もそれをわかっているのだ。〈導きの剣〉を掲げることなく引き下がれば、せっかく何事もなかったと思い込ませた意味がなくなる。


　ゆっくりと、言葉を嚙かみ締しめるように挨拶を引き伸のばす。良い案を捻ひねり出そうとしているルビーウルフの背せ中なかに、何かが押おし当てられた。先ほどのこともあり、ひやりと全身に緊きん張ちようが走る。


　けれど、すぐ肩かたから力を抜ぬいた。傍かたわらに立っていたのはジェイドだけだった。彼はルビーウルフには視し線せんを寄よ越こさず、前を見み据すえたまま頷うなずいた。


　ジェイドを信じ、ルビーウルフは背はい後ごに手を回して押し付けられているものを受け取る。それをゆっくりと前に出し、驚おどろくと同時に彼の意を理解した。


　腕うでにずっしりと重みを感じながら、ルビーウルフはそれを左手で掲げ持った。どこかへ消えてしまったはずの、〈導きの剣〉を。


　何の疑うたがいもなく、民衆は歓喜の声でルビーウルフを祝福する。優雅に会え釈しやくし、ルビーウルフはロベールに式典の進行を任まかせてその場から引き下がった。
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「うまくごまかせたようね」


　玉ぎよく座ざの間に引き下がり、人々の目に触ふれない場所へ移い動どうすると、そこで待っていたエリカが硬かたい表ひよう情じようで出で迎むかえてくれた。そんな彼女に、ルビーウルフは〈導きの剣〉を投げ渡わたす。エリカが受け取ると同時、鮮あざやかな金細工の長剣は宝ほう石せきで飾かざられた豪ごう奢しやな杖つえに姿を変えた。


　いつもエリカが持ち歩いている杖だ。出迎えてくれた彼女が手ぶらだったから、あれは〈導きの剣〉の幻げん影えいを纏まとった杖だとわかった。エリカなら、とっさに術を施ほどこすだけの技ぎ量りようがある。


　本物の〈導きの剣〉は、所有者であるルビーウルフには重みなんて感じない。けれど、先ほどの長剣は腕にしっかりと負ふ担たんが掛かかった。触ふれた時から、ルビーウルフには偽にせ物ものだとわかっていた。


「それで、エリカ。さっきのあれは何かわかる？」


　右手首に残る痣あざを擦りつつ、ルビーウルフはエリカに訊たずねた。しかしエリカは顔をしかめ、不ふ愉ゆ快かいそうに首を左右に振ふる。


「わからないわ。見たことのない術ね」


　天才と自負している自分にもわからない術をどこかの誰だれかが使ったことに、エリカは機き嫌げんを損そこねてしまったようだ。苛いら々いらしているのか、杖で床ゆかをとんとん打ち鳴らしている。


　ルビーウルフは右手首の痣をまじまじと見つめた。指の形をした痕あと。指は細くて華きや奢しやだった。まるで、女か子こ供どもの手で握にぎられたような痕こん跡せき。けれど、あの力は女子供のものではなかった。


　いや、そもそも人の手ではなかったように思う。温かくもなく冷たくもなく、ただ締しめ上げるように握られた痛いたみだけがあった。


　まだ少し痺しびれが残る手首の痣を、心配げに寄より添そってきたケーナが首をうんと伸のばして舐なめてくれた。一歩引いたところにフロストもいて、神しん妙みような顔つきでルビーウルフを見つめている。


　あの手にフロストは食らいついた。けれど、手は牙きばからあっさりとすり抜けたのだ。狼おおかみの牙を振ふり払はらうなんて、なかなかできることではない。やはり、あの手は人ならざるものだ。


「あの……」


　駆かけ寄ってきた双ふた子ごの見習い騎き士したちがルビーウルフたちに不安そうな眼まな差ざしを向ける。双子は顔を見み交かわし、おずおずと頭を下げた。


「僕ぼくら、何もできなくて……。申し訳わけありませんでした」


「気にするな。あたしは見ての通り、無事だから」


　何の気配もしなかったのだ。ルビーウルフも、狼たちでさえ気づかなかった。そんなものに、見習い騎士の少年たちが対たい応おうできるはずもない。悔くやしそうに項うな垂だれている少年たちを労ねぎらうように、ルビーウルフは快かい活かつに笑って見せた。


「それで……。神具はどこに行ってしまったんでしょう。あの光は、一体……」


　双子の、髪かみを束ねた方──兄のリオンが答えを急せかすようにルビーウルフやジェイド、エリカの顔を窺うかがい見る。けれど、誰も答えられず──


「ローラーティオー……」


　赤い艶つややかな唇くちびるで、エリカが小さくつぶやいた。その場の全員の視線が彼女に集まる。そのまま黙だまり込んでしまったエリカに、ジェイドが話を促うながした。


「老ろう師し、何かご存ぞん知じなのですか？　どんな些さ細さいなことでも構かまいません。お話しください」


　彼にしては珍めずらしく、強い口調だった。決してエリカには逆さからわないジェイドが、エリカの菫すみれ色いろの双そう眸ぼうを見つめて意見を求め──いや、強要していた。エリカも普ふ段だんのように弟で子しを威い圧あつすることなく、ふっと諦あきらめたような溜ため息をつく。


「このあいだ、話したでしょう？　守しゆ護ごの民たみと〈全知の書〉を研究している知人から聞いた話よ。その一族に会った時に、見たんですって。光る指先で空間を切り裂さき、遠い地の人や物を呼よび寄せる術じゆつを一族の長おさが使っていたそうよ。その一族が住んでいる地を、彼はローラーティオーと呼んでいたの」


　しばし、誰もが押し黙った。伝説とされている守護の民や〈全知の書〉という言葉に、双子はぽかんと口を開ける。


　ルビーウルフはエリカの目を見た。こんな時に噓うそや冗じよう談だんを言う人ではないとわかっているが、あまりに突とつ飛ぴすぎてその情じよう報ほうを鵜う呑のみにすることはできなかった。それに、エリカはまだ何かを秘ひめている。そんな気がした。


「その知人ってのは信用できる人？」


「さぁね。以前にも言ったと思うけれど、変わり者だから。とはいえ、彼は曖あい昧まいなものを嫌きらう性せい格かくではあるわね。昔から、自分の目で見たものしか信じないの。だからこそ、伝説のまま姿すがたの見えない〈全知の書〉を追い求めたのよ。存そん在ざいするのかしないのか、はっきりさせたいという願望だけで、世界中を巡めぐり歩くのよ。妻つまである私をほったらかしにしてね。長い間会っていないから、顔も忘わすれてしまいそうだったわ」


　そう言って、エリカは呆あきれたように溜め息をついた。しかし、ルビーウルフは驚おどろいて目を丸くした。ジェイドに至いたっては、愕がく然ぜんとした表情で掠かすれた声を出す。


「結けつ婚こんしていたのですか……？」


「あら、言わなかったかしら」


「初耳です……」


　弟で子しとして、ジェイドはエリカのもとで十二年間育ってきた。それなのに、一度もエリカの夫に会ったこともなければ、その存在に気づくこともなかったようだ。初めて知らされた既き婚こん者しやという事実によほど衝しよう撃げきを受けたのか、足元が少しばかり不安定になった。けれど、すぐに気を持ち直し、今エリカに訊きくべきことを忘れたりはしない。


「それで、その方は今、どちらに？」


「知らないわ。行き先は教えてもらえないの。ひどい人でしょう？　だからもう、あの人のことを夫だなんて呼ばないようにしているのよ」


　ジェイドの問いに答えたエリカは微笑ほほえんでいたけれど、とても寂さびしげだった。彼女のこんな表情は見たことがない。わずかに伏ふせた瞼まぶたを縁ふち取どる長い睫まつげが、瞳ひとみに憂うれいの影かげを落としていた。


「では、その話を信用するとしたら、ローラーティオーという場所に〈導みちびきの剣けん〉は持っていかれてしまったのでしょうか」


　双子の弟、ティグルが控ひかえめな口調で述のべた。兄のリオンと比くらべて幾いく分ぶんか冷静な性格をしているティグルは、エリカの告白で混こん乱らんしかけた一同に良い意味で水を差してくれた。


　今、一番の問題はそれだ。〈導きの剣〉はどこに消えたのか。痣あざが残るほどの握あく力りよくで手首を握にぎられ、指先の感覚を失っていたから、あの光の中で自分から手を離はなしてしまったように思う。それは、あの術を使った者にとっても予定外だったのではないだろうか。何せ、神具は持ち主にしか扱あつかえないのだ。強ごう引いんにもぎ取ったところで、何に使うと──


　そこまで考えて、ルビーウルフは嫌いやな想そう像ぞうに行き当たった。いや、思い出したのだ。


　エリカが話していたこと。彼女の夫は〈全知の書〉を持つ一族──守護の民に会った、と。そして、彼らは神具を集めて神を復ふつ活かつさせようとしているのだ、と。


　ただの冗談だと思っていた。あまりに突飛だったということもあるし、何より過去の経験に目を曇くもらされていた。


　以前にも一度、〈全知の書〉が見つかったという知らせがあった。けれど、それは結局のところ偽にせ物ものだったのだ。だから〈全知の書〉なんてあるわけがないと思い込んでいた。


　もちろん、今回のことが本物の〈全知の書〉に絡からんでいるという証しよう拠こはない。それでも、警けい戒かいすべきものを怠おこたったことが〈導きの剣〉を失うという失しつ態たいに繫つながってしまった。


　神具を失ったと知れば、民は嘆なげいてルビーウルフたちを責せめるだろう。神具あっての神国なのだ。神国の民は神具を持つ者だけを王と仰あおぐ。〈導きの剣〉を持たないルビーウルフなど、ただ王家の血を引いているだけの、がさつな小こ娘むすめだ。


　エリカのおかげで先ほどはごまかせたけれど、隠かくし通すことは難むずかしい。本物の〈導きの剣〉は、今後どうしても必要になるのだ。高山に囲まれたこの国を救うには、山を切り開いて海に繫げる必要がある。そのために〈導きの剣〉は不ふ可か欠けつだ。


「そのローラーティオーという場所のことを、老師はご存知なのですか？　もし少しでも何かを知っているのなら、話してください」


　ジェイドがエリカに詰つめ寄よる。ルビーウルフよりも彼のほうが必死だ。先ほどから、ジェイドはルビーウルフに視線の一つもくれない。騎き士しであるジェイドにとっても、神具を持たないルビーウルフは女王として据すえるに値あたいしないということなのか。そう考えると、とたんに気持ちが重くなった。


　けれど、そんな不満を誰かに悟さとられるなんて癪しやくだ。ルビーウルフは腕うでを組んで背せ筋すじを伸のばし、エリカとジェイドの会話を聞いた。


　記き憶おくを探さぐるように、エリカは細い顎あごに指先で触ふれながら宙ちゆうに視し線せんを泳がせる。


「私も、冗談だと思って半分は聞き流していたから……。それでもいいなら話すわ」


　エリカの話によると、ローラーティオーは『隔かく離りされた島』だという。この大陸の南の果てから、遠い沖おきに浮うかぶ島。けれど、船では決して辿たどり着くことはできない。外界から遮しや断だんする壁かべのようなものが、島を取り囲んでいるらしい。


　南の果ての絶ぜつ壁ぺきに打ち寄せる波が作る渦うず潮しお。そこがローラーティオーへの扉とびらなのだそうだ。渦潮の中心に飛び込むことで、ローラーティオーの地に踏ふみ込むことができる。


「そこはもともと、ローラーティオーの島民たちが出入りするためだけに使われているそうよ。外から大おお勢ぜいの人間が入ってこないようにするための関所みたいなものかしらね。とても閉へい鎖さ的な島だったと言っていたわ。私があの人から聞いたのは、これくらいよ」


　そう言って、エリカは大きく息をついた。


　確たしかとは言えない情じよう報ほう。もし仮かりに真実だとしても、ローラーティオーに辿り着くには大きな危き険けんを伴ともなう。


　この時になって、ようやくジェイドはルビーウルフに視線を寄よ越こした。真しん剣けんな眼まな差ざしだ。


　彼はローラーティオーに行く気だと、ルビーウルフは悟った。そして、ルビーウルフも行かなくてはならない。


〈導きの剣〉を扱えるのはルビーウルフだけだ。もし本当に〈導きの剣〉がローラーティオーにあって、それをジェイドが見つけたとしても、ルビーウルフがいなければ持ち帰ることはできないのだから。


　しかし、何があるかわからない場所に女王を行かせるなど、快こころよく思わない者は多いはず。事実、ルビーウルフの奔ほん放ぽうさを非ひ難なんする者が叛はん意いを示しめしたこともあった。


　神具を奪うばわれたことも、女王が得体の知れない土地に行くことも、民たみには知られてはいけない。ということは、大おお掛がかりな出しゆつ征せいは不ふ可か能のうだ。それに、のんびりしてもいられない。山を切り開くための開かい拓たくは、じきに始まるのだ。その時には、ルビーウルフは〈導みちびきの剣けん〉を携たずさえて西せい域いきの山地に向かわなければならない。しかし──


「行かなきゃ、いけないよね」


　無む意い識しきに唇くちびるから滑すべり出た言葉は、どこか拒きよ否ひの意を含ふくんだ口調だった。ルビーウルフは自分自身が何を言ったのか、一いつ瞬しゆんだが理り解かいできなかった。ジェイドも訝いぶかしそうな表情でルビーウルフを見つめている。


「ルビーウルフ？」


「いや、なんでもない。さっさと行って、さっさと取り返してこよう」


　他ほかになす術すべはない。ローラーティオーなる島が存そん在ざいしなければ、引き返してくればいいだけのこと。


「あたしから物を盗とるなんて、いい度ど胸きようだ。この借りは倍返しでいくよ」


　自身を奮ふん起きさせるように、ルビーウルフは一同に宣せん言げんした。




　第２章　霧きりのローラーティオー







　北から流れてきた分ぶ厚あつい雲が長雨を降ふらせていた。湿しつ気けのせいか、ゆるやかに波打つ髪かみが少し広がり気味だ。結ゆい上げていなければ、きっと鬱うつ陶とうしく顔や首に纏まとわりついていたことだろう。


　飴あめ色いろをした前髪を指に絡からめて、ミレリーナは窓まどの外に目を向けた。雨の雫しずくが硝子ガラスを伝い、小さな滝たきのように流れている。濡ぬれた硝子を通して見える景色は歪ゆがんでいて、雨で煙けむった遠い町まち並なみをさらに曖あい昧まいな様相に見せていた。


　あまり、雨は好きではない。水の檻おりに閉とじ込こめられているようで、気が滅め入いる。


　かちゃり、と茶器を置く音がして、ミレリーナはそちらに顔を向けた。


　黒髪の騎き士しが、目の前のテーブルに茶の用意をしてくれていた。ふわりと甘あまい香かおりが広がる。茶を注ぎ終えると、騎士は一礼して一歩引き下がった。


「ありがとう、いただくわ」


　礼を言って、ミレリーナはカップに口をつけた。少し薄うすめで、ミレリーナの好みに合わせた淹いれ方だ。しけっていた気持ちが少しだけ晴れたように思えて、自然と笑えみが零こぼれる。


　それでも、何か物足りない。一人で静かに茶を楽しむのもいいが、やはり話し相手は欲ほしいものだ。ここ最近はずっとエリカが同席してくれていたが、彼女は今、ここにはいない。隣りん国ごくグラディウスに、女王の即そく位い一年目の祝しゆく辞じを届とどけてもらうためにミレリーナが送り出したのだから。


　しかし、それは名目だけ。ミレリーナはエリカに暇ひまを取らせたのだ。


　しばらく前、エリカに来客があった。エリカは昔の知り合いだと言っていたが、どういった間あいだ柄がらなのかは話してくれなかった。


　エリカはその来客の顔を見るなり驚おどろいた表ひよう情じようを見せ、王おう城じようの庭に設もうけた彼女の自じ宅たくに招まねき入れて長い間話し込んでいたようだった。


　来客が出て行ってからのエリカは少し様子がおかしかった。泰たい然ぜんとしていながら、どこか寂さびしげな目。気になっていたところに、彼女から暇を出して欲しいと頼たのまれたのだ。


　弟で子しである、グラディウス女王の騎士に会いに行きたいと言っていた。ちょうど女王の即位記念式典もあることだし、断ことわる理由はない。けれど、エリカの普ふ段だんと違ちがった様子が気に掛かかっていた。


　ぱたぱたと、窓を雨が忙せわしく叩たたく。少し風も出てきたのだろうか。


　憂ゆう鬱うつなのは雨のせいだ。話し相手もいなくてつまらない。エリカの帰りを待ちわびているから、彼女がいないことに妙みような不安を抱いだいてしまう。


　ミレリーナは自身の結った髪に触ふれた。そこには、出立する前にエリカがくれた髪飾かざりがある。彼女の手作りらしく、三日月形の銀板に細かな細工を施ほどこし、曇くもりのない水すい晶しようが嵌はめ込まれたものだった。わりと手先が器用で、魔ま導どうに関する品々を作る合間にこういった物も作っているらしい。


　その時、誰だれかが部屋の扉とびらを叩いた。どうぞ、と声をかけると、扉を開けて顔を見せたのはミレリーナと同じ飴色の髪の青年と銀ぎん髪ぱつの娘むすめ──兄と、その妻つまだった。


「ビスケットを焼いたから、持って来たよ」


　そう言って、兄のベルンハルトは小さな籠かごをテーブルに置いた。固焼きのビスケットは犬だか猫ねこだかの形をしていて、籠を覗のぞき込んだミレリーナは小さく歓かん声せいを上げた。


「まぁ、可愛かわいらしいですね。皆みなさんでいただきましょう」


　ミレリーナはさっそくキャビネットからカップを出して茶を淹れた。それから、ふと視し線せんを上げて小首を傾かしげる。ベルンハルトも妻のコーラルも、立ったままで顔を見合わせ、くすくす笑いあっていた。


「どうなさったのですか？　お兄様もお義ね姉え様も、どうぞお掛けになって」


　いつもはエリカが座すわっている席を指し、ミレリーナは二人に座るよう促うながした。特にコーラルは、最近では膨ふくらんだ腹ふく部ぶも目立ってきて、出歩いているのを見るとはらはらしてしまう。母子の健康のためには運動も必要だと理り解かいはしているが、それでも心配なものは心配だ。


「ミレリーナに見てもらいたいものがあるんだ」


　ミレリーナの心配をよそに、ベルンハルトはコーラルから距きよ離りを取った。コーラルは両手を後ろに回したまま、動かない。ベルンハルトがミレリーナの傍そばまでやってきて、ようやくコーラルは背はい後ごに隠かくしていた手を前に出し──ミレリーナは驚きで目を丸くする。コーラルが手に持っていたのは、両手で包み込めるほどの大きさをした水晶だった。


　それは〈裁さばきの天てん秤びん〉と呼よばれるトライアンの神具だ。本来、トライアン王家の血を継つぐ者にしか扱あつかえない代しろ物もの。コーラルも今は国王であるベルンハルトの妻として王家の人間になっているが、元は他国の出身だ。本当なら、ああやって神具を持つことすらできない。神具は持ち主以外の者を拒こばむのだ。持ち主が傍にいる時なら触れて持ち上げることもできるが、三歩も離れれば急に重量を増ましてしまう。


　コーラルが神具を持てるということは、つまり彼女の中にトライアン王家の血を引く命が育はぐくまれているということ。そう考えると別段驚くべきことではない。


「こうしていると、本当にもうすぐ生まれてくるんだなって実感が湧わいてきて……。あぁ、早く子こ供どもの顔が見たいなぁ」


「お兄様、それはいけません。早産はお義姉様にも赤ん坊ぼうにも良くありませんもの。十と月つき十とお日か辛しん抱ぼうしてこそ、我わが子を愛いとおしく思えるのですわ」


　人の部屋に押おしかけて、惚のろ気けはじめた兄にミレリーナは冗じよう談だんまじりの口調で言った。それを聞いていたコーラルは楽しそうに笑い、ベルンハルトは照れたように頭を搔かいた。


　ミレリーナも一いつ緒しよになって笑い、籠からビスケットを一つ摘つまもうとして──その手を止めた。


　目の錯さつ覚かくだろうか。コーラルの背後で、細い光が走ったように見えた。


　瞬まばたきをしてもう一度見てみた時、光は大きな亀き裂れつとなってコーラルの後ろに現あらわれていた。


「お義姉様！」


　ミレリーナはとっさに腰こしを浮うかし、コーラルに駆かけ寄よった。ベルンハルトも同じように動いたが、反はん応のうが遅おくれた。コーラルの腕うでを摑つかんで引き寄せたのはミレリーナが先。力任まかせに引っ張ぱり寄せて、突とつ然ぜん現れた光からコーラルを庇かばう。すると、光から生白い腕が飛び出してきてミレリーナの肩かたや腰こしを捕とらえた。ミレリーナはコーラルを突つき飛ばし、その場から遠ざけた。倒たおれこみそうになったコーラルを、ベルンハルトが受け止める。


　コーラルを突き飛ばした反動で、ミレリーナは光の中に引きずり込まれた。その後を、黒くろ髪かみの騎き士しが躊躇ためらうことなく追つい随ずいする。二人を飲み込んだ光は欠けていく月のように細り、影さえ残さず消えた。


　ほんの、一ひと呼こ吸きゆうする間の出来事。光が消えた場所を呆ぼう然ぜんと眺ながめ、ベルンハルトは妻を抱だきしめていた。コーラルも青ざめた顔で、自身が先ほどまで立っていた場所に目を向けている。誰もいない、その一点を。


「ミレリーナ……？」


　ベルンハルトは妹の名を呼ぶ。けれど、返事をする者はいない。


　窓まどを叩たたく雨の音だけが慌あわただしく響ひびいていた。
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　立っているだけで火傷やけどをしてしまいそうな強い日差しに、汗あせが額ひたいから頰ほおに流れる。


　ルビーウルフは今まで歩いてきた道を振ふり返って眺めた。いや、道なんてない。見み渡わたす限かぎり、白茶けた砂すなと岩だけの光景。


　あの後すぐ、動きやすい普ふ段だん着ぎに着き替がえて出しゆつ立たつの準じゆん備びを整えた。もちろん、ルビーウルフを守るための騎士たちも。


　けれど、ロベールはルビーウルフたちの急な行動に難なん色しよくを示しめした。まだ未み熟じゆくな見習い騎士であるリオンとティグルを同どう伴はんさせることは得とく策さくでないと、彼は主しゆ張ちようした。


　それでも、神具を取り戻もどすにはルビーウルフが赴おもむかなければいけないのだとロベールもわかっていた。そして女王を守ることが騎士の務つとめだということも。


　見習いとはいえ、双ふた子ごは魔ま導どうを学んだ者たちだ。大おお勢ぜいの兵を引き連れるより、充じゆう分ぶんに頼たのもしい。それに、ルビーウルフが〈導みちびきの剣けん〉を失ったことを他ほかの誰にも知られてはいけないのだ。ルビーウルフを神の血を引く女王として信しん仰こうしている者たちに神具を失ったなどと知られたら、大きな混こん乱らんが起きてしまう。悩なやんだ末に、ロベールはルビーウルフとジェイド、双子のリオンとティグル、そして狼おおかみたちを送り出してくれた。


　ここは大陸の最さい南なん端たん、人の住む気配もない灼しやく熱ねつの荒こう地ち。エリカが転送の術じゆつで送ってくれたのだが、目的の地とは多少ずれた場所に出てしまう欠点は改かい善ぜんされていなかった。白っぽく焼けた砂すな地ちが広がる大地に放ほうり出され、全員がげんなりと溜ため息をついたことは言うまでもない。


　そこから南へ歩き、幸いすぐに果てへと辿たどり着いた。しかし、そこから先が問題だった。


　水平線を望む絶ぜつ壁ぺきから下を覗のぞき込めば、波が岩がん盤ばんを削けずり取らんばかりの勢いきおいで壁面にぶつかり、波頭が白く砕くだけ散って海に帰っていく光景があった。


　けれど、それだけだった。エリカが言っていたような波の渦うずなど、どこにも見当たらない。絶壁に沿そって歩いてみたけれど、どこまで行っても同じだった。


　やはり、エリカの夫の妄もう言げんだったのだろうか。しかし、他に手て掛がかりなどない。今はどんな不ふ確たしかな情じよう報ほうにだって縋すがりつきたかった。


　額の汗を拭ぬぐいながら歩き、また背はい後ごを振り返る。崖がけ沿いを歩いているが、方向が逆ぎやくだったのだろうか。東向きに歩いているけれど、もしかしたら西に向かって進んだほうがよかったのかもしれない。


　そんな考えが過よぎった時だった。先頭を歩いていた双子が同時に駆け出し、絶壁の下を覗き込んだ。


「陛へい下か、ジェイド様！　あれを見てください！」


　手を振って、リオンが声を張り上げる。ルビーウルフたちはそちらに走り寄って、同じように下を覗き込んだ。


　波で削れたように窪くぼんだ絶壁の隙すき間まに押し寄せる流れと、引き返す流れが波間に渦を作っていた。けれど、その動きはどこか不自然だ。渦の大きさは常つねに一定を保たもち、その流れもよくよく観察すると、波の動きとは関係なく回り続けている。渦というより、水中にできた竜たつ巻まきのように思えた。


　しばし渦を眺め、誰もが無言だった。ルビーウルフにはその理由がわかっていた。だから、言う。


「これ、行くの？」


「はずれだったら確かく実じつに死にますよね……」


　ルビーウルフのつぶやきに答えたのはティグルだ。口元にうっすら笑えみを浮うかべているが、それは単に頰が引きつっているだけ。額から流れる汗も、きっと暑さのせいだけじゃない。


　エリカの話を聞いていなければ、こんな所に飛び込こもうだなんて思わないだろう。いや、話を聞いていたって躊躇ためらってしまう。ジェイドとリオンも啞あ然ぜんとしていた。狼たちだけが、ルビーウルフに寄より添そって指し示じを待っている。


　正直なところ、あの中に飛び込む気にはなれない。エリカが言っていたように渦はたしかにあったし、渦の流れが自然の動きではないことも見てわかる。それでも、もしもを考えると足が動かなかった。


「何か、試しに落としてみますか？」


「そうだな」


　周囲を見み渡わたし、ティグルが適てき当とうな大きさの岩を指差しながら言い、それにジェイドが頷うなずいた。ジェイドの許きよ可かを得たティグルはリオンと一いつ緒しよに岩を持ち上げる。


　それをぼんやりと眺ながめながら、ルビーウルフは心のどこかで、そんなことはしなくていいと考えている自分に気がついた。理由はわからない。ただ、単たん純じゆんにそう思ったのだ。


　暑さで思考がおかしくなっている。ルビーウルフはそう結けつ論ろん付けた。ここから先に進まなければ、〈導きの剣〉を取り戻もどさなければ、グラディウスにルビーウルフの居い場ば所しよはないのだ。この渦が本当にローラーティオーへの入り口なら行くべきだし、間ま違ちがっているのなら振ふり出しに戻ってでも〈導きの剣〉を探さがし出さなくてはならない。


　ルビーウルフは再ふたたび下方に目を向けた。渦の中心に向かって波が吸すい込まれている。そんな風に見える光景を、ルビーウルフは考え事をしながら眺めて──


　ふと、耳に違い和わ感を覚えた。細く高い警けい笛てきのような音が耳の奥おくに響ひびいてだんだん大きくなっていき、頭がきんきんと痛いたむ。


　暑さで神しん経けいをやられたのかもしれない。これはまずいと思った瞬しゆん間かん、ひどい眩暈めまいも襲おそってきた。足がふらつき、たまらず座すわり込もうとしたが遅おそかった。崖の縁へりから遠ざかろうと動かした足が、逆に足場を踏ふみ外してしまった。胃いが持ち上げられるような浮ふ遊ゆう感に、どっと全身から汗あせが噴ふき出る。ケーナとフロストが恐きよう慌こうをきたしたように激はげしく吠ほえた。


「ルビーウルフ！」


　狼おおかみたちの声で異い変へんに気づいたジェイドが振り返り、ルビーウルフに駆かけ寄よる。かろうじて腕うでを摑つかんだが、体たい勢せいを立て直すことができずに二人もつれ合って転落した。


「陛下！　ジェイド様！」


　リオンとティグルは持ち上げた岩をその場に放ほうり出し、絶壁の下を覗き込む。そこで見たのは、ルビーウルフとジェイドが水面に叩たたきつけられる直前、渦が青白い光を発する光景だった。その光に、二人の姿すがたが吸すい込まれる。


　啞然とそれを見守っていたリオンとティグルには見向きもせず、迷まよわず動いたのはフロストとケーナだった。ルビーウルフたちの後を追い、地面を大きく蹴けって渦へと飛び込む。白と砂すな色いろの獣けものたちも、青白い光に飲み込まれた。


　双ふた子ごは互たがいに顔を見合わせる。そして頷うなずき合い、二人同時に地面を蹴った。
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　ぴたり、と頰ほおに雫しずくが落ちた。その冷たい感かん触しよくに、曖あい昧まいだった意い識しきがはっきりとしてくる。どうやら、一瞬だが気を失っていたようだ。


　身体からだの下に柔やわらかな感触があった。目を開けてみると、そこにいたのは見み慣なれた顔。


「ミレリーナ様、お怪け我がはございませんか」


　感かん情じようの読めない声も、聞き慣れたもの。胸むねにトライアンの紋もん章しようが入った騎き士しの装しよう束ぞくを着ているその若わか者ものは、間違いなくトライアンの魔ま導どう騎士だった。彼はミレリーナを庇かばうように抱かかえ込んでいた。


　騎士の肩かたに手を置いて、ミレリーナは立ち上がる。そして周囲を見渡してみた。


　濃こい霧きりが立ち込めている。先ほど、頰に落ちた雫は木の葉を伝ってきた露つゆのようだ。地面は湿しめってぬかるんで、ドレスも靴くつも泥どろで汚よごれて──


　足元に目を向けたミレリーナは、その存そん在ざいに気がついた。泥にまみれて汚れているものの、それはトライアンの神具〈裁さばきの天てん秤びん〉。ミレリーナは神具を拾い上げて泥を手で拭ぬぐい取った。


　頭の中で、今までのことを整理する。たしか、部屋で兄や義あ姉ねと話をしていたはずだ。そこに突とつ然ぜん、光の傷きずが現あらわれて、その中に引きずり込まれ──気がついたら、ここにいた。この〈裁きの天秤〉はコーラルが持っていたはずだが、彼女が取り落としてしまったのだろう。


　兄はきっと心配している。あの時、とっさにコーラルを突つき飛ばしてしまったが、彼女もお腹なかの子こ供どもも無事だろうかと不安になった。兄がついているから、大だい丈じよう夫ぶだろうけれど。


　それにしても、ここはどこなのだろう。少なくとも、トライアン王おう城じようでないことは確たしかだ。周囲には見たこともない大きな葉を持つ植物が生い茂しげり、手を伸のばせば指先が霞かすんで見えてしまいそうなほど霧が濃い。これでは下手に動くこともできない。


「ロヴィン。あなた、ここがどこだかわかりますか？」


「いいえ」


　ミレリーナの問いに、黒くろ髪かみの騎士──ロヴィンは簡かん潔けつに答えた。下手に言葉を濁にごさないところが彼らしい。けれど、二人揃そろって何が起こったのかわからないのであれば、それこそ身動きが取れない。困こまったことになった。


　せめて、この霧が晴れてくれたら。そう思っても、風がそよぐ気配もない。湿気を含ふくんだ重たい空気が纏まとわりついて、ひどく息苦しかった。


　この先、どうしたものか。ミレリーナが考え込んでいる時だった。ロヴィンが腰こしに佩はいたサーベルを抜ぬき、ミレリーナを背はい後ごに庇かばって構かまえを取った。


　何事ですかとミレリーナが問う前に、霧の向こうから人ひと影かげが現あらわれた。ゆっくりと歩み寄ってくる。一歩一歩と近づくたび、重ねた紗しやをめくるようにその姿がはっきりとしてきた。


　若わかい女だった。長い黒髪を頭の高い位置で一つに束ね、首や腰こしに動物の骨ほねをつなぎ合わせた装そう飾しよく品ひんをいくつも巻まきつけている。身に纏うのは布ぬの切きれと言っても間ま違ちがいでないような薄うすい衣で、腕も肩もむき出しになっている。白地に青い縫ぬい取りで炎ほのおのような紋様が施ほどこされていた。そして手に握にぎっているのは──長なが柄えの槍やり。
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　湾曲した大きな刃やいばを、女はロヴィンとミレリーナに向けた。紫し紺こんの眼まな差ざしは、その切っ先よりも鋭するどい。


「外界の者たちとお見受けする。何用あって参られたのか。それとも渦うず潮しおに身投げでもなさいましたか。前者であればお話伺うかがいました後、然しかるべき対たい応おうを致いたしましょう。後者であれば惜おしくもない命、吹ふき消して差し上げましょう。さぁ、どちらか」


　冷たい声こわ音ねで女が言った。その高こう圧あつ的な態たい度どに、ロヴィンが臨りん戦せん態たい勢せいに入る。それをミレリーナは制せいし、一歩前に歩み出た。


「どちらでもありません。わたくしたちは、気がついたらここにいたのですわ」


　話を聞きたいのはこちらのほうだと、暗に伝えた。すると女は眉まゆ根ねを寄せ、構かまえた槍の切っ先をわずかに下げてミレリーナの顔を疑うたがわしそうな目で見つめる。


「門を通らず参られたと？」


「それすらも、わからないんですのよ。きっとこのままお話ししても、嚙かみ合わないと思うのですけど。あなたのご質しつ問もんにお答えするために、こちらからもお訊たずねしてよろしいでしょうか」


　にこりと笑って、ミレリーナは敵てき意いがないことを示しめす。女は少し迷まよいを見せたが、無言で頷うなずいて話を促うながした。


「まず、わたくしたちはここがどこなのかも知らないのです。ですから、用事があって来たわけではありません。そうですね、あえて言うとするなら……無理やり連れてこられた挙あげ句くに放置された、とでも申しましょうか。突とつ然ぜん、光の中に引きずり込まれて、気がついたら見知らぬ場所にわたくしたち二人だけなのですから困ってしまいましたわ。できれば今すぐ戻もどりたいのですけど、トライアンに帰る方法をご存ぞん知じありません？」


「トライアン？　お前たちは神国の民たみか」


「はい。ミレリーナ・フィリス・トライアンと申します」


　ミレリーナが名乗りを上げると、女は驚きよう愕がくして半歩引き下がった。


「まさか、神の子の末まつ裔えいだと？」


「そのように解かい釈しやくなさって構かまいません。証あかしなら、ここに」


　言って、ミレリーナは〈裁きの天秤〉を両手で掲かかげた。神具は他人に奪うばわれる心配がないし、今は何よりこの女に少しでも信用してもらえることが重要だった。ここがどこなのかもわからないのだから、土着の者らしき彼女から情じよう報ほうを得たい。


　女は紫紺の瞳ひとみを、初めてミレリーナたちから逸そらした。しばしそのままでいたかと思うと、再ふたたびこちらに視し線せんを寄よ越こす。警けい戒かいの色は消えていないが、構えていた槍は下ろしてくれた。そして、くるりと背せを向ける。


「ついて来られよ。私では判はん断だんしかねる」


　黒い尻しつ尾ぽ髪を左右に揺ゆらし、女は霧きりの中に姿すがたを霞ませていく。


「参りましょう」


　彼女を追って、ミレリーナは歩みだす。ロヴィンは一いつ瞬しゆん、何か言いたげに漆しつ黒こくの瞳をミレリーナに向けたものの、結局何も言わず刃を納おさめて半歩後ろに従った。
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　水面に身体からだを叩たたきつけられる。


　そう思って、ぐっと目を瞑つむった。けれど衝しよう撃げきは一向に来ない。浮ふ遊ゆう感が失うせていることに気づいて、ルビーウルフは目を開けた。


　そこは、平らな一枚まい岩の上だった。周囲には円柱が等とう間かん隔かくに並ならんで一枚岩を取り囲んでいる。そこから先は、霧が濃こくてよく見えない。


「ルビーウルフ、平気か？」


　すぐ隣となりから、ジェイドの声がした。座すわり込こんでいるルビーウルフの身体を支ささえ、心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。


　何が起こったのか思い出そうとしていると、一枚岩が青白く輝いた。その光は竜たつ巻まきのように立ち上がり、一瞬で霧む散さんする。そこに現あらわれたのは、白と砂すな色いろの狼おおかみ──フロストとケーナだった。彼らがルビーウルフに駆かけ寄ってくる間に光の竜巻は再び起こり、今度は双ふた子ごが蒼そう白はくな顔で現れて座り込む。


「死ぬかと思った……。飛び降おりた直後に、すっごい後こう悔かいした……」


「僕ぼくも……。なんか、吐はきそう……」


　ぐったりしながら、リオンとティグルは涙なみだ目めで互たがいの無事を喜び合った。ルビーウルフたちの後を追って渦に飛び込んだようだが、あの高さから落下するのは想そう像ぞう以上に過か酷こくなことだった。臓ぞう腑ふが全部、上に引っ張ぱられるような感覚はもう二度と味わいたくない。双子も、きっと同じことを考えているだろう。狼たちだって一見平然としているように見えるけれど、二頭とも呼こ吸きゆうが荒あらくなっている。


　そんな中で、ジェイドは比ひ較かく的平へい常じよう心しんでいるようだった。狼たちや双子も無事に追ってきたことを確かく認にんすると、再びルビーウルフに視線を向けた。


「怪け我がはないか？　急にふらついたようだが……。何があった？」


　言われて、ようやくルビーウルフは耳鳴りと眩暈めまいから解かい放ほうされていることに気がついた。


「暑さにやられたのかな。眩暈がしたんだ。でも、今はもう平気だよ」


　ルビーウルフは立ち上がり、自分でも調子を確たしかめながら言う。もう足がふらつくこともない。


　霧で陽光が遮さえぎられているおかげだろうか。けれど、代わりに湿しつ度どのせいで蒸むし暑い。それでも、火傷やけどしそうなほどの日差しよりは、こちらのほうが楽だ。


　ルビーウルフが元気に立ち上がったのを見て、ジェイドは安あん堵どした。それから彼も立ち上がり、周囲の様子に目を凝こらす。


　ここがローラーティオーなのだろうか。風はそよぐ気配もなく、霧は晴れそうにない。


　視界が利きかないなら、音や匂においを探さぐればいい。先ほどから、聞きなれない鳥や動物の声が遠くから聞こえてきていた。湿しめった木々や土の匂いからも、ここが森の中だということがわかる。


「フロスト、ケーナ、何か感じる？」


　狼たちも一枚岩の上に顔を這はわせるようにして匂いを探りながら、耳をぴんと立てて少しの物音も聞き逃のがさないよう気を張っている。


（人間の匂いがする）


　フロストがつぶやき、ケーナも頷うなずいた。


　一枚岩を取り囲む円柱からも想そう像ぞうできたことだが、ここは人の手によって作られたものだ。祭さい殿でんのように見える。人の出入りもあるのだろう。あの渦うずに飛び込めば、必ずここに出るような仕組みなのかもしれない。


　狼たちがいれば、何かが霧の中に潜ひそんでいても早めに気づくことができる。ここでじっとしているわけにはいかないし、早々に動くことにした。


　さっさと〈導みちびきの剣けん〉を取り戻もどして、帰らなければ。帰るための門も探さがさなくてはいけない。


　エリカによると、島のどこかに入り口と同じような渦うず潮しおがあるらしい。島の外へ出るには、必ずその渦潮を通らなくてはいけないのだそうだ。


　ここに辿たどり着けたということは、エリカの夫は正しかったのだ。彼はここへ来て、エリカの元に帰った。それなら、ルビーウルフたちだって帰れるはず。そう考えると、少しだけ心の霧が晴れた気がした。


　ここに住む人々が本当に守しゆ護ごの民たみなのかどうかはわからないけれど、そんなことに興きよう味みはなかった。盗とられたものを奪うばい返し、盗った張ちよう本ほん人にんに一発蹴けりでも食くらわしてやったら気が済すむ。少なくとも、ルビーウルフはそう考えていた。


　けれど、ジェイドやリオンたちは違ちがうだろう。神国にとって、守護の民や〈全知の書〉が実じつ在ざいするとなれば一大事だ。きっと彼らはその真相を探さぐりたいと思っている。


　たしかに、なぜ〈導きの剣〉を奪ったのか……いや、それだけではない。あの時、光から伸のびた手はルビーウルフをも引きずり込もうとした。神具と、その持ち主を欲ほつしていた。


　すべての神具と持ち主が揃そろった時、神は甦よみがえる。


　本当に、それを実行しようとしているのか。もしそうだとしたら、他の神国でも同じようなことが起こっているかもしれない。


　そう考え至いたるのに、それほど時間は掛かからなかった。ロベールの采さい配はいでトライアンにエリカを帰し、残り二つの神国にも使者を出してある。何事もなければいいのだが……。


　そんなことを考えながら、ルビーウルフは一枚岩の端はしに向かって歩き出した。ここから降おりて、〈導きの剣〉を探しに行かなくてはならない。


（待って、ルビー）


　急に、ケーナがルビーウルフの前に回り込んで足止めをした。フロストも同じように、ルビーウルフとケーナの前に出て前方を見つめている。


　霧きりの向こうで、影かげが揺ゆらいだ。円柱と円柱の間から、徐じよ々じよに近づいて姿すがたがはっきりしてくる。そして同時に聞こえてくるのは──鼻歌。


　ここからでは見えないが、一枚岩の端には階かい段だんが設もうけられているらしかった。


　鼻歌を歌いながら階段を上がってきたのは、黒くろ髪かみに紫し紺こんの瞳ひとみを持つ青年だった。布ぬの包づつみを大事そうに抱かかえながら一枚岩に片かた足あしを乗せたその青年は、ルビーウルフたちの姿を見て鼻歌を止めた。しばし、そのまま固まる。あちらが動かないから、ルビーウルフたちも動けなかった。


「あの……」


「ひゃあっ!?」


　痺しびれを切らしたジェイドが恐おそる恐る声を掛けると、青年は奇き声せいを上げて後ろに跳とび退すさった。けれど、そこは階段。あっさり足を踏ふみ外し、青年は一枚岩から転げ落ちた。べちゃり、という嫌いやな音が聞こえて、ルビーウルフたちは慌あわてて青年のもとへ駆かけ寄よる。


　一枚岩の縁へりから下を覗のぞき込んでみると、幸いそれほど高さはなかった。しかし、先ほどの青年は地面の上でうつ伏ぶせに倒たおれたまま動かない。階段を下りたジェイドが傍かたわらに膝ひざをつき、慌てた様子で彼を揺ゆすり起こした。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　申し訳わけありません、脅おどかしてしまったようで……」


　すると青年は手足を踏ん張ばってゆっくり身を起こした。ちょうど、そこはぬかるみだったらしく、青年の顔と服は泥どろまみれになっていた。しかし、彼は顔を上げてジェイドと目が合ったとたん、また小さく悲鳴をあげて四つん這ばいのまま逃にげようとする。


「待て、こら」


　とっさに、ルビーウルフは青年に追い縋すがって背せ中なかを踏みつけた。青年はまた泥の中に顔を突つっ込む。


「ルビーウルフ、そんな乱らん暴ぼうな……」


「だって逃げるんだもん」


　ジェイドの咎とがめに、ルビーウルフは当然と言わんばかりに言い返した。手で捕つかまえようにも、相手は男だ。ひょろそうに見えるけれど、振ふり切られるかもしれない。腕わん力りよくで押おさえ込むより体重を掛けて踏みつけたほうが確かく実じつだと思ったのだ。


「あの、もう逃げませんから……足をどけてください……」


　顔を半分ほど泥に埋うめながら、青年は情なさけない涙なみだ声ごえで訴うつたえた。仕方なく、ルビーウルフは足をどけた。もちろん、狼おおかみたちが青年の左右に配して警けい戒かいしているのを確かく認にんしてから。


　顔についた泥を手で拭ぬぐい取っている青年に、ジェイドは何度も謝あやまっていた。青年も泥だらけの顔で、大丈夫です大丈夫ですと何度も繰くり返す。


「あの。これ、水ですよね。顔を洗あらいますか？」


　そう言って、ティグルが差し出したのは大きな木の実だった。硬かたそうな殻からをした楕だ円えん形けいの木の実に、木もく製せいの栓せんをしてある。ティグルが手を動かすと、たぷっという音がした。中に水が入っているらしい。


　ティグルの隣となりに立ったリオンが持っているのは、先ほどまで青年が抱えていた荷物を包んでいた布だった。布と一いつ緒しよに、白銀の器も手にしている。どうやら、一枚岩から転げ落ちた時に取り落としていたようだ。


「ああああっ、だめですだめです！　それは使っちゃだめなんです！」


　青年は慌てて立ち上がり、ティグルから水の入れ物を奪うばい取った。しかしティグルが驚おどろいた顔をしているのを見て、申し訳なさそうに頭を下げる。


「すいません、急に大きな声を出してしまって……。でも、これはだめなんです。今から礼れい拝はいに使うので」


　入れ物を撫なで回しながら、青年は言った。入れ物に傷きずがないことを確たしかめて、ほっと息をつく。


「それで、聞きたいことがあるんだけど。なんで逃げようとしたの？」


　青年が落ち着きを見せたので、ルビーウルフは機を逃のがさず訊たずねた。すると彼は恐きよう縮しゆくそうに肩かたをすぼめる。


「それは、その……あなた方のような、奇き怪かいな姿をした人を見るのは初めてだったので……」


「奇怪って言われましたよ、僕ら」


　むすっと唇くちびるを尖とがらせて、リオンがつぶやく。それを聞き拾ったらしい青年は、慌ててすいませんと謝った。


「あなた方は門を通っていらっしゃったのですね。ここは外界からの入り口と聞いています。でも、本当に外から人がやってくるなんて驚きました。これでも祭司なのに、取り乱みだしてしまってお恥はずかしいです」


　また、ぺこりと頭を下げる。この青年から見てルビーウルフたちは珍めずらしい出いで立ちをしているらしいが、逆ぎやくを言えば彼のほうこそ珍ちん妙みような風ふう体ていだった。


　身に纏まとうのは織おり目の粗あらい簡かん素そな衣服だ。動くたび、ひらりと揺ゆれる裾すそや袖そでには蔦つたの模も様ようが縫ぬい付けられている。首には小さな木の実を珠たまのように連ねた飾かざりが幾いく重えにも巻まかれていた。


　歳としはジェイドより少し上に見えるが、ひょろりと貧ひん弱じやくそうな瘦そう身しんのせいか頼たよりない印象だった。


「こちらには、どのような御ご用ようでいらっしゃったのですか？　お気を悪くされたら申し訳ないのですが、その、できるなら早々にお引き取り願いたいのです」


　おどおどとルビーウルフたちの顔色を窺うかがうように、青年はそう言った。ルビーウルフたちが互たがいに顔を見み交かわしていると、彼は繕つくろうように早口で弁べん解かいを始める。


「私の個こ人じん的な感かん情じようで追い出したいんじゃないんです。この島は、余よ所そからの侵しん入にゆう者しやを拒こばむ者が多くて……。そういった者たちに見つかったら、きっと皆みなさんは殺されてしまいます。じい様の代にも外から来た人がいて、相当な騒さわぎになったと聞かされていますから」


「島って言ったね。ここはローラーティオーで間ま違ちがいないのか？」


「はい。私たちはそのように呼よんでいます」


　ルビーウルフの質しつ問もんに、彼はあっさりと頷うなずいた。


　正直、ルビーウルフたちは困こん惑わくしていた。ローラーティオーの人間が〈導みちびきの剣けん〉を奪ったのだと思っていたが、この青年を見ていると、とてもそんな大たい層そうなことをしでかしそうにない。それこそ、出会い頭がしらに一戦交える覚かく悟ごでいたのに拍ひよう子し抜ぬけだ。


　もちろん、ここの人間が皆この青年のような性せい格かくではないだろう。むしろ彼が特とく殊しゆなのかもしれない。余所者を拒む者が多いと、彼も言っているし。


「あたしたちは捜さがし物があって、ここに来たんだ。それを見つけるまでは帰れない」


　この青年が何かを知っているなら、利用しない手はない。揺ゆさぶりを掛かけるつもりで言ったのだが、彼は予想に反して明るい笑え顔がおを見せた。


「じゃあ、捜し物が見つかったら帰ってくださるのですね。お手伝いしますよ」


　にこにこと、屈くつ託たくなく笑いながら彼は言った。好意的なのか排はい他た的なのか、はっきりしないところがルビーウルフたちの調子を狂くるわせる。けれど青年はそんなことにはお構かまいなしで話を進めた。


「まず、私の住まいにご案内しますよ。他ほかの者たちに見つかっては面めん倒どうですから。──あぁ、その前に用事を済すませていいですか？」


　水の入った入れ物を抱かかえ、リオンから白銀の器を受け取った青年は一枚まい岩の階かい段だんを上がっていく。


　ルビーウルフたちも後を追って様子を見ていたが、特に妙な動きをする気配はなかった。白銀の器に水を移うつし替かえ、それを前に膝ひざをついて祈いのりを捧ささげている。礼拝と言っていたから、何らかの儀ぎ式しきなのだろう。


「どうする？」


　彼には聞こえないよう、ジェイドがルビーウルフに小声で訊ねた。けれど、ルビーウルフの勘かんでもよくわからなかった。この青年がルビーウルフたちを追い出したいと思っているのは間違いないのだが、そのせいで彼が抱えている他の感情を嗅かぎ取れない。拒きよ絶ぜつの意思で蓋ふたをしてしまっているようなものだ。


「とりあえず行くしかないだろうね。もし何か少しでもおかしいと思ったら、遠えん慮りよなく締しめ上げてやればいい。あっちだって、あたしたちのことを警けい戒かいしてるんだろうからお互い様だ」


　祈りを捧げ続けている青年から目を離はなさず、ルビーウルフは言う。その言葉に、騎き士したちは頷いた。


　相変わらず風は吹ふかず、晴れない霧きりが重く身体からだに纏わりつく。空も太陽も見えない。まるで霧に閉とじ込こめられているように感じて、とても不安になる。


　ローラーティオー。隔かく離りされた島。


　それは単たん純じゆんに外界からの侵入を拒んでいるという意味ではなく、この霧がそう思わせるのだとルビーウルフは感じていた。




　第３章　アウローラとクレプスムルク







　ミレリーナたちが案内されたのは、なんとも奇き妙みような住じゆう居きよが並ならぶ集落だった。木材で組まれた台だい座ざがいくつもあって、その上に天てん幕まくが個こ々こに張はられている。そんな感じだ。


　台座は、まるでテーブルのように長い脚あしに支ささえられている。床ゆかは宙ちゆうに浮ういた状じよう態たいで、その下に家か畜ちく小屋を置いている家もあった。


　木の柵さくを丈じよう夫ぶそうな蔓つるで継つぎ合わせた小屋にいる家畜も、色いろ鮮あざやかな羽を持つ奇妙な鳥ばかり。小こ刻きざみに震ふるえるような甲かん高だかい鳴き声が不気味だった。


　けれど、それ以上にミレリーナが妙だと思ったのは、ここにいる人々だ。皆、揃そろって黒くろ髪かみに紫し紺こんの瞳ひとみをしている。衣服も似に通かよっていて、ぱっと見ではそれぞれの見分けがつかない。


　彼らはミレリーナとロヴィンを遠とお巻まきに奇き異い視ししていた。ロヴィンはともかく、ミレリーナの飴あめ色いろの髪や琥こ珀はくの瞳は目立つから仕方がない。珍ちん獣じゆうを見る目で見られるのは不ふ快かいだが、この土地では自分たちが異質なのだ。それに、怯おびえを見せては舐なめられる。ミレリーナは周囲からの視線をわかっていて、気づかないふりを装よそおった。凜りんと背せ筋すじを伸のばし、前を行く槍やりを持った女の後に続く。ロヴィンは普ふ段だんと同じく、感かん情じようの欠片かけらさえ表に出していない。


　ミレリーナが周囲の様子を観察していると、槍の女がふいに立ち止まった。


　そこは、一ひと際きわ大きな天幕の前だった。今まで見てきた天幕を十か二十、繫つなぎ合わせたような大きさ。支える台座の柱の数も、他の比ひではない。天幕には特とく徴ちようだけを極きよく端たんに強調させた鳥獣や植物の紋もん様ようが鮮やかに施ほどこされている。


　天幕へ上がるには、木材で組まれた階段を使わなくてはならないらしい。階段の下には数人の男たちがいて、女は彼らと何やら言葉を交かわしていた。ちらちらとミレリーナたちのほうを見て指を差したりしている。きっと、この珍客を連れてきた経けい緯いを説明しているのだろう。


　男たちの中で、岩のような体たい軀くをした大男が階段を駆かけ上がって行った。しばしそのまま待たされ、階段の上から顔を覗のぞかせた男は女に向かって頷うなずく。


「行きなさい」


　ミレリーナたちに向き直り、女は言った。周囲を男たちに取り囲まれ、引き返すこともできない。もちろん、ここから帰る方法が見つかるというのなら逃にげるつもりなんてない。──しかし。


　ミレリーナは階段を見上げた。傾けい斜しやがきつい上に、幅はばが狭せまい。これでは一人ずつしか上れない。階段と梯子はしごの中間みたいなもので、手すりもなかった。さすがに、これにはミレリーナも躊躇ためらう。


「どうした。早く行け」


　女がせっつく。ロヴィンが女をぎろりと睨にらむと、周囲にいた男たちに緊きん張ちようが走った。


　自分がもたもたしていたら、いらぬ諍いさかいが起こる。そう思ったミレリーナはドレスの裾すそを片かた手てで持ち上げ、もう片手を階段の踏ふみ板についた。小さな子こ供どもが階段を這はい上がるような格かつ好こうでみっともないが、仕方ない。


　上だけを見て、ゆっくり上がっていく。しかし、手から零こぼれ落ちた裾が足に絡からまって、なかなか身動きが取れない。


「失礼致いたします」


　急に背はい後ご──頭のすぐ後ろから声が聞こえ、身体からだが軽くなった。ロヴィンがミレリーナを抱だき上げたのだ。腹ふく話わ術じゆつ師しが人形を抱くように、彼はミレリーナの脚を抱かかえて片かた腕うでに座すわらせた。自然、ミレリーナは彼の首にしがみつく格好になる。


「目を閉とじていてください」


　残った手でミレリーナの背せ中なかを支えながら、ロヴィンはそう言って階段を上がった。


　ぎっ、ぎっ、という木の軋きしむ音が長く続く。いや、長いと思ったのは目を閉じていたからかもしれない。ようやく音が止まった時、ミレリーナはゆっくり床板に下ろされた。


　そこには、先ほど上がっていった大男がいた。黒い髪に少しだけ白いものが混まじっている。しかし、その引き締しまった体軀は若わか者ものに引けを取らないだろう。よく見ると、彼も槍の女と同様に、動物の骨ほねの飾かざりを身に付けている。衣服の紋様も、よく似ていた。違ちがう点といえば、彼は上半身に何も纏まとっていないということだ。腰こしから下だけを、ぞろりとした布ぬので覆おおっている。


　きしっきしっ、と軽けい快かいに踏み板を鳴らし、槍の女も上がってきた。彼女が床板に足を乗せると、大男が天幕の垂たれ幕を手で除のけて入り口の脇わきに立った。入れ、ということなのだろう。ミレリーナは大人しく従したがった。


　天幕の中は思いのほか明るかった。外が濃のう霧むで薄うす暗ぐらかったせいもあるのだろうが、天てん井じようから下げられたランプが炯けい々けいと輝かがやいていたのだ。


　あれは炎ほのおではない。見覚えのある、魔ま導どうの光だった。


　広い空間を隔へだてるように、天幕の中には間仕切りの幕が張られていた。その向こうに、ミレリーナたちに続いて入ってきた槍の女が声を掛かける。


「ヘリオトロープ様、この者たちにございます」


「ご苦労。アピス、お前はお下がり」


　幕まくの向こうから答えた声に、ミレリーナは驚おどろいた。


　幼おさない声だ。けれど落ち着いていて、有う無むを言わさぬ圧あつ力りよくも持っている。事実、その声の命令に従って槍の女──アピスは一礼すると天幕から出て行った。


　取り残されたミレリーナたちが立ち尽つくしていると、再ふたたび幕の向こうから声がした。


「何をぼんやり立っておる。座すわるがいい」


　その言葉と共に、幕を手で除けながら一人の子供が現あらわれた。少女だ。歳としは十二か十三か。黒くろ髪かみに紫し紺こんの瞳ひとみは、アピスたちと同じ特徴だ。


　けれど、圧あつ倒とう的に違うのはその様相だった。長い黒髪はまっすぐ腰元まで伸び、その髪を飾るように額ひたいには青と黄の布が巻まかれていた。布の結び目には、桃もも色いろをした鳥の風切羽が挿さしてある。


　衣服も冴さえ冴えとした青。それを、ぱっと目を引く黄色い腰帯で留とめている。裾や袖そでには薄い金きん属ぞくの飾りが行ぎよう儀ぎよく縫ぬい付けられていて、少女が動くたびにしゃらしゃらと涼すずやかな音を奏かなでた。


　幼いけれど整った顔立ちで、少し勝気そうにも見える。長い黒髪は、明るい光の中では緑の輪りん郭かくを纏っていた。同じく黒髪のロヴィンを見てみるが、彼の髪が弾はじく光は白い。同じ黒に見えて、本ほん質しつは異ことなるようだ。




[image: ]


　そして何より目を引くのが、幼く愛らしい顔を彩いろどる紋もん様ようだった。化粧なのか刺青いれずみなのか、はたまた痣あざなのか。色は暗赤色だが、まるで虎とらのような筋すじ模も様ようが頰ほおに刻きざまれている。その筋は頰だけでなく、前髪と布で隠かくされた額にも見え隠れしていた。


「立ったまま話すか？　お前たちがそれで良いなら、構かまわぬが。我われは座るぞ」


　床ゆかに腰を下ろし、少女は胡坐あぐらをかいた。天幕の中──少なくとも、間仕切りからこちら側には椅い子すなんて見当たらない。椅子どころか、がらんとして何もないのだ。ここでは、座るといえばこうして床に腰を下ろすものなのだろうか。


　あまり気は進まなかったが、仕方なくミレリーナは床に座った。といっても胡坐なんてさすがに無理だから、スカートの裾をふわりと広げて横に投げ出した脚あしを隠す。ロヴィンはミレリーナの斜ななめ後ろに控ひかえ、立て膝ひざの体たい勢せいで座った。何かあれば、すぐ動けるようにしている。


「そう硬かたくなるな。歓かん迎げいするよ、トライアンの末まつ裔えい。──そうだな、まず名乗ろうか。我の名はヘリオトロープ・アウローラ。お前たちをここまで連れてきたのはアピスという。少々言葉が足りずに誤ご解かいを生むことも多いが、優ゆう秀しゆうな戦士なのだ。非ひ礼れいは我から詫わびよう。許ゆるしてやっておくれ」


　ずいぶん大人びた物言いをする少女だ。けれど、無理に背せ伸のびをしている風ではない。もとから、このような話し方をする癖くせがあるようだ。


　それにしても、まるでアピスとミレリーナたちの会話を聞いていたようなことを言う。アピスや、あの大男からの伝言で知ったのだろうか。


　少し引っ掛かるものを感じながら、こちらも名乗ろうとした時だった。ヘリオトロープはにたりと笑い、口を開いた。


「娘むすめ、お前は名乗らずとも良い。ミレリーナ・フィリス・トライアン、だったか？　そちらの男は、アピスにも名乗らなかったな。名はなんと申す？」


　思い過すごしなんかじゃない。ヘリオトロープはすべてを見ていたのだ。あの場にいたのだろうか。けれど、隠れて見聞きしていたにしては正せい確かくすぎる。


　ミレリーナは自分より二つ三つ幼い少女に、明らかな畏い怖ふを感じた。魔女と呼よばれるエリカ・ブルーノや盗とう賊ぞく育ちのグラディウス女王の前でも相手をどう利用するかと考えているミレリーナが、この少女にはそれができない。


　呑のまれかけている。わけのわからない状じよう況きように放り込まれ、面めん妖ような出いで立ちをした少女にすべて見み透すかされている薄気味悪さが、ミレリーナに焦あせりを覚えさせていた。


　そんなミレリーナの内心をヘリオトロープは察したようだ。さして珍めずらしくもないと言うように、あっさりとした口調で言う。


「そう驚くことはない。我とアピスは視し覚かくと聴ちよう覚かくを共有しているのだ。今、アピスは外に出ておるが、ここでの会話も風景もすべてアピスに筒つつ抜ぬけだと知っておいて損そんはないぞ」


「あなた、魔ま導どう師しですの？」


　魔導師なら、そういったことができるかもしれない。ミレリーナには魔導の知ち識しきがないから、わからないけれど。ちらりとロヴィンを見てみるが、彼はいつものように感かん情じようの読めない無表情だ。


　ミレリーナの問いに、ヘリオトロープは小首を傾かしげる。そういった仕草は歳相そう応おうの少女のもので、ミレリーナは少し安心した。


「我らには、そういった概がい念ねんはないな。神から与あたえられし知ち恵えは子し々し孫そん々そんに伝えられ、誰だれもが生活の中で使っている。ただ、我は神の器うつわゆえに、先人たちが得た知恵をすべて叩たたき込こまれただけのことよ。生きる上で必要のない知恵は、人々は知っていても使わない。神の知恵は人には過すぎたるものだと、皆みなわかっておるのだ」


　よくわからないことを言い出した。けれど、ミレリーナの解かい釈しやくが間ま違ちがっていないなら、ここの人々は当たり前のように魔導を扱あつかうのだとヘリオトロープは言ったように思う。


　魔導を学ぶには多くの費用がかかるものだ。それは、若じやく年ねん者を指し導どうできる者が圧あつ倒とう的に不足しているから。


　挫ざ折せつする者が多く、厳きびしい修しゆ行ぎように耐たえ抜ぬいた者は王家や貴き族ぞくに雇やとわれる。そうすると、他人に魔導を教える時間もなくなってしまい、大金を積んでやっと弟で子し入りさせてもらうというのが現げん状じようなのだ。


　魔導の知識を持つ親が自分の子こ供どもを指導することはあるけれど、なぜかそういう場合はほとんどが挫折してしまうと聞く。親の期待に耐えられなくなるのだろう。


　グラディウスの現げん宰さい相しようは元魔導騎き士しで、その息子むすこたちも彼に習って魔導を学んだらしいが、それは珍しい例と言える。


　グラディウス宰相の息子たちは以前、ある事じ件けんの際さいに保ほ護ごする意味でトライアンに招まねいたことがあるけれど、二人とも力強い眼まな差ざしをしていた。まだ子供であるために父の助けになれないことを悔くやみ、それでも母や妹を不安にさせたくない一心で涙なみだを堪こらえていた。きっと、彼らはグラディウス女王の良い家臣になる。


　それほど魔導を学ぶことは厳きびしく、限かぎられた者にしか道を究きわめることなんてできない。けれど、ここの人々は親から子にその知恵が受け継つがれているという。そんな国があるなんて、ミレリーナは聞いたこともなかった。


　そしてもう一つ気になるのが、ヘリオトロープが何度も口にした『神』という言葉だ。


　神から与えられし知恵。神の器。それは何のことなのか。さっぱりわからない。──いや。


　ミレリーナはあることを思い出した。神から知恵を与えられていると伝えられる一族のことだ。それはあくまで伝説だが、神国にとっては忌き避ひすべき一族。ヘリオトロープと対たい座ざしていることに不安を覚えるのも、無意識に彼女が自分とは相あい容いれてはならない存そん在ざいだと気づいているからではないだろうか。


　頭に浮うかんだ考えを振ふり払はらおうとするが、確たしかめずにはいられない。なんでもはっきりさせておきたいというのが、ミレリーナの性せい格かくだった。


「あなた方は何者ですの？　ここはどちらの国なのでしょうか。わたくしたちを招いたということは、教えてくださるのでしょう？」


　ヘリオトロープはアピスと見聞きするものを共有しているという。ならば、遠くからアピスに命令を下すことも可か能のうだろう。


　あの時、アピスが急に構かまえていた槍やりを下ろしたのも、きっとヘリオトロープの指し示じだとミレリーナは察していた。アピスの警けい戒かいぶりからして、彼女の考えでヘリオトロープに面会させるなんてあり得ない。ヘリオトロープは自分の意思でミレリーナたちをここに招いたのだ。


「ああ、そうか。帰る方法を知りたいのであったな。大だい丈じよう夫ぶ、外への出口なら誰かに案内させよう。だが、その前に聞きたいことがあるのだ。お前たちはどうやって、このローラーティオーに参った？　光の中に引きずり込まれたと言っておったが、詳くわしいことを聞かせておくれ」


　帰る方法がある。その言葉は、ミレリーナの気持ちを軽くした。


　そうだ。帰らなくてはならない。こんなところで年下の少女に気け圧おされている場合ではないのだ。たとえ、相手が本当に守しゆ護ごの民たみだったとしても。


　しゃんと背せ筋すじを伸ばし、ミレリーナはここに至いたった経けい緯いをヘリオトロープに語って聞かせた。
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　その青年はイグニスと名乗った。祭司である彼は、あのように一枚まい岩で神に祈いのりを捧ささげることが日課なのだという。


「葉や木の枝えだを伝ってくる水は、この世でもっとも清いものと考えられているんですよ。だから、朝早くから歩き回って露つゆを集めるんです」


　にこにこ笑いながらあっさりと説明してくれたが、途と方ほうもない作業だ。その水で顔を洗あらったらどうだと言われた時の慌あわてぶりにも納なつ得とくがいく。とはいえ、礼れい拝はいが終わって役目を終えた水はただの水だからと言って、その後に顔を洗っていたけれど。


　案内されたイグニスの住まいは、森の木立に紛まぎれるようにして建てられていた。丈夫そうな柱に支ささえられ、宙ちゆうに浮いた状じよう態たいの高い床ゆか。その土台の上に張はられた天てん幕まく。すべてが初めて見るもので、ルビーウルフたちは驚おどろくばかりだった。


　梯子はしごのような階かい段だんを上り、中に招き入れられたわけだが、ルビーウルフとジェイド、双ふた子ごたちが入ると、少し窮きゆう屈くつになってしまった。狼おおかみたちは傾けい斜しやのきつい階段を上がれなかったから下で待機しているけれど、彼らも一いつ緒しよに入っていたら、大変なことになっていただろう。


　そんな狭せまい中でイグニスは鉢はちの炭すみに火を熾おこし、もてなしの準じゆん備びをしてくれた。


「ここは集落から離はなれているので、安心してください。ちょっと狭くて申し訳わけないんですけど……。どうぞ、お茶でも飲んで行ってください」


　そう言いながらイグニスは人数分の椀わんを並ならべ、熱した土ど瓶びんから茶を注いだ。しかし、誰も手をつけようとはしない。


　彼を信用したわけではないし、何より──こんなものを茶と呼よぶのかどうかも甚はなはだ疑ぎ問もんだった。


　白と緑を混まぜ合わせたような濁にごった色で、椀の底が見えない。おまけに、苦いような甘あまったるいような、なんともいえない匂においがした。


「ミルクティー……？」


「いや、緑だし……」


　リオンとティグルがこそこそと隅すみに寄よって言い合っていた。


　見習い騎き士しといえど、彼らは貴き族ぞくの子息だ。床に座すわり、その床に置いた椀に茶を注ぎ、客人に出すなんてとんでもないと表ひよう情じようで語っている。


　けれど、ルビーウルフにとっては別段嫌けん悪おするようなことではなかった。むしろ懐なつかしく思う。ルビーウルフも昔は地べたに座り、仲間たちと焚たき火を囲んで飲み食いしたものだ。


　ジェイドもはじめは戸と惑まどっていたが、元来適てき応おう力りよくに優すぐれているようで、すぐに慣なれたらしい。


　しかし、そんな二人でも、この不思議な飲み物に手を出す気にはなれなかった。毒が入っているかどうか以前に、味が不安だ。


　ルビーウルフたちの間に流れる微び妙みような空気に気づいていないのか、イグニスは自分用に注いだ茶を美お味いしそうに飲んでいた。


「集落は離れた所にあるんだよね。どうしてお前はここに住んでいるんだ？」


　茶には手をつけないまま、ルビーウルフは訊たずねた。するとイグニスは少しばかり寂さびしげな笑えみを浮うかべる。


「私は祭司ですから。祭司は、扉とびらの見張り役でもあるんですよ。いつやってくるか知れない来らい訪ほう者しやのために、こうしてずっと待っているんです。今はもう慣れましたが、はじめは寂しかったですね」


「見張るのは、やはり余よ所そ者を排はい除じよするためですか？」


　今度はジェイドが訊ねる。イグニスは頷うなずいた。


「そうです。でも私はそういう荒あら々あらしいのは苦手で……。どうせ外からローラーティオー以外の人間が入ってくるはずなんてないと思っていたので、武ぶ芸げいもからっきしなんですよ。なので今、とっても困こまっています」


　人の良さそうな笑顔で、さらりと厭いや味を言う。言った本人は、その厭味に気づいていなさそうだけれど。


　つまり、イグニスとしてはルビーウルフたちをローラーティオーから追い出したいのに、力で負けそうだから、とりあえずこうして茶を出しているのだろう。ルビーウルフたちの捜さがし物に協力すると言ったのも、早く出て行ってほしいからだと言っていたし。


　追い出したいために、あれこれ世話を焼くとは。なんともちぐはぐなことをする男だ。


「そう心配しなくてもいいよ。あたしたちは本当に、目的のものを見つけたらさっさと帰るから」


　面めん倒どうを避さけたいのはルビーウルフも同じだ。けれど、〈導みちびきの剣けん〉を奪うばった者を見つけ出して、その目的も問い質ただしたい。そのためには、イグニスをうまく利用しなければ。


「その捜しているものは、どんなものなんですか？」


　茶を飲み干ほしたイグニスは椀わんを床に置くと、さっそく本題に入った。


　ルビーウルフはジェイドと顔を見合わせる。ジェイドは頷き、話すよう促うながした。


「〈導きの剣〉って知ってるか？」


「あぁ、神国グラディウスの神具ですね。──まさか、それをお捜しなのですか？　だったら見当違ちがいですよ。こんな所にはありません。グラディウスに行って、王家の方にお会いしなければ」


　呆あきれたような口調でイグニスは言った。それに対し、ルビーウルフは自身を指差して答える。


「王家の方って、あたしね」


　沈ちん黙もくが落ちた。きょとんと目を丸くしたままイグニスは動かない。ようやく動いたと思ったら、中身の入っていない椀を持ったり下ろしたり、意味のない行動を繰くり返した。そして首を傾かしげつつ、訊ねてきた。


「お名前、ルビーウルフさんでしたよね？」


「そう。でも、もう一個あるんだよ。シャティナ・レイ・スカーレット・グラディウスっていうのが王家での名前。周りには無理言って、ルビーウルフって呼よんでもらってるんだけどね」


　ジェイドをはじめ、ルビーウルフの育ちや性せい格かくを理り解かいしてくれている人々はこの名前で呼んでくれる。けれど、そうでない者たちにまで押おし付けるつもりはなかった。誰がどう呼ぼうと、いちいち気にするのも馬ば鹿からしいし、そんなに神しん経けい質しつになるのも疲つかれる。ルビーウルフにとっては、気の許ゆるせる相手が本当の自分を理解してくれている、それだけで充じゆう分ぶんなのだ。


　イグニスは仰のけ反り、震ふるえる指をルビーウルフに向けた。


「じゃあ、グラディウスの末まつ裔えいですか!?」


「一いち応おうね」


　ルビーウルフが答えると、イグニスは呆ぼう然ぜんとした表情で深く長く息を吐はいた。それから、今までの頼たよりない物もの腰ごしが一変し、居い住ずまいを正した。


「もしあなたが本当にグラディウスの末裔なら、なぜローラーティオーに神具を捜しにくるのですか？　神具は常つねに神国王族のもとにあるものでしょう？」


「奪われたのです」


　すかさず答えたのはジェイドだった。ルビーウルフの口から言わせたくなかったのだろう。盗とう賊ぞくとして育ったことを誇ほこりに思っているルビーウルフにとって、神具を奪われたなどと誰かに言うのは自じ尊そん心しんが傷きずつくことだと彼はわかってくれている。


　しかし、なぜだろう。〈導きの剣〉を必死に追い求める彼の顔を見ていると、ひどく胸むねが苦しかった。意味もなく苛いら々いらしてしまう。


　そんなルビーウルフの感かん情じようには気づかないまま、ジェイドは淀よどみなく経けい緯いを語る。イグニスはそれを神しん妙みような面おも持もちで聞き、ジェイドの話が終わるとしばらく目を伏ふせていた。


「このローラーティオーは神を守る島です。海の上にあるのに、決して船では寄より付くことができません。霧きりの結界に島ごと隠かくされて、結界の外からでは島しま影かげさえ見つけることができないんです。その結界に穴あなを開けるとは……」


　独ひとり言のようにつぶやき、イグニスは視し線せんを上げた。そして、ローラーティオーについて様々なことを話してくれた。


　ローラーティオーには、クレプスムルクとアウローラ、二つの部族がいる。イグニスはクレプスムルクの一族だそうだ。


　神具についても聞かされた。ローラーティオーが守る神とは、やはり〈全知の書〉のことだったのだ。


〈全知の書〉は遠い昔から、クレプスムルクとアウローラの間に代だい替がわりで生まれてくる器に委ゆだねられる決まりだったのだが……その規き律りつが、ある時を境さかいに乱みだれてしまった。


　五十年以上前、当時の器だった男が〈全知の書〉を持ったまま姿すがたを消した。男はクレプスムルクの一族で、その失しつ態たいにアウローラは怒いかり、クレプスムルクは懸けん命めいに〈全知の書〉を捜した。今に至いたるまで、ずっと。


　けれどアウローラがクレプスムルクに抱いだいた不信は拭ぬぐいきれず、アウローラはクレプスムルクが〈全知の書〉を自分たちのものにしようとしているのだと思い込んでいるらしい。


　だが、それも仕方のないことだった。一度生じた狂くるいのためか、アウローラとクレプスムルクの両方に〈全知の書〉の器の証あかしを持つ者が現あらわれたのだ。


　クレプスムルクの器は偽にせ物ものだと、アウローラは決めて掛かかって譲ゆずらない。交流も絶たち、互たがいに監かん視しを続け、探さぐり合いをしているのが現げん状じようだという。


　祭司という立場で扉とびらの傍そばにいるイグニスのもとにも、何度かアウローラの戦士が偵てい察さつに来たのを見たそうだ。扉の出口になっていた祭さい殿だんからは、クレプスムルクの集落よりアウローラの集落のほうが近いから仕方がない、と彼は苦く笑しようしていた。


「あなた方の言っている通り、本当に〈導みちびきの剣けん〉がこのローラーティオーにあるとは言い切れません。まだ、あなた方を信用したわけではありませんから。けれど、ローラーティオーになら空間を裂さく術じゆつを扱あつかえる者もいるでしょう。身内を疑うたがいたくはありませんが、〈全知の書〉を失ってからクレプスムルクもアウローラも自分たちが神に仕える部族だということを忘わすれつつあります。悲しいことですが……」


　そう言って、イグニスは深く息を吐いた。


「私にできる範はん囲いで、お力になりますよ。グラディウスの末裔がいると知ったら、どんな騒さわぎが起こるかわかりません。早々にお引き取り願いたいのです」


「わかってる。あたしたちだって、さっさと帰りたいさ。──それと、もう一つ。お前は扉を見み張はっているって言ってたよね。あたしたちより前に、ここに来た男がいるはずなんだけど、知らない？」


　ルビーウルフたちはエリカが夫から聞いたという情じよう報ほうをもとにここまで来た。ローラーティオーが実じつ在ざいしたということは、エリカの夫はたしかにこの地を訪おとずれたのだ。けれどイグニスは眉まゆ尻じりを下げて首を左右に振ふる。


「いいえ、私はお会いしていません。ずっと扉の傍にいるわけではありませんので。クレプスムルクの集落でもそんな話は聞きませんし……。アウローラは、わかりません」


　イグニスを信じるなら、エリカの夫はアウローラの者と会ったということになる。光る指先で空間を切り裂く者がいたそうだが、それはアウローラの人間なのか。


　ルビーウルフは迷まよっていた。イグニスは人の良さそうな好青年だが、いまだに本心を出そうとしない。にこにこしたり、ルビーウルフたちを丁てい寧ねいに扱いながら、堂々と拒きよ絶ぜつしているのだ。感情の匂においを嗅かぎ取れない。


　どうにも扱いにくい男だ。それでも、大事な情報源げん。うまく手た綱づなを握にぎらなければ。


　必ず帰る。〈導きの剣〉を取り戻もどして帰き還かんする。


〈導きの剣〉がなければ、それはもう神国グラディウスの女王ではないのだから。





　　　　†




「お前たち、我われがその光を操あやつったと思っておるな」


　ミレリーナの話を黙だまって聞いていたヘリオトロープは、すべてを聞き終えると小さく唸うなりながら天てん井じようを仰あおいだ。そして、ミレリーナをまっすぐ見み据すえる。


「あら、違ちがいますの？」


　正直、疑ってかかっていた。見知らぬ土地に放り込まれ、最初に出会ったのはヘリオトロープが戦士と呼よぶアピス。そのアピスはヘリオトロープの命令を無む条じよう件けんに聞いていた。そして彼女たちが魔ま導どうを当たり前のように扱うことも知った。疑うのは当然である。


「期待を裏うら切ぎるようで悪いが、我は知らぬ。余よ所そ者──それも、神国の王族なぞ呼よび寄せたところで面めん倒どうが起きるだけではないか。我が知りたいのは、誰だれがお前たちをローラーティオーに引き込んだのか、ただそれだけだ。この島は定められた扉からでなくては出入りできないことになっておる。それでも神の知ち恵えを使えば可か能のうだろうが、扉以外に結界に穴あなを開けるのは苦行であろうな。ローラーティオーの結界は、神を包み隠かくす鎧よろいのようなものだというのに。それを傷きずつけるなど、何を考えているのか」


　そう言って、ヘリオトロープは憂ゆう鬱うつそうな溜ため息をついた。


　まだ信じたわけではないが、ミレリーナとロヴィンをこのローラーティオーという地に招しよう来らいしたのはヘリオトロープではないらしい。心当たりもなさそうだ。


　ミレリーナはただ帰ることだけを考えていたが、ヘリオトロープはどうしてこんなことになったのか、その理由を求めているようだ。


　たしかに、それは気になる。そもそもあの時、空間を裂いた光はミレリーナでなくコーラルの傍に現れた。ということは、本当なら彼女がこうなっていたのかもしれない。


　コーラルが狙ねらわれる理由など、あるだろうか。彼女は神国の生まれではない。トライアンの民たみということになっているが、もとは他国の出身だ。彼女の過か去こは清算済ずみで、今さらそれが関係してくるとも思えない。ならば狙われたのは、彼女が身み籠ごもっているトライアン王の子ということになる。けれど、なぜ？


　トライアンの血を引く者を招まねきたければ、ミレリーナやベルンハルトがいたのに。その中で、コーラルでなければならなかった理由は──


　ミレリーナは懐ふところに手を当てた。そこには〈裁さばきの天てん秤びん〉を仕し舞まい込んである。あの時、コーラルはこれを持っていたのだ。


　神具と、その持ち主を欲ほつする。そんなことをする理由は限かぎられていた。想そう像ぞうするのも嫌いやだが、他ほかに思い至いたらないのだから仕方がない。


「ヘリオトロープさん、あなたは〈全知の書〉というものをご存ぞん知じですか？」


　悩なやんでいても始まらない。ミレリーナはヘリオトロープをまっすぐ見つめ、訊たずねた。するとヘリオトロープは、ふて腐くされた顔つきで眉をしかめる。


「知らぬはずがなかろう。我は〈全知の書〉を持つべく生まれた器。〈全知の書〉の宿主となり、人々が求める知恵を最さい大だい限げんに引き出すことのできる者。この痣あざがその証あかしだ」


　ヘリオトロープの細い指が、自身の頰ほおに添そえられた。


「しかし……〈全知の書〉は失われてしまった。ずっと昔に、当時の器だった男が姿すがたを消してしまったのだ。その男も今は老いぼれか、すでにしゃれこうべか。いや、生きてはおらぬだろうよ。我らはローラーティオーの霧きりの中でしか生きられぬ宿命。外へ出てしまっては、五年と持たずに朽くち果てると聞く」


「では、あなた方はやはり守しゆ護ごの民なのですね」


　ミレリーナが言うと、ヘリオトロープは小鳥のような仕草で首を傾かしげた。


「外でそのように呼ばれているのなら、そうなのだろうな。だが、先にも言ったように、我らにはそういった概がい念ねんはないよ。我らはローラーティオーの中で、アウローラと呼ばれる部族だ。そしてもう一つ、クレプスムルクの一族がいる。この二つの部族間で、〈全知の書〉を代わる代わる守ってきた。それが遠い時代から続いていた規き律りつだったのだよ。だというのに、かの男は〈全知の書〉を持ったままローラーティオーから出て行った。それから、この島の規律は狂くるってしまったのだ」


　ひどく沈しずんだ表ひよう情じようで、ヘリオトロープは項うな垂だれる。緑の光を孕はらむ黒くろ髪かみが、さらりと肩かたから落ちて胡坐あぐらをかいた膝ひざ頭がしらに触ふれた。


「我は……時々、己おのれが偽にせ物ものの器ではないかと思うのだよ。本来なら、アウローラとクレプスムルクに代だい替がわりで器となる子こ供どもが生まれてくるのに、クレプスムルクにも痣の証を持つ子供がいるのを偵てい察さつに行ったアピスが見たのだ。なぜ、このようなことが起きたのか……」


「けれど、〈全知の書〉は失われてしまったのでしょう？　それなら、どちらの部族に器となる子供がいても、意味はないのではありませんこと？」


　暗い顔で語るヘリオトロープに、ミレリーナは淡たん白ぱくな意見を述のべた。


　神国にとっては、〈全知の書〉なんて存そん在ざいしないほうがいい。実のところ、安あん堵どしていた。


　ヘリオトロープは〈全知の書〉が本当に存在するかのように語っているが、子供が言うことだ。それでも、この不ふ可か解かいな状じよう況きようの中では子供の妄もう言げんさえ信じてしまいそうになる。〈全知の書〉が実在するのなら、このローラーティオーという土地もここに住まう人々のことも放ってはおけない。


　だが、肝かん心じんの〈全知の書〉が失われているのなら話は別だ。やはり子供の戯ざれ言ごとかもしれないとミレリーナは思いつつ、頭の半分では本物の〈全知の書〉が見つかった時にどうするかと考えを巡めぐらせていた。


　ふぅ、と重たい息を吐はき、ヘリオトロープは首を左右に振ふる。


「そうはいかぬ。〈全知の書〉を失ってから、クレプスムルクは我われらと交流を絶たってしまった。ローラーティオーから姿を消した器の男は、クレプスムルクの一族だったのだよ。その引け目からクレプスムルクの者たちは我らの前に姿を見せぬようになったのかと思われていたのだが、どうも違ちがうようなのだ。クレプスムルクは、密ひそかに〈全知の書〉の行方ゆくえを探さぐっているらしい。それがどういうことか、わかるか？」


　ミレリーナを見み据すえるヘリオトロープの瞳ひとみには怒いかりが宿っていた。紫し紺こんの中に、ちらりと緋ひの炎ほのおが走った気がした。


「彼奴きやつらは〈全知の書〉を探さがし出し、我わが物にしようとしておるのだ。本来なら、次に〈全知の書〉を持つのはアウローラ──器の証を持つ我だというのに。先代の器がクレプスムルクなのだから、今クレプスムルクにいるという器の証を持つ子供こそが偽物なのだ！」


　ヘリオトロープは声を荒あらげ、興こう奮ふん気味に吐き捨すてた。


　なるほど、とミレリーナは胸きよう中ちゆうでつぶやく。ヘリオトロープの饒じよう舌ぜつぶりを黙だまって聞いていたが、彼女は尊そん大だいで大人びた物言いをするだけの、ただの子供だ。多くを語ることが己の不利になるのだと気づくことさえできない幼おさない少女なのだ。〈全知の書〉を欲する理由も、単なる自じ己こ顕けん示じ欲よく。クレプスムルクにいる器と自分、どちらが本物なのか──自分こそが本物だと、真実なのだと証を立てたい。自分が噓うその存在だと認みとめたくなくて、じたばたと駄だ々だをこねる子供なのだ。


　ただ、気になるのはこの状況だ。これだけ彼女がぺらぺら喋しやべっているのに、誰も止めにこない。ミレリーナがトライアンに帰れば、ローラーティオーのこともアウローラやクレプスムルクのことも話してしまうと考えないのだろうか。その存在の有う無むをミレリーナが確かく認にんしなくても、〈全知の書〉に関して神国は過か敏びんに反はん応のうするのだ。まず間違いなく、四つの神国は揃そろってローラーティオーを監かん視しし、警けい戒かいし、場合によっては圧あつ力りよくを掛かける。


　自ら器と名乗り、戦士に守られているヘリオトロープはアウローラの要かなめと見て間違いない。彼女を懐かい柔じゆうするなり何なりすれば、アウローラを手中にできたようなものだ。それとも、器などと言ってさも偉えらそうに振ふる舞まっているヘリオトロープは、さして重要な存在ではないのか……いや、違う。


　この集落の風景を思い出して、ヘリオトロープの姿と重ね合わせてみる。この土地では金きん属ぞくは貴き重ちような物のはずだ。アピスの槍やり以外、金属を使った物を見かけなかった。すべて植物や石の加工品ばかりだった。


　けれど、ヘリオトロープの衣服には飾かざりとして白銀の細かな板が揺ゆれている。彼女がアウローラの中で特別であることが窺うかがえる装そう飾しよくだ。


　そして何より、ここでの会話はアピスに筒つつ抜ぬけだ。それでも彼女が止めに入らないということは、ミレリーナたちに何を聞かれてもかまわないということ。つまり──


「ヘリオトロープさん、わたくしたちはそろそろお暇いとましたいのですけれど。帰る方法を教えてくださるのですよね？」


　ミレリーナの言葉に、ヘリオトロープは笑った。肩かたを揺すって、さも愉ゆ快かいそうに。


「ああ、教えるとも。お前たちに利用価か値ちがなくなれば、ここでの記き憶おくを消した後に国へ送り届とどけてやろう。──クレプスムルクが呼よび寄よせたものを横取りしたのだ。彼奴ら、嫌いやでも我の前に姿すがたを現あらわすだろうよ」


　そう言ったヘリオトロープの目はネズミを転がして遊ぶ猫ねこのようだった。


　餌えさ、なのだ。ミレリーナたちは。


　クレプスムルクの牙きばから零こぼれ落ちた獲え物ものを搔かっ攫さらい、アウローラは交こう渉しようの場を作ろうとしている。目的はもちろん、〈全知の書〉。クレプスムルクが持つ情じよう報ほうを得るために、ミレリーナたちを使うつもりだ。獲物を渡わたして欲ほしいなら、こそこそ集めた〈全知の書〉に関する情報をすべて教えろ、と。


「記憶を消すとは、なかなか乱らん暴ぼうなことをなさるのですね」


「〈全知の書〉さえ手に入れば、そういった術じゆつの知ち識しきも引き出せるだろうからな。だが、気に入らぬか？　これでも丁てい寧ねいに扱あつかってやっておるのだぞ。邪じや魔まになれば、殺してしまったほうが楽なのだからな」


　その言葉に、今まで黙もくして不動だったロヴィンが素す早ばやく刃を抜ぬき放つ。とたん、垂たれ幕まくをばさりと揺らしてアピスが天幕の中に飛び込こんできた。構かまえた槍をロヴィン目掛けて繰くり出す。


　脇わき腹ばらを狙ねらった突つきをかわし、ロヴィンはアピスの喉のど元もとに切っ先を向けた。それをアピスは槍の柄えで受け止める。


「おやめ！」


「退ひきなさい！」


　ヘリオトロープとミレリーナの制せい止しが重なった。刃を交えていた二人はその号令に素直に応おうじ、それぞれの主を庇かばって睨にらみ合う。


「今は我が慢まんなさい。相手の手の内がわからない間は、下手な行動は禁きん物もつですわよ」


　ロヴィンにだけ聞こえるように、ミレリーナは囁ささやいた。


「この土地で、わたくしの身を守れるのはあなただけなのですよ。もっと自覚を持ちなさい。それに、あなたに何かあったら、わたくしは……」


　ミレリーナは俯うつむき、羞しゆう恥ちで頰ほおを染そめた。そしてヘリオトロープやアピスには聞こえないよう、本当に微かすかな声でぽつりとつぶやく。


「ここから……下りられないではありませんか」


　ミレリーナには一つだけ、どうしても克こく服ふくできないことがあった。──高所恐きよう怖ふ症しようである。


　高い所では、まともに歩くことも、立っていることさえできないのだ。


　幼おさない頃ころ、誕たん生じよう日びの祝いに式典が催もよおされた時のこと。バルコニーで父親に抱だき上げられて民みん衆しゆうの前で貧ひん血けつを起こし、それ以来、病弱という噂うわさも立ってしまった。


　今は天幕の中だから平然としていられるけれど、不安定な階かい段だんを上ったり下りたりなんてできない。目で見て、ここは高い所だと認にん識しきしたが最後、足が思うように動かなくなる。だから、この天幕の階段を下りるには、再ふたたびロヴィンに担かついでもらわなければならないのだ。


「申し訳わけありません」


　ロヴィンはひざまずき、深くこうべを垂れた。


　ミレリーナのこの弱点を知っているのは、兄とロヴィンだけだ。弱みを知っている人間は少ないに越こしたことはないし、何より恥はずかしいから知られたくない。ミレリーナは絶ぜつ対たい的に信しん頼らいできる人間にしか、このことは言わないと心に決めていた。


「すまんな。アピスは忠ちゆう義ぎが厚い優ゆう秀しゆうな戦士なのだが、どうも血の気が多くていかん」


「あちらの男が先に刃を抜いたのです、ヘリオトロープ様」


「知っておる。それを見ていたのは我われだ。いいから、お前は黙だまっておれ」


　ヘリオトロープに叱しかられ、アピスはしゅんと項うな垂だれた。


　アピスは二は十た歳ちかそこらに見える。それを十二歳さいほどのヘリオトロープが言葉一つで制しているのは、なんともおかしな光景だ。──いや、それを言っては自分たちをも笑っているようなものだ。ヘリオトロープとアピスは、ミレリーナとロヴィンの関係に似にている。


　ミレリーナは好機を感じた。自分に似ているということは、あちらの気が緩ゆるむ所も見み出いだしやすいはず。


「ヘリオトロープさん、わたくしたちはあなたの意向に従したがいますわ。けれど、今だけです。わたくしは必ず、ここでの記憶をトライアンに持ち帰ってみせましょう」


　ヘリオトロープはミレリーナをクレプスムルクに渡したりしないだろうし、仮かりに奪だつ取しゆされればミレリーナには良い結果なんて待ってはいないだろう。


　それだけは絶対に避さけたい。そして、常つねに最さい善ぜんを目指すのだ。


　生きて帰る。他人の好きにされるなんて、我が慢まんならない。


　ヘリオトロープは楽しそうに肩を揺すって笑った。甲かん高だかいその声はいかにも子こ供どもらしくて、下手をするとこちらが油ゆ断だんしてしまいそうになる。ミレリーナは背せ筋すじを伸のばし、気を引き締しめた。


「面おも白しろい女だ、トライアンの末まつ裔えい。我を出し抜こうとしているのに、それを隠かくそうともしないのか」


「ええ。だって、詐さ欺ぎ師しが『そのうちあなたを騙だまします』と言ったら、相手は常に警けい戒かいしてしまうでしょう？　そうすると、気き疲づかれを起こすものです。あなた、持じ久きゆう力りよくに自信はありますか？」


「勝負をしようというのか？　いいだろう、受けて立つぞ。ただし、お前の噓うそを我が見抜いたり、逃にげ出そうとしたところを取り押おさえられたなら、その口、二度と利きけぬようにしてやる」


　勝気に胸むねを張はり、ヘリオトロープは頷うなずいた。紫し紺こんの瞳ひとみは楽しげで、まるで遊ゆう戯ぎに誘さそわれた子供そのもの。


　そう、子供だ。相手は子供なのだ。ミレリーナだってまだ十五だが、それでも年下に負けるわけにはいかない。


　矜きよう持じをかけた遊戯が始まった。




　第４章　太陽を求む







「クレプスムルクの集落に行って、何か知っている人がいないか探さぐりを入れてきますね。三日ほどで戻もどると思います。大だい丈じよう夫ぶ、あなた方のことは決して誰だれにも話しません。もし何か少しでも妙みようなことがあれば、私のことは気にせず逃げてください」


　そう言ってイグニスは出て行った。信用したわけではないが、ついて行くわけにもいかない。何せ、ここは彼らの領りよう域いきなのだ。罠わなを仕し掛かけて待ち伏ぶせでもされたら、たまったものじゃない。


　危き険けんを察したらすぐに逃げる。無事に帰ることが何より重要なのだから。


　しかし、何もすることなく三日間ただ待っているだけというのも退たい屈くつだし、時間の無む駄だだ。


　そう思ったルビーウルフたちは、自然と表を出歩くようになった。もちろん、一人では行動しない。常に二人か、そうでない時は全員一いつ緒しよにいることを決まりごとにした。二人で行動する時はフロストとケーナも二手に分かれて感覚を研とぎ澄すました。こうすれば、危険を回かい避ひできる可か能のう性せいは高まる。


　こうしてルビーウルフたちは注意を払はらいながら周辺を歩き回った。


　もし何かあった時、速すみやかに逃げられるよう、少しでも地理を理り解かいしておく必要があったのだ。





　　　　†




　リオンとティグルはフロストと共に散さん策さくを開始した。


　ルビーウルフが二人にフロストを振ふり当てたのは妥だ当とうと言える。リオンもティグルも、魔ま導どうを扱あつかえるとはいえ実戦の経けい験けんが圧あつ倒とう的に少ないのだ。ルビーウルフやジェイド直々に訓練を受けたこともあるけれど、生きるか死ぬかの場面では習った通りの戦法なんて意味がないと思い知った。剣けん術じゆつだって、ルビーウルフは手も出すし足も出す。規き則そくなんてあったものじゃない。


　しかし、それが現げん実じつなのだ。ルビーウルフは盗とう賊ぞくとして育ったぶん、生きることに貪どん欲よくだった。自分や仲間が生きるためなら、潔いさぎよいまでに残ざん酷こくになれる。まるで狼おおかみが、生まれたばかりの小こ鹿じかの喉のどを食い裂さくように。


　そんなルビーウルフと共に育ったフロストとケーナは、グラディウスでは騎き士しの階級にある。真っ赤な房ふさ飾かざりがついた首輪がその証あかしだ。つまり、見習いのリオンやティグルより位が高い。そう考えると、少し複ふく雑ざつだった。


　ルビーウルフが双ふた子ごにフロストをつけたのは、単たん純じゆんにケーナより力が強く、年上なぶん経験が豊ほう富ふだからだ。


　ルビーウルフは彼女自身が鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくを持っているし、今まで何度も彼女を守ってきたジェイドがついている。そこにケーナもいれば、たいがいの異い変へんは事前に察知することができるだろう。


　リオンとティグルは互たがいに協力して身を守り、フロストはその護ご衛えいを務つとめる。獣けものに守られることが悔くやしくないと言えば噓になるが、自分たちが未み熟じゆくなのだから仕方がない。


　いつか大役を任まかせてもらえるような立りつ派ぱな騎士になりたい。リオンもティグルも、想おもいは同じだった。


　それにしても、この森は本当に霧きりが濃こい。島全体がこうなのだろうか。風は相変わらずそよとも吹かず、霧の中にいるだけで服や髪かみがじっとりと湿しめってくるように感じた。


　視し界かいが利かないから、地理を頭に叩たたき込むのも難なん儀ぎだ。周囲にあるものといえば木や石ばかりで、目印になるようなものなんて見当たらない。フロストがいなければ、二人はあっけなく迷まい子ごになっていたことだろう。


「早く帰りたいなぁ」


　リオンは溜ため息まじりにつぶやいた。


　この霧は気持ちを不安にさせるし、ここの文化は肌はだに合わない。あのイグニスという男が出してくれた茶は、結局誰も手をつけなかった。


「そんなの僕ぼくだって同じだよ。でも、〈導みちびきの剣〉を取り戻さなきゃ」


　隣となりを歩くティグルは、わかりきった返答をした。この双子の弟はいつもこうだ。冷静に大人ぶって、冗じよう談だんの一つも言わない。緊きん張ちようをほぐすための、ちょっとした会話さえ続かないのだ。兄の目から見ても、きっと女にもてないだろうなと思う。……リオンだって、もてたことはないけれど。


　霧の中での沈ちん黙もくが耐たえられなくて、リオンは仕方なく独ひとり言を続ける。


「どっか、そこらへんに落ちてないかな」


　もう返事なんて期待していない。なのにティグルは、小こ馬ば鹿かにしたような呆あきれ顔を向けてきた。鉄てつ紺こんの瞳ひとみを半はん眼がんにして、わざとらしく溜め息をつく。


　自分と同じ顔が、こんな時はとてつもなく小こ憎にくたらしい。さっさと先に行ってしまおうとするティグルの背はい後ごに回り、脹ふくら脛はぎを蹴けってやった。するとティグルはつんのめり、堪こらえきれずに膝ひざをつく。


「何するんだよ！」


　立ち上がったティグルが珍めずらしく声を荒あらげた。耳まで赤くして怒おこっている顔に向かい、リオンは口の両りよう端はしを指で引っ張ぱって挑ちよう発はつする。


　やり返そうとティグルが足を振り上げた時だった。先頭を歩いていたフロストが駆かけ戻もどってきて、一いつ喝かつするように大声で吠ほえた。そして鼻はな筋すじに皺しわを寄よせ、二人に向かって威い嚇かくの唸うなり声を出す。


『ごめんなさい』


　リオンとティグルは頰ほおを引きつらせ、声を揃そろえて謝あやまった。するとフロストは、ふんっ、と荒々しく鼻を鳴らして再ふたたび先頭を歩き出す。


「ティグルが暴あばれるから怒おこられたじゃないか」


「先に蹴ったのはリオンだ」


「だって、お前が……」


　性しよう懲こりもなく言い合っていると、フロストが振り返った。金色の眼まな差ざしが、警けい告こくの意思を持って輝かがやいている。これ以上うるさくしたら睨にらまれるだけでは済すまないと悟さとり、リオンとティグルはぐっと口を噤つぐんだ。


　フロストの後ろを歩きながら、二人は景色を記き憶おくする。これが本来の目的だ。覚えやすいように、石を並ならべたり木の幹みきに傷きずをつけたりしながら進む。こうした作業をしていたら、いつの間にか無言の静けさも気にならなくなっていた。




[image: ]


　その時だった。フロストが急に足を止めた。何か気に障さわるようなことをしただろうかと背せ筋すじを伸のばした二人だったが、すぐに違ちがうと理り解かいした。


　フロストは耳をぴんと立て、前方を窺うかがっている。そこに、何かがいるのだ。


　護身用にと持たされていたサーベルの柄つかに手を掛かけ、二人は構かまえた。ごくりと喉のどを鳴らしたのは、リオンだったのかティグルだったのか。それすらわからないほど、張り詰つめた空気が流れていた。


　フロストが一歩前に踏ふみ出す。すると、木立ちの向こうから鳥の飛び立つ音が聞こえて遠ざかっていった。とたん、フロストも警けい戒かいを解とく。


「なんだぁ」


「脅おどかさないでくださいよ」


　リオンは安あん堵どし、ティグルは文もん句くを垂たれた。けれど相手は狼おおかみだ。謝りもしなければ返事もしない。彼はただ、何かの気配を察して立ち止まっただけ。それがフロストの役目なのだから。


　警戒は解いたようだが、フロストはしきりに周囲の匂においを探さぐって回る。しばらくそうしていたかと思うと、ふいっと方向転てん換かんして来た道を戻り始めた。


　この霧きりの中で、フロストの真っ白な姿すがたは見失いやすい。そんなことになったら本当に迷まい子ごになってしまう。


　リオンとティグルは慌あわてて彼の後を追った。
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　霧の中を歩きながら、ルビーウルフは耳を澄すましていた。


　鳥の声がする。ということは、巣を探さがせば卵たまごもあるはずだ。地面を見ると小さな動物の足あし跡あともある。


　周辺の地理を覚えるのも重要だが、何より食べるものが必要だ。イグニスの家にも保ほ存ぞん食しよくらしきものがあったけれど、よくわからないものに手を出す気にはなれない。


　目印になるものを記憶しながら、ルビーウルフは獲え物ものも探していた。


　それにしても、この霧は鬱うつ陶とうしい。木立ちの影かげを霞かすませ、近くにいる者の輪りん郭かくさえぼやかしてしまう。


　この霧は結界だとイグニスは言っていた。海の上に存そん在ざいするはずなのに、霧に隠かくされ、結界の外からでは島影さえ見つけることはできない、と。


　守しゆ護ごの民たみ、クレプスムルクとアウローラの住まう島。けれど彼らが守るべき〈全知の書〉は、ずっと昔に失われてしまったという。


　これでは、彼らが本当に守護の民なのか信じきることはできない。以前に偽にせ物ものを見ているだけに、本物を目の前に突つき出されなければ、いつまでも半信半はん疑ぎのままだ。


　正直、〈全知の書〉が実在してもしなくてもルビーウルフにはどちらでもいいことだった。それを守るのはローラーティオーに住む人々の役目だし、存在しないならそれに越こしたことはない。要は干かん渉しようしたくないのだ。


　なのに、何者かが干渉してきた。それはクレプスムルクなのかアウローラなのか、それとも別の誰かなのか。


　クレプスムルクかアウローラだとしたら、大きな疑問がある。〈全知の書〉は失われているという話が本当だとすると、彼らが神具を集めたところで何の意味もない。


　わからないことが多すぎる。神具を奪うばわれたことはルビーウルフの失しつ態たいなのだから仕方ないけれど、本当ならすぐにでも帰りたい。だから今はどんな些さ細さいな情じよう報ほうでも欲ほしかった。このローラーティオーに〈導みちびきの剣けん〉があるなら、どこにあるのか。……いや、なくてもいい。それなら、また一から捜さがせばいいのだから。


　すぐ隣となりを歩くジェイドも、きっと同じ考えだろう。ただ、大きく違う点がある。彼はルビーウルフ以上に真剣なのだ。


　騎き士しとして傍そばにいながら、〈導きの剣〉を奪われてしまったことに責せき任にんを感じている。彼はそういう性せい格かくだ。


　だが、そんなジェイドを見ているとルビーウルフは妙みように胸むねがざわついた。


「ねぇ」


　ルビーウルフの呼よび掛けに、ジェイドは振ふり返った。いつもと変わらない様子だ。考え事をしている時の真剣な眼まな差ざしではなく、ルビーウルフと目を合わせて話す時の柔にゆう和わな翠みどりの瞳ひとみ。それを見て、ルビーウルフはほっと息をついた。そして同時に、不安が押おし寄よせる。


　そう、不安だ。この胸のざわつきは不安なのだ。そのことに気づいたとたん、感情の波は胸から体中に痛いたみを伴ともないながら染しみ渡わたっていくように思えた。


「どうした？」


　ジェイドが訊たずねてくる。けれど、答えられない。ルビーウルフだってわからないのだ。自分は、何をこんなに怯おびえているのだろう。


「もし……。もし、見つからなかったら、どうする？　それでも、いいかな」


　堪こらえきれなくなったものが、言葉となって滑すべり出る。自分でも何を言っているのか、理解できなかった。


「ルビーウルフ？」


　ジェイドは訝いぶかしそうに眉まゆ根ねを寄せた。当たり前だ。ルビーウルフは今、〈導きの剣〉が見つからなくてもいいかと問うたのだ。ここまで来て、この口は何を言い出すのか。自分で自分が信じられなかった。混こん乱らんしているためか、こめかみを刺さすようなひどい痛みを一いつ瞬しゆんだが感じた。


「ごめん、なんでもない。忘わすれて」


　痛みの余よ韻いんを振り払はらい、足早にルビーウルフはジェイドの傍を離はなれた。少し先を歩いているケーナに駆かけ寄る。


　ジェイドも追いかけてきた。そしてルビーウルフに声を掛かけようと──


「待って」


　片かた手てを上げ、ルビーウルフはジェイドを制せいした。自分に都合が悪いから黙だまらせたのではない。何か、視し線せんを感じたのだ。ケーナも何かを感じたらしく、周囲を警けい戒かいしている。


　ルビーウルフは腰こしの短剣に手を掛けた。〈導きの剣〉がない以上、これを持つしかなかったのだ。〈導きの剣〉の異い常じような軽さに慣なれきっているルビーウルフの腕うでには、長剣より短剣のほうが扱あつかいやすい。


　足音が聞こえてきた。複ふく数すうだ。これは──よく知っている気配。


　霧きりの木立から姿すがたを現あらわしたのは純じゆん白ぱくの狼おおかみ──フロストだった。その後ろから、瓜うり二つの少年たちも駆けてくる。外見上では鉛なまり色いろの髪かみを束ねているかいないかで見分けをつけるしかない二人だが、霧の中だとそれも難むずかしかった。近くに寄ってきて、ようやく違ちがいが視し認にんできる。


「どうした？　何かあったのか？」


　二人は少し息を切らしていた。ずっと走ってきたのだろう。すると髪を束ねているほう──リオンが困こまった顔で首を左右に振った。


「わかりません。フロスト様が急に引き返したんで、見失わないように走ってついてきただけです」


「何かあったのかもしれないですけど、僕らにはさっぱりなんです。フロスト様に聞いてください」


　ティグルも同じように困こん惑わく顔だ。双ふた子ごに非ひ難なんされているフロストはといえば、少年たちのことなどまったく気にしていない。


「だめじゃないか、フロスト。ちゃんとお守もりしてくれなきゃ」


（これくらいで息が上がるようでは、ルビーウルフに仕える資し格かくなどない。もっと鍛きたえてやれ）


　つんと鼻先を上に向け、フロストは言った。どうやら彼なりに双子を鍛えてやっているつもりらしい。仮かりに双子がはぐれたとしても、きっと迎むかえに行くぐらいはしてくれただろう。


　ルビーウルフ以外にはなかなか寄り付かないフロストだが、最近はずいぶん性せい格かくが丸くなってきた。それでも、もともと人間との付き合いが不器用なため、こうして空回り気味になってしまうらしい。


「意地悪したわけじゃないんだね。それならいいんだけど……。何かあったの？」


（人間の気配がした。すぐ遠ざかったがな。敵てき意いを感じたわけではないが、判はん断だんが後おくれてこの子こ供どもたちに何かあればルビーウルフの命令に背そむいたことになる）


　だから、双子を急せかすようにして戻もどってきた。そういうことらしい。


　人の気配がしたということは、先ほどルビーウルフとケーナが察した視線と同じ人物か。敵意がないということは、ただの島民かもしれない。イグニスがルビーウルフたちを見て驚おどろき、逃にげようとしたように、その人物も逃げ帰ったのだろうか。


　フロストの言葉を伝えたところ、リオンとティグルは驚いていた。どうやら二人は、フロストが鳥の気配に反はん応のうしたものと思い込こんでいたらしい。


「一度、戻って様子見をしようか。何も起こらなければ、また外に出ればいい」


　ジェイドの提てい案あんに、全員が頷うなずいた。──しかし。


「あ、ちょっと待って」


　ルビーウルフはそう言って周囲の木々を見上げた。霧の中で、ちらちらと動く影かげが見えたのだ。


　見たこともない、鮮あざやかな橙だいだい色いろの尾お羽ばねを持つ大きな鳥が梢こずえに止まって休んでいた。あれなら食い出がありそうだ。


「今日の夕飯、あたしがご馳ち走そうしてあげる」


　そう言って、ルビーウルフはジェイドたちに快かい活かつな笑え顔がおを向けた。
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　ミレリーナはヘリオトロープの天てん幕まくから出ることを禁きんじられた。そんなことを言われなくても、一人では出入り口に近ちか寄よることもできない。ここに上がって来た時に見た限かぎり、天幕から出た所から階かい段だんまでは少し間がある。けれど、その縁へりには手すりがないのだ。切りっぱなしの木材が、その断面をむき出しにしていた。


　建物の窓まどから景色を見るように、手すりのあるテラスやバルコニーなら多少は大だい丈じよう夫ぶなのだが、一歩間違えれば落ちてしまいそうな不安定感は耐えられない。


　しかし、そのことが逆ぎやくにミレリーナに味方した。こっそり抜ぬけ出すつもりなんてさっぱりないので、外の様子を窺うかがったりしない。それをヘリオトロープはミレリーナの策さくと思い込んだらしい。ヘリオトロープが茶の用意をするために余よ所そ見をしても、ミレリーナは床ゆかに座すわり込んだままくつろいでいたのだ。それをヘリオトロープは、もっと部屋の中を見回したり茶に何が入れられるか気にしたらどうだ、と呆あきれていた。


　アピスはヘリオトロープに命じられ、ずいぶん前にどこかへ行ってしまったし、いくらでも逃にげ出す機会はある。ヘリオトロープはそうしてミレリーナがぼろを出すのを狙ねらっていたようだが、残念ながらミレリーナはこの天幕から速すみやかに逃げ出すことはできない。


　出された茶は、まずロヴィンが毒見をした。クレプスムルクとの話し合いのために利用しようとしているなら殺されたりはしないだろうが、念のためだ。


　ロヴィンがわずかに顔をしかめた時は焦あせったが、それは単に、口に合わなかっただけのようだった。体調には変化は見られない。毒を入れるならもっと美お味いしいものに入れるだろうし、大丈夫そうだ。余よ裕ゆうを見せるために、ミレリーナも一口飲み──切ない溜ため息を漏もらした。


「苦味と甘あまみが口の中で大だい乱らん闘とう、といったところでしょうか……」


　椀わんを床に置き、すすっとヘリオトロープのほうへ押し戻した。甘みはすぐに引き、苦味だけがいつまでも口の中に居い座すわっているのがなんともいえず腹はらの立つ味だ。


「気に入らんか。肌はだにいいのだぞ」


「あら。では、わたくしには必要のないものですわ」


　きっぱり言い放ったミレリーナをヘリオトロープはぽかんと見つめ──けらけらと大笑いした。


「本当に、どこまでも囚とらわれ人らしからぬ女だな。──お前の国では、こういったものは飲まないのか？」


「お茶は毎日いただいていますわ。もっと舌した触ざわりのいい、香かおり高いものですけれど」


「そうか。我われも味わってみたいものだ」


「では、ぜひトライアンにおいでくださいな。兄にお願いして、お茶ちや菓が子しも作っていただきますから。美お味いしいですよ」


　ミレリーナがそう言うと、ヘリオトロープは微かすかに笑った。けれど、それはとても寂さびしげな笑みだった。


「それはできないのだよ。我らは〈全知の書〉を守るため、ローラーティオーに縛しばり付けられた身。この霧きりの中でなければ生きられないのだ。外に出て、すぐに舞まい戻ってきても、同年の者より早く死んでしまう。ずっと霧の中から出ていたら、定められた病にかかって五年も経たたずに息絶たえる。〈全知の書〉を失ってからアウローラの者たちも外に出て方ほう々ぼう捜さがしたそうだが、皆みなそうやって病に倒たおれたのだ」


　この少女こそ、囚われ人ではないだろうか。ミレリーナはそう感じた。


　霧に囚われ、孤こ島とうに縛り付けられた人々。逃げ出した者は、理由はどうあれ死をもって粛しゆく清せいされる。それが本当なら、悲しいことだ。霧の中でしか生きられないということは、きっと空を見たこともないのだろう。髪かみを乱みだすように吹ふき抜ける乾かわいた風を感じたこともないのだろう。


「ところで、お茶菓子とはなんだ？　茶で作った食べ物か？」


　ヘリオトロープが興きよう味み深そうに訊たずねてきた。子こ供どもらしい好こう奇き心しんは彼女も持ち合わせているようだ。いや、普ふ通つうの子供より旺おう盛せいなのかもしれない。今まではこの島だけが彼女のすべてだったのに、外の世界を知っているミレリーナが現あらわれた。


　ミレリーナは自分がもっと幼おさなかった頃ころのことを思い出した。他国から客人が来ると、知らないことをたくさん話してもらえることが何より楽しかったのを覚えている。どんな土産みやげ物より心引かれる宝たから箱ばこのようだと思っていた。


　ヘリオトロープも同じだ。だからきっと、彼女の好奇心を満たしてやれば、手て懐なずけることもできるかもしれない。


　大人ぶった少女の子供らしい好奇心を利用することに何も感じないわけではないが、情じように流されて好機を逃のがすなど馬ば鹿かげている。それがミレリーナの考え方だ。


「お茶菓子は、お茶の時間にいただくお菓子のことですわ。こちらには、そういった習しゆう慣かんはございませんの？」


「おぉ、それならあるぞ！　持ってくるから、待っておれ」


　ぱっと立ち上がって、服の金きん属ぞく飾かざりをしゃらしゃら鳴らしてヘリオトロープは間仕切りの向こうに駆かけていき、すぐ戻もどってきた彼女は木箱をミレリーナの前に置く。蓋ふたを開けると、中には炒いり豆が入っていた。


「これを砕くだいて、茶に浮うかべて飲むと美う味まいのだ。もちろん、そのまま食べても良いぞ」


　勧すすめられ、ミレリーナは手を伸のばした。それを止めようとしたロヴィンを笑え顔がおで制せいし、豆を一ひと粒つぶ、口に入れた。


　これにはヘリオトロープも驚おどろいていた。毒見もなしで食べるなんて思っていなかったのだろう。


　もちろん、何も考えずに食べたわけではない。ヘリオトロープがこれを持ってくるまでにほとんど時間は掛かからなかったし、そもそもミレリーナが話題にしなければ出されることもなかった。


　相手を手懐けたいなら、まずこちらが心を開いていると態たい度どで示しめさなければ。たとえそれが、見せ掛けだとしても。


「あ、これは普通のお豆ですわね。少し辛から味みがありますけど」


　かり、と奥おく歯ばで嚙かみ砕くと、炒り豆の香こうばしさとわずかな刺し激げきが口の中に広がった。けれど、嫌いやな味ではない。あの茶に合うかどうかはわからないけれど。


「香こう辛しん料りようと一いつ緒しよに炒ったものだ。美味かろう？」


「ええ、とても。けれど、わたくしの知るお茶菓子とは違ちがいますね。わたくしたちは、お茶と一緒に甘あまいものをいただくのです。ビスケットとか、ケーキとか」


「それはどんなものだ？　材料があれば作れるか？」


　ヘリオトロープは興味津しん々しんだ。そこには打算など感じられない。ミレリーナを見つめる紫し紺こんの瞳ひとみには純じゆん粋すいな期待が宿っていた。


「残念ながら、わたくしは食べる専門でしたので」


「そうか……」


　本当に残念そうに、ヘリオトロープは肩かたを落とした。それから、ぽつりとつぶやく。


「外には、いろんなものがあるのだろうな。食べ物だけでなく、我にはお前たちの衣服や髪の色さえ珍めずらしい。──我が〈全知の書〉を欲ほつする理由は、それなのだ」


　ミレリーナは彼女の話を黙だまって聞いた。自分の話を聞いて頷うなずいてくれる相手には、誰だれだって好意を抱いだくものなのだから。


「我われは、太陽を見てみたいのだ。この霧きりを晴らして、空を見てみたい。〈全知の書〉を捜さがすためにローラーティオーの外へ出た者たちが持ち帰ったという話は語り伝えられて、アウローラの誰もがそれに憧あこがれた。だから我は〈全知の書〉を手に入れ、霧の中でなくとも生きられる方法を知りたいのだ」


〈全知の書〉を持つ者には、神から特別な知ち恵えを与あたえられるという。ヘリオトロープをはじめ、アウローラの一族はそれに縋すがる気持ちなのだ。


　一度刺激されてしまった好奇心は、なかなか抑おさえることができないもの。外の世界への興味は、決してローラーティオーから離はなれることができない制約により更さらに強まったことだろう。だからヘリオトロープは神の知恵を渇かつ望ぼうしている。霧の檻おりから解かい放ほうされる、その方法を。


　ヘリオトロープに求められ、ミレリーナは外の世界について語った。トライアンのこと、神国のこと、いつもどんなものを食べてどんな服を着て、どんな生活をしているのか、ヘリオトロープにせがまれるまま話して聞かせた。


「少し、休きゆう憩けいしませんか？」


　話しすぎて、喉のどが渇かわいてしまった。けれどヘリオトロープが淹いれてくれた茶に手をつける気にはなれないし、少し休みたい。


「そうだな、少し──」


　言いかけ、ヘリオトロープは虚こ空くうに焦しよう点てんを合わせたまま言葉を飲み込こんだ。そして目を閉とじる。


「これはまた、珍しい客人だな。──お待ち、アピス。ここにいる者たちが何か知っているかもしれぬ」


　独ひとり言のように言い、ヘリオトロープは伏せていた目を開けてミレリーナを見つめた。


「ローラーティオーの者とは違う髪や目の色をした子こ供どもを二人、アピスが見つけた。お前たちの仲間ではないか？　兄弟か双ふた子ごか、二人ともよく似にた面おも立だちだ。年とし頃ごろはお前と同じくらいだろう。ローラーティオーにはいない、白い大きな獣けものを連れておる」


「いいえ、わたくしたちは二人で……」


　そこまで言って、ミレリーナはあることを思い出した。


　白い大きな獣。双子のようにそっくりな子供。


　心当たりはある。グラディウス女王に付き従したがう狼おおかみと、以前ある事情で母親や妹と共にトライアンで保ほ護ごした双子の少年たちだ。


　だが、彼らがこんな所にいる理由がわからない。まったくの別人である可か能のう性せいのほうが高い。だが、自分たちがこの地に引きずり込まれた理由が神国と関係しているのなら……。


「他ほかに、誰かいませんか？　もしかしたら知っている人たちかもしれません」


　狼がいるなら、その主人である女王も一緒かもしれない。ミレリーナの言葉を受け、ヘリオトロープは再ふたたび瞼まぶたを伏ふせる。そうすることで、アピスと視し覚かくを共有しているようだ。


「いない。この者たちだけだ」


「もう少し探さがしてみてください。お願いします」


　ヘリオトロープの聞いた音はアピスに伝わる。ミレリーナはヘリオトロープを通し、アピスに頼たのみ込んだ。


「アピス、探しておやり」


　ヘリオトロープが後あと押おししてくれた。それからミレリーナに向かい、頷く。


「心配せずとも良い。アピスは今、一人で偵てい察さつ中だからな。手出しはしないよ。もう少し周辺を見て回る、と言っている」


　それを聞いて、ミレリーナは安あん堵どすると同時に不安になった。もし神国の者が他にも呼よび寄よせられているなら、やはりその目的は神の復ふつ活かつなのか。


　アピスからの連れん絡らくがあるまで、誰もが無言だった。考え事をしているということもあったし、雑ざつ音おんでアピスの邪じや魔まになってはいけないと思ったからだ。


　押し黙ったまま、どのくらい待っただろうか。ぴくっ、とヘリオトロープの肩かたが揺ゆれ、彼女は目を閉じた。


「いたよ。金色の髪かみの男と、髪も目も紅べに色いろの娘むすめだ。こちらも獣を連れておるな。同じ種のようだが、こちらは乾かわかした砂すなのような色だ」


　ミレリーナはロヴィンと顔を見合わせ、頷き合った。


「ルビーさんたちですね。間ま違ちがいありませんわ」


「私も、そのように存ぞんじます」


「やはり知り合いなのだな？」


　二人の様子に、ヘリオトロープが確かく認にんするように訊たずねた。ミレリーナは首しゆ肯こうする。


「グラディウスの女王陛へい下かと騎き士しですわ。先ほどの二人と白い獣も、陛下のお付きの者たちで間違いないでしょう」


「ほぅ、それは面おも白しろい」


　ヘリオトロープの口角が上がった。きっと、ルビーウルフたちもここに招まねくつもりだ。


「その方たちをお招きしたいなら、わたくしたちの時のようなことはしないほうがよろしいですよ。陛下が連れていらっしゃる獣は、時に人を襲おそうこともある猛もう獣じゆうです。──わたくしに任まかせていただけませんか？　下手に争うことなく、平へい穏おんに皆みなさんをここまでお招きしてみせましょう」


　ミレリーナの申し出に、ヘリオトロープは答えない。しばし探さぐるようにミレリーナの目を見つめて──ふっ、と笑えみを漏もらした。


「そう言って逃にげるつもりではあるまいな？」


「それはできません。だって、まだ帰る方法を教えてくださらないんですもの。わたくしはここに留とどまります。行くのは彼です」


　ミレリーナはロヴィンを手で示しめしながら言った。すると、珍めずらしく慌あわてた様子でロヴィンは身を乗り出す。


「ミレリーナ様、それは……」


「なんです？　わたくしの命令が聞けませんか？」


　有う無むを言わさぬミレリーナの言葉に、彼はわずかに唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。そして、諦あきらめたように跪ひざまずいてこうべを垂たれる。


「仰おおせのままに致いたします」


「そう、それでいいのです。いい子ね」


　聞き分けのいい子供を褒ほめるように、ミレリーナは微笑ほほえんだ。


　ミレリーナの傍そばを離はなれることを良しとしないのはわかる。けれど、彼しかいないのだ。ロヴィンならルビーウルフたちと面めん識しきがある。アピスを通じてミレリーナの言葉をルビーウルフたちに伝えても信しん頼らいしてもらえないだろうが、彼がアピスと一いつ緒しよに行けば、少なくとも話は聞いてくれるはずだ。あとは、ミレリーナがなんとかする。してみせる。


「その方たちをクレプスムルクに取られたくはないでしょう？　わたくしも、よく知った方々に来ていただけると心強いですし。お任せくださいな」


　ヘリオトロープはまだ少し迷まよっている様子だったが、ゆっくりと頷うなずいた。


「いいだろう。ただし、失敗すればローラーティオーから出て行けぬと思え。──アピス、戻もどっておいで」


　目を閉とじ、アピスに命じる。その口元が、面白いものを見つけたように弧こを描えがいた。


「ほぅ、あの赤髪の娘は勘かんがいいな。アピスの気配に気づいたようだ。獣けもののおかげか？」


　アピスの見る光景を見ているヘリオトロープが言う。それを聞き、やはりルビーウルフだとミレリーナは再さい確認した。


　ルビーウルフたちと話をしたい。そうすれば、だいぶ状じよう況きようが見えてくるはず。


　風向きを変えるのは、自分たち次し第だいだ。




　第５章　狼おおかみの牙きば







　食事の用意を終え、ルビーウルフは外の様子を窺うかがった。


　あれから一日経たったが、特に何も起こらなかった。今朝からまた、イグニスの家を拠きよ点てんにあちこちを歩き回って、その度たびに狩かりをしている。狩りに関してはルビーウルフより狼おおかみたちのほうが優ゆう秀しゆうだから、彼らのおかげで飢うえることはなかった。


　時じ刻こくは夕方。この土地にも、夜は来るのだ。霧きりの晴れない中、暗くなると視し界かいはほとんど利きかなくなる。


「あいつら、遅おそいな。何やってるんだろ」


　天てん幕まくの垂たれ幕から顔を覗のぞかせ、ルビーウルフはつぶやいた。


　リオンたちが帰ってこない。暗くなるまでには、絶ぜつ対たいに戻もどって来るよう言いつけてあるのに。


「フロストがついているから、大だい丈じよう夫ぶだとは思うが……。捜さがしに行くか？」


　ジェイドも気になっているらしく、ルビーウルフの隣となりから外を窺う。


　ルビーウルフは階かい段だんの下に目をやった。そこには、ケーナが待機している。地面に伏ふせて休み、くつろいでいるようだ。


「何かおかしなことがあれば、ケーナが教えてくれるよ。もう少し待ってみよう。行き違ちがいになっても面めん倒どうだし」


　用意した食事の前に戻って座すわり、ルビーウルフは言った。


　狩りで得た材料を、ルビーウルフとジェイドで調理したものだ。それを見ていると、自然と思い出が甦よみがえる。


　ルビーウルフとジェイドが出会って間もなく、二人で旅をしたことがあった。その道中、こうやってルビーウルフが狩った獲え物ものを捌さばいて食べたのだ。今の状じよう況きようと、よく似にている。


　あの頃ころはまだ、自分が女王になるなんて考えていなかった。ただ、目的を果たすことだけを考えていた。それが今では、ほとんど形だけとはいえグラディウスの女王をやっている。あれほど拒こばんでいた王位を継つぎ、盗とう賊ぞくの暮くらしを捨すてた。


　もちろん、その信念さえも忘わすれたわけではない。一生、何があっても自分は盗賊の誇ほこりを捨てたりしない。あの頃の記き憶おくも、思い出も。陛へい下かと呼ばれようと、自分自身では盗賊だと思っている。思うくらい、許ゆるされるだろう。──しかし。


　盗賊だった頃から、幼おさない頃から共にあった〈導みちびきの剣けん〉が奪うばわれたのに、それほど焦あせっていない自分がいる。はじめから気づいていたが、あえて目を逸そらしている矛む盾じゆん。


　焦るどころか、むしろ背せ中なかが軽くなったような気がして爽そう快かいだった。持ち主にとって、神具は重みなど感じないというのに。


　こんなこと、誰にも言えない。神国の王には神具が必要なのだから。


　──あぁ、そうか。


　ルビーウルフは、はたと気づいた。そしてジェイドにはわからないよう、こっそり苦く笑しようする。


〈導きの剣〉は、いつの間にか盗賊団だんブラッディ・ファングのルビーウルフが振ふるう牙きばではなく、グラディウス女王を象しよう徴ちようするものになっていたのだ。


　グラディウス王家に、神具を持てる者はルビーウルフしかいない。〈導きの剣〉を持つことが女王の証あかしで、標ひよう識しきだった。


　神具を持つことで女王と認識され、神の血を継ぐ者として敬うやまわれ、その血を後世に残すことを望まれる。


　それは、ルビーウルフが自覚している以上に重かったのだ。神具を失ったことで、その重みに気づいた。けれど、逃にげることなんて許されない。


　死なせてしまった仲間たちへの贖しよく罪ざいと、自分を慕したってくれる人々の信しん頼らいを放り出すことなんてできない。それでも、考えてしまうのだ。〈導きの剣〉さえなければ、グラディウスの王なんて誰でもいい。自分は自由になれるのではないか、と。


　そんなことを思ってしまう自じ己こ嫌けん悪おからか、ルビーウルフは鈍にぶく刺さすような頭ず痛つうを覚えた。ぐっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、堪こらえる。


「あの時……」


　ルビーウルフの隣に座ったジェイドが、つぶやくように言った。


「あの時、もし〈導きの剣〉が見つからなかったらどうする、と言ったな。それでもいいか、と。どういうことなのか、今聞いてもいいか？」


　まるでルビーウルフが考えていることを読み取ったような間合いでの問いだ。隠かくしていたつもりが、表ひよう情じように出てしまったのだろうか。


　それでもルビーウルフは平静を装よそおって肩かたをすくめ、おどけた表情をしてみせた。


「冗談で言ってみただけだよ。お前はそうやって、いつも真ま面じ目めに捉とらえすぎるから……」


「噓うそだな」


　ルビーウルフの言葉を遮さえぎり、ジェイドはきっぱりと言った。


「俺おれの知っているルビーウルフは、悪ふざけが好きで馬ば鹿か馬ば鹿かしい悪戯いたずらもする。だが、そんな不ふ謹きん慎しんな冗談は決して言わないはずだ」


「……買いかぶりすぎだよ」


　ふいっ、と横を向いてそう言ったきり、ルビーウルフはもう何も言えなかった。


　不謹慎ということは、やはりジェイドにとっては不ふ快かいな言葉だったのだ。あの程てい度どの不安、堪えるべきだったと今さらながらに悔くやんだ。


　そっぽを向いてしまったルビーウルフに、ジェイドは話を続ける。


「〈導きの剣〉を奪われたのはルビーウルフのせいじゃない。誰だれもあんたを責せめたりしないよ。もし、それを不安に思っているなら安心していい。必ず取り戻して、一いつ緒しよに帰ろう」


　そんなことで不安になっているわけじゃない。もっと、ひどいことだ。すべてを放ほうり出して自由になりたいと考えていたなんて知ったら、彼はきっと失望する。そんなのは嫌いやだ。


　一度、受け入れると言ってしまったからには女王としての立場にいなければいけない。たとえ形だけでも、それで人々が満足するならルビーウルフは甘かん受じゆしようと決めた。


　けれど、それだけではない。ルビーウルフが王おう城じように留とどまっているのは、ジェイドがいたからだ。


　ルビーウルフを慕ってくる者たちには、本当に良くしてもらっている。けれど、ジェイドとは何かが違うのだ。ジェイドがいなければ、きっとあの場所はとても息苦しい。


　以前、フロストに言われたことがある。ルビーウルフは獣けものの性しようが強いから、人間の群むれには馴な染じめない、と。その橋渡しができるのはジェイドしかいないのだ、と。


　その通りだと思う。周囲の人々は、ルビーウルフのことを快こころよく迎むかえ入れてくれたけれど、盗とう賊ぞくだった頃ころの癖くせや習しゆう慣かんが表に出るといまだに戸と惑まどいを見せるのだ。だが、ジェイドは違う。驚おどろきはするものの、最終的には笑って、そういうものかと受け入れてくれる。


　このまま〈導きの剣〉を取り戻せなければ、グラディウスの王はルビーウルフでなくてもよくなるかもしれない。神具もない、何もできない小こ娘むすめを、血ち筋すじだけで王位に居い座すわらせるだろうか。神具がなくなれば、血けつ統とうなど意味をなくしてしまうのだから。


　そうなったら、別に構かまわない。民がより優ゆう秀しゆうな王の庇ひ護ごを受けられる国のほうがいいに決まっている。いらないと言われても縋すがりつきたいほど、ルビーウルフは王位に固こ執しゆうしない。大手を振ふって自由になれるし、狼おおかみたちと一いつ緒しよに盗賊の暮くらしに戻るのも魅み力りよく的てきだ。


　でも、そうなればジェイドとは二度と会えなくなる。盗賊に仕える騎き士しなんて、いるはずがない。彼は新たな王に仕えることだろう。二人は相あい容いれない存そん在ざいになってしまう。


　なんのことはない。昔の生活に戻るだけだ。ジェイドと一緒にいたのだって、一年かそこらなのだし。


　それなのに、離はなれるのは嫌だと思っているのも確たしかだった。一度仲間と認みとめた相手がいなくなるのは、とても寂さびしいことだから。


　黙だまりこんでしまったルビーウルフを気き遣づかってか、ジェイドはその場を繕つくろうように言った。


「大だい丈じよう夫ぶ。きっと見つかるさ。ケーナとフロストがいれば匂においを探さぐれるし、〈導きの剣〉を扱あつかえるのはルビーウルフしかいないんだ。移い動どうさせることなんてできないのだから、持って逃にげられることもない。必ず、ルビーウルフの手に〈導きの剣〉を戻してみせる」


　とても真まっ直すぐで、真しん剣けんな眼まな差ざし。彼が必要としているのは、ルビーウルフではなく神具を持つグラディウス女王。


　そう思ったとたん、言葉を秘ひめていることが苦しくなった。話さなければ窒ちつ息そくしてしまいそうで、ルビーウルフは思いを吐はき出す。


「なんで、お前がそんなに必死になるんだよ……！」


　紅こう玉ぎよくの目をぎりっと吊つり上げ、ルビーウルフはジェイドを睨にらみつけた。突とつ然ぜん、怒いかりを向けられたジェイドは呆ぼう然ぜんとしている。理り不ふ尽じんな感情をぶちまけることへの自己嫌悪と、ジェイドに対する罪ざい悪あく感が胸むねに圧のし掛かかった。


　けれど、もう止まらない。油を差しすぎた滑かつ車しやのように、制せい動どうすることができなかった。


「あの剣がなければ、あたしは女王じゃないからか？　神具を持たないあたしを王城に置いておけないからか？」


「ルビーウルフ？　何を……」


「あたしは……あたしは、女王なんて本当は嫌だ。早く子こ供どもを、って言われるのも嫌だ。盗賊だって堂々と名乗れないのが、一番嫌だ。──それでもあたしが女王でいられるのはジェイドのおかげだよ。いつも庇かばってくれるのは、本当に嬉うれしいから。盗賊だって名乗れなくても、お前がわかってくれてるなら、それだけで何だって我が慢まんできる。だけど……神具を取り戻そうと必死になってるお前を見てると、不安になるんだよ。神具を持たないあたしを、他の誰もがいらない女王だって言っても、それでもお前だけは違うって思ってるけど……」


　だが、ジェイドは〈導きの剣〉を取り戻すことに必死だ。それは、〈導きの剣〉がなければジェイドはルビーウルフを不要と見なす、ということではないのか。


　ルビーウルフの自由を尊重してくれるジェイドのことだ。どこへなりと行け、と善ぜん意いをもって言うかもしれない。疑ぎ心しんが、不安が全身に広がる。


　そんな自分に嫌気が差した。ルビーウルフが望んでいるのは、相反するものだからだ。


　自由に惹ひかれる。けれど、自分がどこに逃げ出そうとしてもジェイドにはこの手を捕つかまえていてほしい。どっちなんだ、と自問自答するが、答えは見えない。ただ、わかることは一つ。とてもわがままな、ルビーウルフの甘え。神具なんてなくたって、一緒にいてもいいと言ってほしい。一緒にいたいがために、神具を捜さがし求めるなんて惨みじめだ。だから。


「あたしはもう、〈導きの剣〉なんていらな……」


　言いかけ、ルビーウルフはまた激はげしい頭ず痛つうに襲おそわれた。目の前の景色が水面のように揺ゆれる眩暈めまいも。痛いたみを堪こらえるため、片かた手てで頭を押おさえて唇くちびるを嚙かみ締しめる。


　頭を押さえていた手を、強く握にぎられた。そしてそのまま、力ちから任まかせに引き寄よせられる。


「やっと本心を言ってくれたな」


　ルビーウルフを搔かき抱いだき、ジェイドは落ち着いた声こわ音ねで言った。


「そうやって、俺の前で癇かん癪しやくを起こしてくれるのをずっと望んでいたんだ。おかしいだろう？　だが、あんたは我慢強すぎる。それを見ているのは、とても苦しいことなんだ。せめて、俺だけでも憤ふん懣まんをぶちまけられる場所になれたらと思っていたんだが……。その役目を、これからも俺に任せてくれないか？」


　泣く子供を宥なだめる父親のように、ジェイドはルビーウルフの背せ中なかを擦さすった。大きくて温かい手の感かん触しよくに、ルビーウルフは落ち着きを取り戻していく。頭痛も消えた。彼の肩に頭を預あずけて、いつもの優やさしい匂いを感じたら、急に安心感が押し寄せてきた。ふっと口元に笑みが浮うかぶ。


　そういえば、こんなふうに不満を吐き出したのは何年ぶりだろう。昔は、ヴィアンカが宥めてくれた。


　ルビーウルフの養母である白はく狼ろう。彼女が亡なくなってから、狼おおかみの群むれを率ひきいるのはルビーウルフになった。それ以来、弱音を吐けなくなってしまった。盗とう賊ぞく団だんを束ねるモルダのようになりたくて、常つねに堂々と振ふる舞まう癖くせが身についたのだ。


　ルビーウルフが答えないのを、怒おこっていると思ったのだろう。ジェイドはさらに声の調子を落として言う。


「〈導きの剣〉を捜すのに必死だったのは、もちろんグラディウスのためでもある。だが、それだけじゃないんだ。あれはルビーウルフの牙きばだろう？　牙を失った狼は、さぞかしつらいだろうと思って……。それが逆ぎやくに負ふ担たんになっていたなんて、想そう像ぞうもしていなかったよ。すまない」


「謝あやまらないでよ。悪いのはあたしなんだから。──さっき言ったことも、気にしなくていいからね。たしかに女王なんて本当はやりたくないけど、一度やるって言ったものを放り出すなんてあたしの主しゆ義ぎじゃない。ただ、鬱うつ憤ぷんが溜たまってる時は何でもいいから叫さけびたくなるもんだからさ。たまには、吐き出すのもいいかもね。……お前の傍そばでなら、ね」


　顔を見るのは恥はずかしいから、ジェイドの肩に額ひたいを押し付けたままルビーウルフは言った。ジェイドは、そんなルビーウルフの葡萄酒ワイン色の髪かみを優しく撫なでる。すっかり子供扱あつかいだ。
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「必ず、みんなでグラディウスに帰ろう。帰ったら言いたいことがあるんだ。それは、たとえ〈導きの剣〉がなくても変わらない、俺の気持ちだから。グラディウス女王ではなく、盗賊団ブラッディ・ファングのルビーウルフに対する気持ちだから、聞いてほしい」


　そう言ったジェイドの声は、優しいけれど真剣だった。ルビーウルフの髪を撫でていた手を、彼は自身の胸むねに当てる。服の下から、ちゃら、と鎖くさりの音がした。ジェイドがいつも身に付けている、父親の形見のロケットだ。


「今は言えないのか？」


「必ず全員で無事に帰るために、大きな目的は取っておきたいんだ」


「ふぅん……？」


　よくわからないが、悪いことではなさそうなので深く追つい及きゆうするのはやめておいた。


「ところでさ」


　代わりに、気になっていたことを口にする。


「いつまでこうやってるんだ？」


　ルビーウルフが言ってから、一いつ瞬しゆんの間があった。それからジェイドは大おお慌あわてで両手を上げる。


「いや、これは、その……」


　急にあたふたしはじめたジェイドから離はなれ、ルビーウルフは堪えきれずに噴ふき出した。こんなふうに彼が慌てるのは久ひさしぶりだから、なんとなく勝った気分だ。


「わかってるよ。あたしを落ち着かせるためだろう？　ありがとう」


「……どういたしまして」


　ルビーウルフが白い歯を見せて笑うと、ジェイドも微笑ほほえんだ。どこか、残念そうな笑顔だったのは気のせいだろうか。


「それにしても、遅いな」


　天てん幕まくの外を気にする様子でジェイドが言った。双ふた子ごとフロストのことだろう。


「たしかに、ちょっと気になるね。見に行ってみようか」


　ルビーウルフが出入り口に足を向けた時だった。


　下で待機しているケーナが警けい戒かいの声を上げた。





　　　　†




「あっちだっけ？」


「違ちがうよ、こっちだよ」


　リオンとティグルは互たがいにちぐはぐな方向を指差して睨にらみ合った。


　別に、道に迷まよっているわけではない。霧きりと森林の中で、どれくらい方向感覚を摑つかめているか確たしかめているのだ。


　二人に視し線せんを向けられたフロストが、すいっ、と鼻先をティグルが指差した方向に向けた。


「ほら、僕ぼくが正せい解かい」


「えー」


　ティグルは勝ち誇ほこって胸を張り、リオンは不満そうに声をあげた。もう何度もリオンは不正解が続いているのだ。


「リオンって方向音おん痴ちなんだな」


「そんなことない！　もう一回！」


　双子の弟に負けたくないリオンは、意地を張って何度も勝負を挑いどんでくる。おかげで、いつまで経たっても帰れなかった。


「もうだめだよ。暗くなる前に戻もどれって陛へい下かに言われただろ」


「じゃあ、あと一回だけ！」


　駄だ々だをこねるリオンに、ティグルは溜ため息をついた。ここで折れたら、どうせまたもう一回と言い出すに違いない。


　フロストもこれ以上リオンに付き合う気にはなれないらしく、腰こしを上げて歩き出した。


「なぁ、あと一回だけ」


　フロストに続いて歩き出そうとしたティグルの襟えり首くびをリオンが後ろから引っ張った。ぐっと首が絞しまって苦しい。


「もー、やめろよ！」


　手を頭の後ろに回してじたばた暴あばれるが、リオンはなかなか放はなしてくれない。そうこうしていると、フロストが低い唸うなり声を上げた。


　怒られる。そう思ったティグルたちは互いに距きよ離りを取って姿し勢せいを正した。けれど、フロストが睨みつけていたのは霧の向こう。暗くなってきたから、昼間よりずっと視界は悪くなっている。


　フロストの警戒が強まった。頭を低く下げ、牙を剝むき出す。


　昨日、フロストが感じた気配と同じ人物か、それとも別人なのか。ともかく、何者かがこちらに近づいてきていることだけはわかった。ティグルとリオンは同時に抜ばつ刀とうし、構かまえる。


　額と背中にじわりと汗あせが滲にじんだ。微かすかだが、霧の向こうで影かげが揺ゆらいだような気がしてサーベルの柄つかを握る手に力がこもる。


　足音がした。霧が揺れる。相手の姿すがたが徐じよ々じよにはっきりとしてきて──


「あっ！」


「えぇ？」


　ティグルとリオンは同時に驚おどろきの声を上げた。


　現あらわれたのは、黒くろ髪かみに黒こく曜よう石せきの瞳ひとみを持つ青年。二人は、彼に見覚えがあった。


「あなたは、たしかトライアンの……」


「ミレリーナ姫ひめとご一いつ緒しよにいらした方ですよね？」


　以前、トライアンに母や妹と行った時に会ったことがある。たしか、王おう妹まいであるミレリーナ姫の騎き士しだ。しかし、どうして彼がこんなところにいるのだろうか。


「ミレリーナ様の使いとして参りました。グラディウス女王陛下にお目通り願いたい」


　ティグルはリオンと顔を見み交かわした。


　ここがグラディウス王おう城じようなら、迷まよわず案内していただろう。だが、ここはローラーティオーと呼よばれる土地だ。辿たどり着くには特別な扉とびらを通らなければいけない島。


　そんな場所で出会って、ほいほいとルビーウルフのもとに連れて行くわけにはいかない。ルビーウルフがここに来ていることをどうして彼が知っているのかも不ふ可か解かいだった。


「はじめから、きちんと説明して差し上げなさい。──お前の主人あるじたる娘むすめがそう言っている」


　彼の背はい後ごから女の声がした。フロストが威い嚇かくの声を上げる。どうやら、フロストはこの女を警けい戒かいしていたらしい。


　頭の高い位置で結ゆった黒髪や、紫し紺こんの瞳には既き視し感かんがあった。イグニスと同じだ。服ふく装そうもよく似にているが、動物の骨ほねを繫つなぎ合わせた装そう飾しよく品ひんや、手にしている刃はの大きな槍やりが異い様ような雰ふん囲い気きを彼女に与あたえていた。


　フロストにつられ、ティグルとリオンも女を警戒する。こちらも抜刀しているが、相手だって物ぶつ騒そうな武ぶ器きを持っているのだ。


　トライアンの騎士はしばし何かを考えていたようだが、やおら女を手で示しめして言った。


「こちらのご婦ふ人じんの言うことは、すべてミレリーナ様のお言葉です」


　双ふた子ごは揃そろって首を傾かしげた。何を言っているのかわからない。すると女は少しの間を置いた後、冷ややかな眼差しをトライアンの騎士に向けた。


「やっぱりあなたは黙だまっていなさい、だそうだ」


　その言葉に、トライアンの騎士はぐっと押し黙った。以前に会った時にも寡か黙もくな印象を受けたが、どうやら順を追って説明するということが苦手なようだ。


　騎士を黙らせた女は、威い嚇かくしているフロストに臆おくすることなくティグルたちに一礼した。


「初めてお目にかかる、グラディウスの若わかき戦士たち。私はアウローラ一族に生まれし器うつわ、ヘリオトロープ様に仕えるアピス・アウローラ。今、我われらアウローラの集落ではトライアンが末まつ裔えい、ミレリーナ姫を保ほ護ごしております。あなた方が我らの話に聞く耳を持たない、あるいは聞いた上でこちらの意向に従したがわない場合を考こう慮りよし、姫君には集落に留とどまっていただいた」


　双子は顔を見交わした。互いに厳きびしい顔つきなっている。この女──アピスの言葉をわかりやすく解かい釈しやくすると、ミレリーナは人ひと質じちになっている、ということだ。


「私は我が主、ヘリオトロープ様と見聞きするものを共有している。今、この光景もあなた方の声もヘリオトロープ様に届いていることを理解していただきたい。ヘリオトロープ様と私がミレリーナ姫の言葉を届けます。──リオンさん、ティグルさん、お久ひさしぶりです。わたくしにはお顔が見えませんから、それがとても残念ですわ。わたくしの騎士を一いつ緒しよに向かわせたのですが、うまく説明できなくて申し訳わけありません」


　突とつ然ぜん、アピスの口調が変わった。自分たちの名前を呼ばれ、リオンは動どう揺ようしたらしい。ティグルに対し、しきりに視線で意見を求める。


　しかしティグルは違った。慌てることなく、トライアンの騎士に向き合う。


「信ずる証しよう拠こはありますか」


　以前会ったことのある彼なら、ティグルたちの名前を知っている。アピスの言葉が本当にミレリーナのものなのか、それだけでは信じることはできない。すると、トライアンの騎士は一枚まいの手て拭ぬぐいを差し出した。アピスが着ている服と似た、目の粗あらい生地だ。


「この地に自生する植物から得た繊せん維いで織おった織おり物ものだそうです。このようなものはトライアンにはございません。昨日、ミレリーナ様がヘリオトロープ殿どのから借り受け、ずっと握にぎり締しめておられました。狼おおかみに匂においを確たしかめさせ、グラディウス女王陛へい下かに真しん偽ぎを確かめていただければ我々の言葉を信じていただけるでしょう」


　つまり、ローラーティオーで織られた布ぬのにミレリーナの匂いがついていれば、ここにミレリーナがいるということだ。その真偽を知るには、フロストとケーナ、そしてルビーウルフの力が必要になる。確かめたければルビーウルフのもとに戻らなければいけないのだ。


　ティグルは手拭いを受け取り、フロストの前に差し出す。フロストは手拭いに鼻先を寄せた。金色の瞳ひとみがティグルを見て何かを訴うつたえているものの、その真意はわからない。やはり、ルビーウルフがいなければだめだ。


　けれど、あまりに突とつ然ぜんのことなので、本当にルビーウルフのもとへ案内してよいものか迷まよう。もっと、信用するに足る何かがほしい。


「あの、ちょっといいですか」


　今まで黙っていたリオンが場の沈黙を縫ぬうように声を上げた。


「ミレリーナ姫ひめはどうしてこのローラーティオーにいらっしゃるんですか？」


　とても正直な疑ぎ問もんだ。素す直なおなのはいいことだが、もう少し疑うたがったらどうだ、とティグルは言いたい。もっとも、トライアンの騎き士しがいる以上、ミレリーナ本人がいる可か能のう性せいは高いだろう。いるかいないかを押おし問答するより、いると仮か定ていして真実かぼろが出るかを確かめたほうが早いかもしれない。


　アピスは黙り込んだ。やはり噓うそなのかと思った時、彼女は何かを確かく認にんするように頷うなずく。


「姫君曰いわく──それはルビーさんやジェイドさんがご一緒の時にお話しします。同じことを二度、このまどろっこしい状じよう況きようで説明するのは面めん倒どうですから。わたくしは無む駄だが嫌きらいなのです」


　相手に信用してほしいなら、こんな居い丈たけ高だかな物言いはしないだろう。だが、それがミレリーナの場合は当てはまらない。


　トライアンに赴おもむき、ミレリーナに保ほ護ごされた時のことをティグルは思い出していた。


　グラディウスにいる父の安あん否ぴを気き遣づかい、帰りたいと訴える双子に彼女はこう言った。今、余よ計けいな行動をされると困こまります。無駄な用事を増ふやさないでくださいな、と。


　ティグルもリオンも、とにかく悔くやしかった。それでもミレリーナの言うことは正しかったし、その時に無力だった自分たちが許ゆるせなくて、それまで以上に修しゆ行ぎように身を入れた。彼女がそこまで考えて、あの厳きびしい言葉を言ったのかどうかはわからないけれど。


　今、あの時と似たような言葉を発したのはアピスだ。なのに、たしかにそれはミレリーナの意思だとわかった。この状況で、こんなことを言う人間はそう多くない。


　ティグルが確信すると、まるでそれを待っていたかのようにフロストが歩き出した。ちらりと背後を気にしながら進む。ついて来い、ということだろう。


　あの手拭いには間違いなくミレリーナの匂いがついていたのだ。そうでなければ、フロストが得体の知れないアピスをルビーウルフに近づけたりしない。


「わかりました、信じましょう。ついてきてください」


　ティグルとリオンはトライアンの騎士とアピスを従え、フロストの後を追った。




　第６章　相手不ふ在ざいの会合







　ケーナが発した警けい戒かいの声に、ルビーウルフとジェイドは天てん幕まくから出て階かい段だんを下りた。しかし、すぐ異い変へんに気づく。ケーナは何かに戸と惑まどっているようだったのだ。


「ケーナ、どうしたんだ」


（フロストたちが帰ってくるわ。でも、おかしいの。知っている匂いと、知らない匂いが一緒にいる）


　困こまった時に出す、きゅうきゅうという鼻声を鳴らしながらケーナは言った。


　フロストやリオンたちの他に、少なくとも二人がこちらに来るようだ。しかも、そのうちの一人はケーナが知る匂い。この土地でケーナが知っているのはイグニスしかいない。


　彼が仲間を呼よんで、一緒に来たところをフロストたちが見つけたのだろうか。だが、早すぎる。イグニスは三日ほどで戻ると言ったのだ。まだ一日半ほどしか経っていない。もちろん、それは三日掛かかるというイグニスの言葉を信じる場合だけれど。


　どういうことかと考えながら霧きりの向こうを注ちゆう視ししていると、フロストが駆かけ寄よってきた。リオンとティグルも姿すがたを現す。その後ろからついてきたのは二人。そのうちの一方の姿を目にして、ルビーウルフとジェイドは驚おどろきの声を上げた。


「お前、ミレリーナの……」


「ロヴィン殿どの、ですか？」


　それはトライアンの王妹、ミレリーナが常つねに従したがえていた騎き士しだった。なぜこんな所に、という思いが胸むねを占しめる。ジェイドと顔を見み交かわすと、彼も同じようなことを考えているようだった。


「ミレリーナ様の命により、馳はせ参じました」


　相変わらず、簡かん潔けつな物言いをする男だ。ここが隔かく離りされた島であることを忘わすれてしまいそうなほど、以前と変わらない。


　ルビーウルフは彼と一緒にいる女に目をやった。服ふく装そうや容よう姿しの特とく徴ちようがイグニスに似にているから、ローラーティオーの者だろうか。手にした槍やりのせいで、気安く近寄れない。


　ルビーウルフが女を観察していると、ティグルが布ぬの切きれをフロストに渡わたした。フロストはそれを銜くわえ、ルビーウルフのもとへ戻ってくる。


（この匂い……ミレリーナ？）


　フロストが銜えてきた手拭いの匂いを嗅かいで、ケーナが言った。


「ミレリーナも一緒なのか？」


「今、ここにはいらっしゃいません」


　ルビーウルフの問いに、ロヴィンはやはり簡潔に答える。


　リオンとティグルは緊きん張ちようした面おも持もちで立っていた。きっと、勝手に見知らぬ者を連れて来たことを怒おこられるとでも思っているのだろう。ルビーウルフは彼らに歩み寄り、肩かたを叩たたいて労をねぎらった。


「お帰り。ご苦労様」


「え？」


「怒らないんですか？」


　拍ひよう子し抜ぬけした顔をしている二人に、ルビーウルフはさも当然といったように笑ってみせる。


「だって、お前たちがこの二人をここまで案内しようって判はん断だんしたんだろう？　それなら、きっと大丈夫だ。フロストも止めなかったみたいだし」


　彼らは若いが、物事をよく考えて判はん断だんできる。特にティグルは思し慮りよ深く、その点において優ゆう秀しゆうだった。


　それに、もしもロヴィンやこの女に何か含ふくむところがあるなら、フロストは断だん固ことして足止めし、遠とお吠ぼえでルビーウルフたちを呼んだはずだ。彼がそうしなかったのは、大声を上げることで余計な危き険けんを呼び込むのを避さけるため。つまり、この二人を連れてくるほうがまだ安全と判断したのだ。少なくとも、敵てき意いは持っていないと考えていいだろう。ルビーウルフも警戒は怠おこたらないが、敵意や悪意は感じなかった。


「あの、陛へい下か……」


　ティグルはルビーウルフの顔を見て、まだ不安そうにしている。自分の判断に自信がないのかと思ったが、違った。


「顔色が優すぐれないようですけど、具合でも悪いんですか？」


「そういえば、少し疲つかれているみたいだな」


　ジェイドもルビーウルフの顔を覗のぞき込こんでくる。今は特に気分が悪い、ということはないが……。


「さっき、頭ず痛つうと眩暈めまいがしたからかな。ここに来てから、何度かあるんだよね。空気が合わないのかも」


　そんな繊せん細さいな身体からだになったのかと思うと、なんだか気分が沈しずんでしまった。もっとも、あの頭痛と眩暈は瞬間的なもので、持続しないのが救いだ。こんな状況で体調を崩くずして寝ね込こむなんて、できないのだから。


　ルビーウルフたちがそんなやりとりをしている間、女は上を見上げていた。その視線の先にあるのは、イグニスの天てん幕まくだ。


「あれはクレプスムルクの祭司の住まいか」


　目を細め、不ふ愉ゆ快かいそうな声こわ音ねだった。


「機き嫌げんが悪いところ申し訳わけないんだけど、いろいろ説明してくれる？　何がどうなってるのか、さっぱりなんだけど」


　ルビーウルフが声を掛けると、女は一礼してアピスと名乗った。アウローラの戦士である、と。


　そして、ここへやって来た理由を滔とう々とうと語り始めた。





　　　　†




「つまり、ここであたしが何か話せば、ミレリーナに伝わるってことだね？」


「はい。私が聞いたものをヘリオトロープ様がミレリーナ姫ひめに伝えてくださいます。逆ぎやくも同じく、ヘリオトロープ様が見聞きなさるものを私があなた方にお伝えする。おわかりくださいましたか？」


　アピスは真まっ直すぐルビーウルフを見み据すえて言った。噓うその匂いは感じない。


　ミレリーナはアウローラの集落にいて、そこから出ることができない。だが、ルビーウルフたちがここに来ていることを知った。昨日、ルビーウルフや狼たちが感じた気配はアピスだったのだ。アピスが伝えた情じよう報ほうにより、ミレリーナはルビーウルフたちと連れん絡らくを取ろうと考えたのだろう。ロヴィンと、自分の匂いをつけた手拭いを寄越したのは、アピスの言葉に信しん憑ぴよう性せいを持たせるためだ。


　たしかに、アピスだけ来ていたなら警けい戒かいするばかりだったろうし、一緒にいるのがロヴィンだけでもミレリーナが本当にアウローラの集落にいるという証あかしにはならない。そして、もしアピスが手拭いだけ持っていたなら、ミレリーナが囚とらわれて危険な状況にいると考えたかもしれない。だが、騎き士しであるロヴィンが使いとして手拭を持ってきたなら、少なくとも話を聞く気にはなる。


　すべてミレリーナの采さい配はいだろう。それだけで、彼女がこの地にいると確かく信しんできた。


「じゃあ、試ためしに……。ミレリーナ、今あたしに足りないもの、わかる？　いつもと違ちがうところがあるはずなんだけど」


　両手を広げて、くるりと回ってみせる。アピスはその光景をじっと見つめ、しばし黙もくした。あちら側にいるヘリオトロープという人物が、ミレリーナにアピスが見ているものを伝えている最中なのだろう。


　ようやく口を開いたアピスは、淡たん々たんと答えた。


「〈導みちびきの剣けん〉はどうなさったのですか？」


　たしかに、アピスが見聞きしたものはミレリーナに伝わるようだ。アピスが普ふ段だんのルビーウルフを知るはずもないし、先ほどからロヴィンとアピスは言葉を交わしていない。


　ルビーウルフは肩かたをすくめ、自じ嘲ちよう気味に笑って言った。


「誰だれかに盗とられた」


「……どうやら、トライアンとグラディウスで似たようなことが起こったようですね」


　多少の時間差は生じるものの、会話に支し障しようはないようだ。


　ルビーウルフはアピスを通し、アウローラの集落にいるというミレリーナと互いの状況を伝えあった。


　グラディウスに現れた光と同じものが、トライアンにも現れたらしい。そしてミレリーナはコーラルを庇かばい、そのミレリーナをロヴィンは追いかけ、二人はローラーティオーに来てしまった。その際さい、〈裁さばきの天てん秤びん〉も光の中に転がり落ち、今はミレリーナが持っているとのこと。


　こちらに来て、アピスに会ったミレリーナたちはアウローラの集落に連れて行かれ、今に至いたるようだ。


「あたしたちは、あの光には引きずりこまれなかった。だけど、〈導きの剣〉を光の中で落としちゃったみたいでね。それで、ここまで来たんだ」


「どうして、ここに〈導きの剣〉があるとわかったのですか？　光が消えた後に、何かローラーティオーに関するものが現れたのですか？」


「いや、エリカがそういう術じゆつを使う者がいる土地を知ってて……」


　そう言って、ルビーウルフは自分の言葉に何か引っ掛かるものを感じた。なんだろう、と考えていると、アピスがミレリーナの次の言葉を伝える。


「では、わたくしたちがここに来てしまったことをお兄様たちには知っていただけないのですね」


　アピスの声の調子は淡々としたものだが、ミレリーナが肩を落としているのはわかった。それを慰なぐさめるように、ジェイドが横から口を挟はさむ。


「ご安心を。老ろう師しがトライアンに戻り、グラディウスで起こったことを伝えてくださいますから。そうすれば、グラディウスとトライアンで同じことが起こったと我々の国でも判はん断だんするでしょう」


「そうですか。それは助かります」


　トライアンに戻ったエリカが事情を説明すれば、きっとあちらでもルビーウルフたちのような考えを持つことだろう。残り二つの神国にも使いを出しているし、大きな混こん乱らんにならないことを祈いのるばかりだ。


「そういえば、ここに来ている神国の人間ってあたしたちだけなのかな。まさか、他にもいるんじゃないだろうね」


　狙ねらわれたのが神具とその持ち主だとしたら、残り二つの神国の者もこちらに呼び寄せられているかもしれない。もっとも、ルビーウルフたちは〈導きの剣〉を取り戻すために自ら乗り込んできたのだけれど。


「可か能のう性せいはありますね。もしくは、トライアンとグラディウスにのみ狙われる理由があったか、隙すきがあったか……。来ていらっしゃるなら、わたくしと同じように無理やり引きずり込まれたことになるのでしょうか。それなら、ローラーティオーのどこに放り出されたものかわかりませんわね」


　正せい規きの扉とびらを通ってきたルビーウルフたちは整えられた祭さい殿でんのような場所に辿たどり着いた。けれどミレリーナたちは、森の中に放り出されたというのだ。


　ローラーティオーの結界に穴あなを開けることは、神の鎧よろいを引き裂さくようなもの。──これはアピスが教えてくれた。イグニスもルビーウルフたちがあの光のことを話した時に同じようなことを言っていたし、扉を通らず無理やり別の通り道を作るとそういった障しよう害がいが起こるのかもしれない。


「問題は誰が何のために、だな」


　ジェイドが独ひとり言のようにつぶやく。


　たしかに、そこがわからなければ根本的な解かい決けつにはならない。なぜこんなことになったのかを追つい及きゆうしなければ、たとえ〈導きの剣〉を取り戻して無事に帰ることができても、また同じことが起こるかもしれないのだ。


「クレプスムルクの者は、何も知らないと？」


　厳きびしい顔つきでアピスが言った。これはミレリーナの問いではなく、アピス自身か、もしくは彼女の主人であるヘリオトロープという者の言葉だろう。


　ルビーウルフたちがイグニスという男に会ったことはすでに話した。その時も、アピスは苦々しい表情をしていたのだ。


　イグニスが言っていた通り、アウローラの一族はクレプスムルクに敵てき意いを抱いだいているらしい。


「本人は知らないような口ぶりだったけどね。なよなよして、あたしたちのことを怖こわがって、そのせいで他の感情が嗅かぎ取りにくいんだ。とにかく早くローラーティオーから出て行ってほしい、って何度も繰くり返してたよ。そっちこそ、何も知らないの？」


「……ヘリオトロープ様よりご返答、お伝えする。──知るはずがない。我らには神具なんぞ集める理由がないのだからな。だが、クレプスムルクが何かの目的をもって神具を集めているのなら、阻そ止しせねばならぬ。こう言っては恥はじ曝さらしになるが、我らはクレプスムルクが恐おそろしいのだ。彼奴きやつらが何を考えているのか、我らには理り解かいできぬ。薄うす気き味みの悪い連中よ」


　クレプスムルク一族のイグニスはルビーウルフたちを神具と共に追い出したがり、アウローラには神具を集める理由はない。こうなると、ルビーウルフたちが見当違ちがいでローラーティオーに来てしまったかのように思えるが、ミレリーナたちは間違いなくここに引きずり込まれたのだ。どちらかが偽いつわりを言っているか、もしくは部族とは関係なく、個こ人じんの考えで動いている者がいるか。二つに一つだ。


　イグニスが帰ってくると言っていた期き限げんは明日だ。だが、そんなものを本気で信用しているわけではない。かといって、アウローラ側の言葉を信じるのも躊躇ためらわれる。あちらはミレリーナを人ひと質じちに取っているのだ。ルビーウルフたちも招しよう来らいし、何かの目的を果たそうとしているのかもしれない。


　疑うたがい出せばきりがない。わかっているが、決けつ断だんするに足る何かがほしい。できることならアウローラの集落へ行き、ミレリーナと合流したいのだが……。


「ルビーさん」


　沈ちん黙もくを縫ぬうようにアピスが声を上げた。この呼よび方はミレリーナだ。


「考えが纏まとまらない時は、別のお話をしましょう。先ほど、体調が悪いというようなことを話してらっしゃいましたが、それはどのような？」


「頭ず痛つうと眩暈めまいだけど……。今はなんともないよ」


「それは、いつからですか？　ずっと以前からでしょうか」


　アピスの口調が淡たん々たんとしているのでわかりにくいが、ミレリーナは何かを気にかけているようだ。心配してくれるのは嬉うれしいけれど、まるでこちらが大病を患わずらっているような扱あつかいはやめてほしい。


「ルビーさん、まさかとは思いますが……神具を拒きよ絶ぜつしませんでしたか？」


　その言葉にルビーウルフは息を呑のんだ。同じくジェイドも。双ふた子ごは、わけがわからないといった表情をしている。


「どうして……」


　掠かすれた声が出た。それ以上は言えない。するとミレリーナはアピスを通じ、ゆっくり嚙かみ砕くだくように言葉をくれた。


「父と、同じだからです」


「ミレリーナ様、それは……」


　今まで黙していたロヴィンが口を挟はさんだ。けれど、ミレリーナは彼の制せい止しを退しりぞける。


「いいのです。今、それを隠かくすことに何の意味がありますか？」


　その言葉に、ロヴィンは口を閉とざした。ミレリーナは何事もなかったかのように話を続ける。


「父と同じなのです。神国の王であること……神具の主あるじであることに負ふ担たんを感じ、父は王位を兄に譲ゆずりました。その時に、ルビーさんと同じような頭痛や眩暈を訴うつたえていたのです。決まって、神具を敬けい遠えんするようなことを言った直後に。そして最後には、神具に触ふれることすら苦痛になりました。このようなことは、神国ではよくあることなんです。表ざたになることはありませんけれど。神国の王が神具を拒めば、罰ばつを受ける──わたくしは、そう解かい釈しやくしています」


「しかし、トライアンの先王は腰よう痛つうが原げん因いんで王位を退しりぞいたのでは……？」


　ジェイドが疑わしそうな表情で訊たずねた。たしかに以前、ミレリーナはそう言っていた。


「それは本当です。父も歳としですから。けれど、腰こしが完治しても父は立ち上がろうとしませんでした。神国の王が神具を拒み、触れることさえできないなんて恥はじもいいところ。そして兄は、とても控ひかえめな性せい格かくですから。王位を継つぐにはまだ早いという声もありました。だからわたくしはエリカ様をお呼びしたのです。父がいかにも大病であるように装い、兄が王位を継ぐことに誰もが納なつ得とくするように。エリカ様にも口くち裏うらを合わせていただいています。──どの神国でも、王がその位を退く最も多い理由はこういった『原因不明の病やまい』なのです。皆みなさん、考えることは同じということでしょうね」


　神国の王であること、神具を持つこと。ただ、その王家に生まれたというだけで負わされる期待と負ふ担たん。神具を拒めば神の罰を受け、その事実は恥として隠される。


「ですから、ルビーさん。〈導みちびきの剣けん〉を拒んではいけません。神具と共にグラディウスに帰りたいのなら、本心から受け入れなければならないのです。たとえ、どんなに重く感じようとも」


　ルビーウルフは押し黙って聞いていた。アピスがミレリーナの話を伝え終わっても、何も言えない。


　リオンとティグルの、不安そうな眼まな差ざしが痛いたかった。彼らにとっても大きな衝しよう撃げきになったのだろう。神具を拒んだ王が罰を受けるというだけでも信じられない思いだろうに、自分たちの主君であるルビーウルフがまさしく神の罰を受けるべき背はい信しんの女王だなんて。


　ルビーウルフはジェイドの顔を見上げた。彼はルビーウルフの真意を知っている。先ほど、彼の前で包み隠さず吐はき出したのだから。


　ジェイドは、神具があってもなくてもルビーウルフに対する扱いは変わらないと言ってくれた。だから、もうルビーウルフが神具を拒む理由なんてない。


　だが、本心から受け入れることはできるだろうか。今はなんともないが、〈導きの剣〉を前にした時、以前と同じように相あい棒ぼうだと思えるだろうか。


　ジェイドはルビーウルフの肩かたに手を置いた。ルビーウルフを見下ろす翠みどりの瞳ひとみは微み塵じんも揺ゆらがない。ゆったりと落ち着いていて、口元は微かすかに笑えんでいた。


　言葉がなくてもわかる。彼は信じてくれている。だから──


「大だい丈じよう夫ぶ、あたしは盗とう賊ぞくだよ。盗とられたものを取り返せないような根こん性じようなしになんか、なるつもりはないね」


　にたりと笑って言ってやった。これでもう逃にげられない。


　けれど、それでいい。後に引けないなら、前に進めばいいだけのことだ。


「そうですね。ルビーさんなら、きっと大丈夫だと信じています」


　アピスを通じ、ミレリーナもそう言ってくれた。双ふた子ごも、ほっと胸むねを撫なで下ろしている。


「では、ローラーティオーから出る前に〈導きの剣〉も捜さがさなくてはいけませんね。──それで、わたくしとしては皆さんにこちらまで来ていただきたいのですけれど……」


　そこでアピスは言葉を切った。ミレリーナが黙ったのか。いや、違う。アピスは周囲を窺うかがい、その表情はみるみる険けわしくなっていく。
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　彼女の様子が変わるのとほぼ同じく、おとなしく伏ふせていた狼おおかみたちが立ち上がった。それから一いつ拍ぱくの間を置き、ルビーウルフの背せ筋すじにもざらざらした悪お寒かんが走る。明らかな殺意が降ふってくる気配。


「上か!?」


　上空を見上げ、ルビーウルフは思わず声を上げた。


　濃こい霧きりと木々の枝えだ葉はで空は見えない。分ぶ厚あつい天てん井じようがあるみたいだ。その霧の中に、何かが見えた。


　動くものを視し界かいに捉とらえた瞬しゆん間かん、ルビーウルフはその場から大きく跳とび退すさった。ルビーウルフの上げた声で頭上を警けい戒かいしたジェイドたちも。狼たちはすでに大きく距きよ離りを取り、アピスは槍やりを構かまえて迎むかえ撃うつ。


　木の葉と共に人が降ってきた。それも、男が三人。アピスと似た衣服を着て、それぞれ大きな鎌かまや鞭むち、横手の付いた棍こん棒ぼうを携たずさえている。


「クレプスムルクの戦士たちか……！」


　アピスは男たちを睨にらみ据すえて低く唸うなる。けれど彼らは応こたえることなく、一いつ斉せいに武ぶ器きを振るった。


　鞭がしなり、鋭するどく風を切る音が響ひびく。さらに鞭の軌き道どう上を炎ほのおが走った。突とつ然ぜんの熱風に、たまらずルビーウルフたちは更さらに距離を取る。


　その場に残ったのはアピスだけだ。彼女は鎌の一撃を槍で打ち払はらい、身を捻ひねって競せり合いから逃のがれた。


「なんだ、あの鞭」


　鞭が火を噴ふくなんて、普通では考えられない。ルビーウルフは短剣を抜いて構えた。


「何らかの術じゆつを施ほどこしてあるんだろうな。迂う闊かつに近ちか寄よるな」


　ルビーウルフを庇かばうように立ったジェイドが答える。けれど、二人が並ならんでいる間を裂くように鞭が打たれた。左右に分かれて避よけたが、炎が追い縋すがる。衣服がわずかに焦こげた。


「アラーネア、赤毛の娘むすめは殺すな」


　横手付きの棍棒を二本、両手に構えた男が静かに言った。鞭を振るった男は無言で頷うなずき、ジェイドへと目を向ける。


　ジェイドは呪じゆ文もんを唱える。だが、力を発する前に鞭が唸った。横に跳んで避けた彼がいた場所を炎が舐なめる。


　ルビーウルフのもとに狼たちが駆け寄ってきた。ルビーウルフの前後に立ち、周囲を警戒する。


　相手は三人だ。鎌を持つ男はアピスと一騎打ちで、こちらには目もくれない。棍棒と鞭の二人は、ルビーウルフ以外の者たちを狙っている。


　赤毛の娘は殺すな、と言った。彼らにはルビーウルフを傷きずつけたくない理由があるのだ。


　このまま大人しくしていればルビーウルフにだけは危き険けんは及およばないかもしれない。だが、この状じよう況きようをぼんやり見守っているなんてできない。


　しかし、〈導きの剣〉を持たないルビーウルフは、この中の誰だれよりも弱い。下手に動けば、ただの足手まといになってしまう。


　棍棒の男はリオンとティグルに狙いを定めた。双子はサーベルを抜き、立ち向かう姿し勢せいを見せる。そこにロヴィンが加か勢せいした。


　三人のうち二人は子こ供どもだ。とはいえ、一人で対たい峙じするなんて相当な自信があるのだろうか。


「オドナータ・クレプスムルク、参る」


　棍棒の男は名乗りを上げ、地面を蹴けった。身軽に宙ちゆうを舞まい、棍棒を振り下ろす。


　サーベルを構え、双子はそれを受け止めようとした。けれど、ロヴィンは二人の襟えり首くびを摑つかみ、その場から引き離はなす。


　双子は彼に抗こう議ぎの目を向けたが、次の瞬間にはロヴィンの行動を理り解かいした。オドナータの棍棒が地面に触ふれたとたん、湿しめり気を帯びた土が弾はじけて舞まい散ったのだ。地面には大きな穴あなができている。


「よくご覧らんなさいませ。あの者たちが持つ武器にはすべて術が施されています」


　ロヴィンの言う通りだ。アラーネアと呼ばれた男の鞭もそうだが、アピスと対峙している男が手にしている大きな鎌も、振るたびに光を発していた。その光は刃から離れ、飛来してアピスを襲おそう。アピスは軽やかに避け、光は周囲を取り囲む木々の枝葉を薙ないで消え失うせた。


　そしてアピスの槍も、突つきや殴おう打だの動きに合わせて突とつ風ぷうを巻まき起こしていた。霧きりが搔かき乱みだされるので、風の動きがよくわかる。


　武器の力は、注意さえ怠らなければそれほど恐おそろしいものではない。ただ、彼らの動きは目で追うのがやっと。とにかく足が速く、俊しゆん敏びんだ。はしこさなら誰にも負けないと自負しているルビーウルフでさえ舌したを巻くほどに。


　あれでは剣術なんて通用しないだろうし、魔ま導どうの力を放っても対象に着弾する確かく率りつは低い。


　鞭の唸る音がして、炎が走った。立ち上がった火柱がジェイドに迫せまる。熱風を潜くぐり抜ぬけ、ジェイドは果敢に術を放つ。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは奔ほん流りゆうの水みず蛇へび！」


　ジェイドの手から青白い波は紋もんが広がり、そこから水の大蛇だいじやが躍おどり出た。大蛇はアラーネアに喰くらいつこうと大口を開けるが、その頭は鞭むちに砕くだかれ、炎に巻かれて弾けるように水すい蒸じよう気きと化す。霧に加え、さらに視界が悪くなってジェイドは後退を余よ儀ぎなくされた。


　双子とロヴィンは三人掛かりで棍こん棒ぼう使いのオドナータと対峙していた。彼らも術を使うものの、ことごとく避けられていた。それどころか、どんどん押されている。何せあの棍棒に触れてしまっては、それだけで大怪け我がだ。リオンとティグルはどうしても逃げ腰になってしまう。


　その二人を庇かばいながら、ロヴィンだけは前へ前へと攻せめていく。棍棒の打だ撃げきを掠かすめるように避けながら、オドナータの懐ふところに飛び込む。


　棍棒が振り上げられた。その瞬間、ロヴィンは横へ跳んで避け、さらに前進してオドナータの背後へ回る。


　振り向き様に刃の一いつ閃せん──それでオドナータの胴どうを薙ぐ、はずだった。切っ先がオドナータの脇わき腹ばらに届とどく直前、ロヴィンは大きく後退した。彼が立っていた場所をオドナータの棍棒が抉えぐる。オドナータは柔じゆう軟なんに身体からだを捻ひねり、ロヴィンの頭上から棍棒を振り下ろしたのだ。


　退いたロヴィンをオドナータが追う。足元を狙われ、ロヴィンは跳ちよう躍やくして避けた。そしてそのまま、回し蹴げりをオドナータの顔面に叩たたき込こむ。


　直撃こそしなかったが、踵かかとが掠かすめたのかオドナータの頰ほおには泥どろがついていた。泥の下から、血が滲にじみ出てくる。けれど、それは擦すり傷ではなく切り傷だった。ぱっくり割われた傷口から、見る間に血が溢あふれてオドナータの頰を伝う。


　どうやらロヴィンは靴くつ底ぞこに小さな刃を仕込んでいるらしい。これには、見守っていたルビーウルフや双ふた子ごたちも驚おどろいた。


　まさかこの地に来てから仕込んだのではないだろう。常つねから、彼は靴底に凶きよう器きを隠し持っていたのだ。


　だが、彼がミレリーナの騎き士しだと思うと妙みように納なつ得とくがいく。常じよう識しきより益えきを重んじるところなど、主従そっくりだ。


　オドナータはロヴィンを危き険けんと見なしたのか、標的を変えた。狙うは──リオンとティグル。


　弱い者から始末しようという魂こん胆たんか。だが、双子もただ怯おびえているだけではない。自分たちの剣けん術じゆつでは掠ることもできないと判断し、すでに刃やいばを納おさめている。魔導に集中するためだ。


「導みちびくのはティグル・エルカインド！　呼ばれしものは鳴なる神かみの粛しゆく清せい！」


　ティグルが指先を振ると、落らく雷らいが起こった。棍こん棒ぼうを構えて駆け来るオドナータを狙ったはずだが、素す早ばやく動く相手に翻ほん弄ろうされて狙いが外れてしまったようだ。落雷はイグニスの天てん幕まくを支ささえる柱に直撃した。みしり、という崩ほう壊かいの音が響ひびく。


「ティグル！　リオン！　そこから離はなれろ！」


　ルビーウルフは双子たちに駆け寄りつつ叫さけんだ。天幕が倒たおれる方向には、彼らがいる。オドナータとロヴィンはすでに安全圏けんまで逃のがれ、リオンも駆け出し──


「ティグル！」


　リオンは弟の名を呼んだ。ティグルは倒れてくる天幕を啞あ然ぜんと見上げたまま動かない。自分の放った術で起こったことが、頭で理解しきれていないようだ。


　ルビーウルフは懸けん命めいに手を伸のばすが、間に合わない。先にティグルの腕うでを摑つかんだのはリオンだった。しかし、リオンに引っ張られるものの、ティグルは足がすくんでいるのか引きずられるように歩く。


　一ひと際きわ大きな音を立て、天幕は崩れ落ちた。炎ほのおの鞭むち使つかいと攻こう防ぼうを続けていたジェイドや、鎌かま使つかいと刃を交えていたアピスも視し線せんを寄よ越こす。


　ルビーウルフは天幕の残ざん骸がいに駆け寄り──ほっと胸を撫で下ろした。リオンもティグルも地面に倒れ伏ふしているが、柱が圧のし掛かかっているようなことはなかった。彼らの無事を確認すると同時に、ルビーウルフはその傍かたわらにいる者たちに微笑ほほえみかける。


「フロスト、ケーナ、よくやった」


　白と砂すな色いろの狼おおかみが、その言葉に誇ほこらしげな表ひよう情じようを見せた。


　天幕が倒れる直前、彼らはルビーウルフの脇わきをすり抜けてリオンとティグルに体当たりをして弾はじき飛ばしたのだ。そのおかげで、双子が柱に押し潰されることはなかった。


「陛へい下か、申し訳わけありません……」


　リオンに支えられながら身を起こしたティグルに、ルビーウルフは首を左右に振って見せた。


「無事なら、それでいい。とにかく自分たちの身を守ることに集中しろ」


　それだけ言って、ルビーウルフはその場を離れた。向かうはジェイドのもとだ。


　天幕が崩れたことで一瞬静けさが戻ったが、すでにそれぞれ刃を交えている。


　これまで黙だまってじっと見ているルビーウルフには誰も手出しはしなかった。やはり、彼らはルビーウルフを殺せない事情があるのだ。それなら、こちらにも考えがある。


「ルビーウルフ、来るな！」


　駆け寄ってくるルビーウルフに気づいたジェイドが叫ぶ。しかしルビーウルフは構わずジェイドの背はい後ごにへばりつき、そっと耳打ちをした。


「しかし、そんなことをしたら……」


「いいから。お願い」


　我がを押し通そうとするルビーウルフにジェイドがまだ何か言おうとした時、炎を噴ふき出す鞭が再ふたたび振り下ろされる。熱風に煽あおられ、二人は身を離した。けれど、炎が執しつ拗ように追いかけるはジェイドのみ。


　やはり、ルビーウルフには手出しをしない。それをルビーウルフが確認した瞬間、ジェイドが術を放った。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは氷結の驟しゆう雨う！」


　鞭の炎に、氷の刃が降り注ぐ。炎に触れた氷は弾けるように蒸発する。その数は雨のごとく無数で、たちまち水蒸気が立ち込めた。





　　　　†




　鞭使い──アラーネアは鞭を振り回して水蒸気の煙えん幕まくを払はらい除のけようとした。すると、炎の明かりでちらりと何かが視界に映うつった。


　先ほどまで対たい峙じしていた金きん髪ぱつの男の上着だ。ゆっくりとそちらに歩み寄り、鞭を振り上げた。その時。


　男が振り返った。反はん射しや的にすばやく鞭を振り下ろそうとして──腕が止まった。


　男は振り返ったのではない。上着を脱ぬぎ捨すてたのだ。その上、上着を払い除のけた下にいたのは赤い髪の娘むすめ。紅こう玉ぎよくの瞳ひとみをぎらつかせ、口元には勝ち誇った笑みを浮かべている。そして、手には短剣。


　打つべきか。いや、それはできない。何せ、この娘は……。


　迷まよっている一瞬の間に、アラーネアは自由を奪うばわれた。両腕に鋭するどい痛いたみが走る。見れば、大きな獣けものが両の腕に喰くらいついていた。振り払おうと鞭から炎を噴き出し──


　喉のどに、重い衝しよう撃げきがあった。





　　　　†




「仕し留とめた！」


　ルビーウルフが鬨ときの声を上げると、すぐさま突風が水蒸気の煙幕を吹き流した。足元に横たわる男の姿も露あらわになる。


　魔導の風を吹かせたジェイドが駆け寄ってきた。


「ごめん、生け捕どりにしようと思ったんだけど……」


　ルビーウルフは血ち塗まみれの短剣をぶら下げたまま溜め息混じりに言った。


　本当なら情報を聞き出すために生かして捕らえたかった。しかし、あの場で躊躇ためらっていたら、この男の腕を押さえていた狼たちが火に巻まかれていただろう。火が噴き出した瞬間、彼から飛び退のいたのでケーナもフロストも無事だ。


「いや、怪け我ががなくてよかった。──急に服を剝はぎ取っていくから何をするのかと思ったら……また無茶をしたな」


　ジェイドは地面に落ちていた自分の上着を拾いながら言った。


　水蒸気の目くらましは、水の大蛇だいじやが砕くだかれた時に思いついたものだ。それをジェイドに伝え、もっと濃こく煙けむるような術じゆつを使ってもらった。理由までは話さなかったが、ジェイドはやってくれた。それから彼のもとへ駆け戻り、有無を言わさず上着を剝ぎ取ったのだ。何に使うのか言わなかったのは、言えば絶ぜつ対たいに止められるから。


「アラーネア！」


　棍棒使いのオドナータが、仲間が倒れていることに気づいて声を上げた。ロヴィンと応戦しつつ、こちらの様子を窺うかがう。アピスと刃を交えている男も、目を見開いて仲間の屍しかばねを見つめ──見る間に形相が変わっていった。そして雄お叫たけびを上げ、アピスに突進する。


　アピスは迎むかえ撃うった。槍やりの切っ先を相手に向け、瞳はまっすぐ前を見み据すえている。正面で振り上げられた鎌には目もくれず、がら空きになった脇わき腹ばらに槍を突き出した。──しかし。


　鎌使いの男は飛び上がり、アピスの槍を軽く蹴けって踏ふみ台にして彼女の背後に着地した。それと同時にアピスの長い尻しつ尾ぽ髪がみを摑つかみ、引きずり倒しつつ背中を蹴り上げる。アピスは声にならない悲鳴を上げて仰あお向むけに倒れた。


　男は鎌を振り下ろす。アピスは身を反転させてそれを避よけようとしたが、途と中ちゆうで動けなくなった。髪が摑まれたままだったのだ。


　彼女の危き機きを察したジェイドが駆ける。しかし、間に合わなかった。アピスはとっさに右腕で顔を庇かばい──その上じよう腕わんを、鎌の刃がまるで葦あしのように刈かり取った。苦鳴を嚙かみ殺すアピスの腹はらを、男は追い討うちで蹴りつける。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは万ばん緑りよくの群むら鳥どり！」


　ジェイドの号令に、周囲の木々の枝えだ葉はが風もないのに揺ゆれた。宙ちゆうに舞まった木の葉は怒いかり狂くるう鳥の群むれのように、鎌使いに襲おそい掛かかって無数の切り傷きずを負わせた。たまらず、男はその場から離れる。


　ジェイドはアピスに駆け寄り、ルビーウルフも後を追った。アピスは意い識しきを失っているけれど、息はある。


「フォルフィクラ、戻もどるぞ！」


　声を上げたのは棍こん棒ぼう使いのオドナータだった。仲間が一人欠け、不利を悟さとったのだろう。鎌使いの男に呼びかけ、棍棒の一撃でロヴィンを遠ざけてから息いき絶たえたアラーネアに駆け寄って担かつぐ。


「フォルフィクラ！」


　木の葉の群れを振り払い、それでもまだ戦おうとする鎌使いをオドナータは叱しつ責せきした。鎌使い──フォルフィクラは舌した打うちを残し、オドナータのもとに駆け寄る。そして二人は霧の中に消えた。


　ジェイドはアピスの傷に治ち癒ゆの術を施ほどこした。しかし、切られた腕は無む造ぞう作さに転がされたまま。ルビーウルフは無理だと思いながらも、一いち縷るの望みをかけて問うた。


「ねぇ、腕は戻してあげられないの？」


「それは無理です、陛へい下か。彼女が死んでしまいます」


　答えたのは、駆け寄ってきたリオンだった。ティグルとロヴィンもいる。


「魔ま導どうは万物に宿る精せい霊れいの力を借りているんです。生き物の血や骨ほねにも精霊は宿っています。もちろん、人間にも。この治癒の術は、生しよう涯がいかけて使い切るべき回かい復ふく力りよくを精霊から前借りするようなものなんです。だから、切り離されてしまった腕をもとに戻すようなことをしたら、たとえ一時的に回復はしても、すぐに衰すい弱じやくしてしまいます」




[image: ]


「……そうか」


　よくはわからないが、自分の意見は無茶なのだということは理解できた。


　治ち療りようが終わると、アピスの腕の傷口にはつるりとした皮ひ膚ふが形成されていた。衣服に染しみ込んだ血はまだ痛いた々いたしい赤なのに、地面は血ち溜だまりでぬかるんでいるのに、まるで腕を失ってから何年も経けい過かしているようだ。


「とりあえず、これで大だい丈じよう夫ぶだ。血をたくさん流しているから、しばらくは目を覚まさないかもしれないが……」


　ジェイドがそう言うと、その場に安あん堵どの空気が流れた。


「これから、どうしましょう。ここはこんな状じよう態たいですし、アピスさんが眠ねむったままではミレリーナ姫ひめとも話ができませんし……」


　困こまり顔で言ったのはリオンだ。たしかに、この先どうするかを考えなくてはいけない。


　あの男たちはクレプスムルクと名乗ったし、アピスもそう言っていた。


　イグニスがルビーウルフたちを騙だましたのか。それとも詰きつ問もんされ、話してしまったのか……。もしそうなら、イグニスを巻き込んでしまったことになる。


　ともかく、ここに留とどまってはいられない。また何があるかわからないし、アピスをアウローラの集落に送り届とどけなければ。


　だが、何かを見落としてはいないだろうか。このまま、状じよう況きように流されるように行動していいのだろうか。何かが、胸むねに引っ掛かっている。


　ルビーウルフは周囲を見み渡わたしてみた。天てん幕まくが崩くずれ落ち、辺りには柱の破は片へんや様々な生活の品が散さん乱らんしていた。イグニスが最初に茶を振ふる舞まってくれた椀わんも。足元に転がっていたそれを拾い上げ──ルビーウルフは妙みようなことに気づいた。そして、自じ嘲ちよう気味に笑う。


「ルビーウルフ？　どうした？」


「……四人」


　小さくつぶやくと、ジェイドが不思議そうに眉まゆ根ねを寄せた。リオンとティグルも首を傾かしげている。


「あたしたちは、四人と二頭でここに来た。でも、思い出してみなよ。イグニスはここで、集落とは離はなれて暮くらしてた。それが寂さびしい時もあるって言ってたんだよ。あたしたちが入れば窮きゆう屈くつなくらいの狭せまい家に住んでて、普ふ通つうなら不要なものは置いておかないはずだ。なのに──どうして、茶を出すための椀が人数分あったんだろうね」


　その言葉に、全員が息を[image: ]のんだ。


　一つ二つの予よ備びがあったとしても、四つはさすがに多すぎる。事前に、客人が来ることを知っていたのだ。そのことに気づけなかった悔くやし紛まぎれに、ルビーウルフは椀を叩きつけるようにして投げ捨てた。


　怯おびえてルビーウルフたちを拒きよ絶ぜつし、何も嗅かぎ取らせないくせに愛あい想そのいい男。ちぐはぐな振舞いはルビーウルフや狼たちの嗅きゆう覚かくをごまかすためか。だとすれば、彼はルビーウルフの能のう力りよくを知っていたということだ。


　愛想よく笑った顔を思い出すと、背せ筋すじが粟あわ立だった。一いつ刻こくも早く、ここから離はなれたい。


「ミレリーナと合流しよう。ロヴィン、案内して」


「かしこまりました」


　トライアンの騎士は相変わらず感情の起き伏ふくに欠ける声で答え、先頭に立って歩き出した。




　第７章　神国には鳴めい動どうの足音







　叫さけび声を上げ、ヘリオトロープは勢いきおいよく立ち上がった。それから、膝ひざを折ってへたり込む。


　先ほどまで、アピスを通してルビーウルフたちと会話をしていた。それが突とつ然ぜん、途と絶だえてしまった。ヘリオトロープはただ、クレプスムルクの戦士が来たと言ったきり黙だまり込んで、ミレリーナには何が起こったのかわからない。


　口元を手で覆おおい、ヘリオトロープは震ふるえている。紫し紺こんの瞳ひとみには涙なみだが浮いていた。


「どうなさったの？　何が起こったのですか？」


　ミレリーナはヘリオトロープの肩にそっと触ふれた。すると彼女はミレリーナに縋すがりつき、泣きじゃくる。


「アピスが……アピスが、斬きられた。その後は、何も見えない……聞こえない……」


　それだけ言って、ヘリオトロープは再ふたたび黙り込んだ。いや、しゃくり上げているので何も言えないのだ。


　ミレリーナが彼女の背せ中なかを擦さすって落ち着かせていると、男が天てん幕まくに入ってきた。ここへ来た時、ヘリオトロープに取り次いだ大おお柄がらな男だ。ヘリオトロープの叫び声を聞いてやってきたらしい。


　彼はミレリーナに視し線せんを寄よ越こし、何があったのかを訊たずねる。


「アピスさんと連れん絡らくが取れなくなったそうです」


　それだけで、男は事じ情じようを理解したようだ。唇くちびるを嚙かみ締しめ、拳こぶしを強く握にぎる。


　誰だれも、何も言わない。重い沈黙だった。ヘリオトロープのすすり泣きだけが天幕の中に切なく響ひびく。


　彼女は見たのだ。アピスに何が起こったのかを、まるで自分が当事者のように。


　アピスが最後に見た光景がどんなものかは知らないが、さぞかし恐おそろしかったことだろう。


「ヘリオトロープさん、わたくしは何も見ていませんから、アピスさんのことは何とも言えません。けれど、わたくしはロヴィンを信じています。わたくしの忠ちゆう実じつな騎き士しですもの。無事にルビーさんたちを連れて戻もどれと命じたら、必ずその通りにしてくれるはずです。だから、あなたもアピスさんを信じて差し上げて。優ゆう秀しゆうな戦士だと、自じ慢まんにしてらしたじゃありませんか」


　ヘリオトロープの髪かみを撫なで、背中を優やさしく叩たたき、ミレリーナは言った。


　しばらくの間、ヘリオトロープはミレリーナの胸むねに顔を埋うずめて肩を震ふるわせていた。しゃっくりを止めようとして息を止めるが、そうすると苦しくて余よ計けいに涙なみだが出てしまう。無理に止めることを諦あきらめ、涙を流しつくした頃ころには疲つかれ果ててようやく震えが収まった。


「お前の従じゆう者しやは、アピスも連れ帰ってくれるか？」


　ヘリオトロープは揺ゆらぐ声で訊ねた。


「はい、必ず」


　生死にかかわらず、だけれど。


　言葉の半分は閉とざしたまま、ミレリーナは頷うなずいた。するとヘリオトロープは顔を上げ、黙って見守っている大柄な男に目を向ける。


「ウェスパ、あの者たちが無事に辿たどり着けるよう周辺の警けい戒かいを怠おこたるな。クレプスムルクの連中をこの集落に近づけてはならぬ」


　ヘリオトロープの命令に、男は一礼で応おうじて天幕から出て行った。


「クレプスムルクめ、ついに動き出しおった。彼奴きやつらの望み、必ず潰つぶしてくれる……！」


　幼い唇が呻うめくように恨うらみ節を吐はく。


　ヘリオトロープの望みは、ただ太陽を見てみたいという純じゆん粋すいなものだった。そのために、なぜこんな少女がここまでもがき苦しまなければいけないのだろう。


　彼女の顔には神の器うつわとなるべき証あかしである痣あざが刻きざまれている。


　神の器とは、どういうことなのか。神は──創そう造ぞう神しんロゥヴァースは、慈じ愛あいの神ではなかったのか。ローラーティオーに守しゆ護ごの民たみを閉とじ込こめ、その結果に争いを生んでいる。


　いや、それだけではない。神国の王族は神具を持つことを強要され、その重じゆう圧あつに耐えられずに苦しむ者も多い。ミレリーナの父もそうだ。そして、あのルビーウルフでさえ神具を拒きよ絶ぜつした。


　神具を持つ者は自由を奪うばわれる。それを甘かん受じゆできなければ、こうして苦しむことになる。


　神の血に縛しばられた神国の王族と、ローラーティオーの神の器。誰もその宿命から逃のがれることはできない。


　ミレリーナは、それが当然の理ことわりだと思っていた。神国の王族として生を受けた誇ほこりの対たい価かは、人々の期待に応えること。それに尽つきる。


　しかし、神具を受け継ついだ王たちは過か剰じようなまでの期待に応えられないと非ひ難なんを受ける。もちろん、そんなことはどこの国でもあることだ。なのに耐えられなくなってしまうのは、挫ざ折せつの過か程ていで神具を憎にくんでしまうから。あんなものがなければ、と思ってしまうから。


　だからミレリーナはこう考えた。一人で担になうのが重いのなら、二人で分ぶん担たんしてしまえばいい、と。


　トライアンの王は兄だ。〈裁さばきの天てん秤びん〉の真なる主も。けれど、ミレリーナにも扱あつかえるなら、それを活用すればいいだけのこと。


　優やさしい性せい格かくの兄がたった一人、時に残ざん酷こくな決けつ断だんを迫せまられる立場にいれば、いずれ父と同じようになってしまう。そんなもの、ミレリーナは見たくなかった。


　兄には心穏おだやかでいてもらいたい。そのためにミレリーナは補ほ佐さを買って出た。兄が苦手とするものをすべて請うけ負った。貧ひん困こん層そう救きゆう済さいの資し金きん限げん度ど額がくを決めるのも、温情を請こうて泣き叫さけぶ罪ざい人にんを処しよ刑けい台だいに送るのも、ミレリーナの仕事だ。


　そんなミレリーナを恐おそれる者は少なくない。妹姫ひめは冷れい徹てつだからと、兄王の信しん頼らいは強固になっていく。それこそがミレリーナの狙ねらいだった。


　トライアンには自分の居い場ば所しよがある。役目がある。だから、何があっても帰らなくては。神具を兄のもとに返さなくては。


　たとえどんなに重かろうと、神具から逃げたりしない。


　ヘリオトロープの背中を擦りながら、ミレリーナは決意を新たにした。
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　ミレリーナが目の前から消えた。


　突とつ然ぜんのことに啞あ然ぜんとしたベルンハルトだったが、すぐに我われを取り戻もどした。人を呼よび、妻つまのコーラルを休ませ、自ら妹を捜さがし回る。けれど、城じよう内ないのどこにもミレリーナの姿すがたは見当たらなかった。彼女と常つねに行動を共にしている騎き士しやトライアンの神具である〈裁さばきの天てん秤びん〉共々、忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。


　あの時に見た光。あの中に引きずり込まれた。信じたくないけれど、間ま違ちがいない。しかし、トライアン王家に仕える魔ま導どう騎士たちに話しても、そんな術じゆつは見たことも聞いたこともないという。


　それならば、残る望みの綱つなはあの人だけだ。


　ベルンハルトはグラディウスに早馬で使いを出し、エリカ・ブルーノを呼び戻させた。エリカなら、きっと状じよう況きようを良い方向へ導みちびいてくれる。


　けれど、使いの者が伴ともなって帰ってきたのはエリカではなく、グラディウス宰さい相しようからの書しよ簡かんだった。


　その書簡によると、グラディウスでも同様の事じ件けんが起こり、女王が狙ねらわれたのだという。女王は無事だったが、グラディウスの神具である〈導きの剣〉が奪われてしまった。それを取り戻すため、エリカ・ブルーノの助言に従したがって〈導きの剣〉を取り戻しにローラーティオーなる地へ赴おもむいたそうだ。


　そして、最後にこうある。


　トライアンをはじめ、他の神国にも同様のことが起こるのではないかと考え、警戒を促うながすために使いを出した。トライアンには、エリカ・ブルーノにその役目を担になってもらった、と。


　しかし、使いが行って帰ってくるまでの間、エリカは姿を見せていない。早馬を使ったとはいえ、往おう復ふくするにはそれなりの日数が掛かかる。片かた道みちだけで済すむエリカが戻っていないのはおかしい。


　その容よう姿しと能のう力りよくから魔導の女め神がみや白魔女と呼ばれるエリカだけれど、それでも女性だ。道中、何かあったのだろうかと心配になる。けれど、何もこんな時に、という理り不ふ尽じんな怒いかりも湧わいてきて、ベルンハルトは自分が情なさけなかった。妹を守れなかったのは不ふ甲が斐いない自分のせいなのに。


　ともかく、できる限かぎりのことをしなければ。


　ベルンハルトもグラディウスと同じく、他の神国に使いを出して状況を知らせた。二つの神具が奪われ、王家の者まで連れ去られたとなれば大変な騒さわぎになるだろうが、構かまわない。妹も神具も守れない腑ふ抜ぬけ王だと謗そしられても、それで手掛かりが得られるなら甘あまんじて受ける。


　妹が無事に帰ってくれるなら、それだけでいいのだ。


　兄の手料理を喜んでくれるミレリーナの笑顔が帰ってくるなら、それだけでいい。


「陛へい下か」


　他に何かできることはないかと考え込んでいたところに、コーラルがやってきた。


　あの光は最初、コーラルを狙った。それを庇かばったミレリーナが、引きずり込まれてしまったのだ。コーラルもそれを自覚していて自分を責せめては泣いていたけれど、ひとしきり泣いたら決然と顔を上げ、常にベルンハルトの傍そばにいてくれた。


「陛下、私にも何かできることはありませんか？」


　力になりたいと、コーラルの目は強く訴うつたえていた。けれど身重の彼女には無理はさせられない。じっとしていることが苦く痛つうだろうと、彼女が今一番に考えなくてはいけないのは彼女自身と子こ供どもの健康だ。


「コーラルさん、あなたは滋じ養ようのあるものを食べて元気な赤ん坊ぼうを産うんでください。それがあなたの仕事です」


「でも……」


「ミレリーナも、赤ん坊を楽しみにしていました。可愛かわいくて元気な赤ん坊を、あの子に抱だっこさせてやってください」


　そう言ってベルンハルトが微笑ほほえむと、コーラルは頷うなずいてくれた。けれど、まだ表情は晴れない。


「ミレリーナ様とロヴィンさんはご無事でしょうか」


「無事ですよ」


　コーラルの不安そうなつぶやきに、ベルンハルトは間かん髪はつ入れず答えた。まるで自分に言い聞かせるように。


「必ず帰ってきます。だから、あの子たちが帰ってきた時には、笑って出で迎むかえてあげましょうね」


　そう、帰ってくる。ミレリーナもロヴィンも無事に決まっている。たとえどんな状況であっても己おのれが有利になれるよう、事を持っていけるのだ、ミレリーナは。だからきっと大丈夫。


　他の神国の協力を得て、どこにいようと必ず迎えに行く。その時まで、ミレリーナは自力で安全を確かく保ほしているはずだと、ベルンハルトは信じているのだ。





　　　　†




　ロヴィンの案内で森の中を進む。


　アウローラの集落は、ローラーティオーの扉とびらである一いち枚まい岩いわからさほど離はなれていないらしい。一枚岩を途と中ちゆうで通つう過かした際さい、ロヴィンはもうじき着きます、と言った。


　アピスはジェイドが背せ負おい、それを後ろからルビーウルフが支ささえる。アピスの槍やりはリオンが持って歩いた。


　ティグルは、あれから一言も話さない。暗い顔で俯うつむいて、すっかり肩かたを落としていた。時折リオンが声を掛けるけれど、それにも生返事をするだけだった。


　きっと、自分はもっとできると思っていたのだろう。たしかにリオンもティグルも、訓練では優ゆう秀しゆうだ。しかし、いざ実戦となると足が竦すくんでしまって何もできない。それどころか、ティグルは危あやうくリオンまで巻まき込こむところだった。


　普ふ段だん、思し慮りよ深ぶかいのはティグルだが、とっさの判はん断だん力りよくに優すぐれているのはリオンなのだ。ティグルは予想外のことが起きると、とたんに思考力が鈍にぶってしまう。


　ルビーウルフはジェイドから離れ、ティグルの横に並ならんだ。ティグルは怒おこられると思ったのか、おどおど視し線せんを泳がせる。


　そんな彼の横顔をルビーウルフはじっと見つめ──おもむろに脇わき腹ばらをくすぐってやった。ティグルは尻しつ尾ぽを踏ふまれた猫ねこにみたいな声を上げて飛び上がる。


「な、何するんですか！」


「そんなじめじめ辛しん気き臭くさい顔してたら、顔に黴かびが生えるよ。だから笑わせてやろうと思って」


　言いながら両手をわきわき動かしてさらに迫せまる。ティグルが慌あわててリオンの背はい後ごに隠かくれ、とばっちりを食らいたくないリオンは大急ぎでその場を離れた。


　リオンに見み捨すてられておろおろしているティグルを、ルビーウルフは背後から羽は交がい絞じめにして捕つかまえる。彼はじたばた暴あばれてもがいた。


「それでいいんだよ」


「え？」


　ルビーウルフが囁ささやくように言うと、ティグルはもがくのをやめた。


「落ち込むってことは、自分の欠点に気づけたってことだ。それでいいじゃないか」


「でも、僕ぼくのせいで危うく……」


「そうだね、リオンやフロストたちに助けてもらった。だから、次に何かあったらお前が誰かを助けるんだよ」


　ティグルは何も答えない。けれど、強こわ張ばっていた肩かたから力が抜けたことはわかった。


「ルビーウルフ、遊んでいないで手伝ってくれ」


「あぁ、ごめん。今行く」


　前を行くジェイドが呼ぶ。その声は、どうしてか少し不ふ機き嫌げんそうだった。ルビーウルフはティグルから離れてジェイドのもとに駆かけ寄より、彼の背せ中なかから少しずり落ちそうになっているアピスを支えた。


　ちらりと背後を窺うかがってみる。リオンに声を掛けられたティグルは、ぎこちないながらも笑っていた。もう、大だい丈じよう夫ぶだ。


　その時だった。狼おおかみたちが立ち止まり、鼻をひくつかせて何かを警けい戒かいし始める。


　ルビーウルフもその気配に気づいた。ルビーウルフだけではない。他の全員も何かが近づいてくることを察した。何せ、その者は堂々と茂しげみを搔かき分けて音を立て、やってきたのだから。


　狼たちが唸うなり声を上げる。けれど、それをロヴィンが手で制せいした。姿を現あらわした大おお柄がらな男は、ジェイドが負ぶっているアピスを見て目を見開き、声をあげた。


「アピス！」


　どうやら、アピスを知っている者らしい。よく見れば、似にた装そう飾しよくを身に付けている。


「アウローラのヘリオトロープに仕える者です」


　ロヴィンがそう言ったので、全員が警戒を解といた。ジェイドのもとに駆け寄ってきた男は、アピスの様子を窺う。息があることを確かく認にんして安あん堵どしたが、右みぎ腕うでが失われていることに絶ぜつ句くして唇くちびるを嚙かんだ。それから、深く頭を下げる。


「生きて連れ戻してくださったこと、感かん謝しや申し上げる。ここからは私が運びましょう」


　そう言って、彼はジェイドからアピスを受け取り、背負う。アピスはまだ眠ねむったままで、身じろぎもしなかった。


「ヘリオトロープ様はアピスが死んだものとお思いになって、憔しよう悴すいしておられます。どうか、あまり刺し激げきなさらないよう、あなた方は天てん幕まくの外で待機していただきたい。先にアピスを静かなところで休ませてやりたいので」


　男の頼たのみに、全員が頷うなずいて承しよう諾だくした。


　彼の誘ゆう導どうに従って進むと、霧きりの向こうに天幕が見えてきた。大小さまざまな中、一ひと際きわ大きな天幕が目に映うつる。きっと、あそこにミレリーナがいるんだろうなとルビーウルフは思った。何せ、先ほどからロヴィンはあの天幕から視線を外さないのだから。


　周囲から、いくつもの視線が集まっていた。集落の者たちがルビーウルフたちを物珍めずらしそうに見ていたのだ。皆みな、一様に紫し紺こんの瞳ひとみで。


　ローラーティオーの者たちにとっては、ルビーウルフたちのような容姿は奇き異いに見えるのだろう。そういえば、イグニスもそんなことを言っていた。


「少々、ここでお待ちを」


　アピスを背負った男はルビーウルフたちに断ことわわってその場を離はなれた。遠巻きに様子を窺うかがっている集落の女たちに声を掛け、アピスを介かい抱ほうするよう命じる。


　その時だった。何か、違い和わ感を覚えた。周囲からの視線に、奇異視以外のものが雑まじっている。そんな気がした。


　狼たちが鼻をひくつかせる。彼らも異い変へんに気づいたのだ。


（あの男の匂においがする）


　フロストが言った。ケーナも同意を示しめすように尾おを振ふった。


　ルビーウルフは周囲を窺った。だが、誰だれも彼も似た容姿と服ふく装そうだ。そう簡かん単たんには見つけられない。


　仕方なく、ルビーウルフは声を張はり上げた。


「イグニス、見ているのはわかってるよ。お前が出てこない限り、あたしはここから一歩も動かない。何を狙ねらってるのかは知らないけど、あたしはお前の思い通りにはならないよ」


　突とつ然ぜんの大声に、更さらに多くの視線が集まった。しんと静まり返った中、物もの陰かげから一人の男が歩み出てくる。


　その周辺にいた者たちは驚おどろいた顔でその男を見た。まるで、今になってようやく彼の存そん在ざいに気づいたかのようだ。慌てて逃にげ出す者もいる。


　当然だ。ここはアウローラの集落。そして彼は、アウローラと仲を違たがえているクレプスムルクの者なのだから。


「そういうわがままを言われると困こまっちゃいますよ、ルビーウルフさん」


　あいかわらず、愛あい想そのいい笑顔。今はそれを見ていると吐はき気がした。


　イグニスが姿を現したとたん、甲かん高だかい笛ふえの音が響ひびいた。アピスを背負っていた男が、動物の骨ほねの首くび飾かざりを唇に当てて吹き鳴らしていたのだ。それを聞いた人々は一いつ斉せいに逃にげ出す。


　きっと警けい笛てきなのだろう。アピスも介抱を任まかされた女たちに連れられていく。──その時。


「アピス!?」


　あの大きな天幕から幼おさない少女の声がした。長い階段の上に、ちんまりとその姿がある。顔には奇き妙みような痣あざがあるけれど、大きな瞳ひとみの可愛かわいらしい少女だ。


「ヘリオトロープ様、危あぶのうございます！　お下がりください！」


　警笛を鳴らした男が少女に呼び掛ける。けれど少女は構うことなく、彼に問いかけた。


「ウェスパ、アピスは無事なのか!?」


「生きております、ご安心を！」


　男──ウェスパが答えても少女は下がろうとはしなかった。運ばれていくアピスを心配そうに見つめている。


　少女はヘリオトロープと呼ばれた。ということは、アピスを通じて対話したのは彼女だ。まさかあんな子こ供どもだとは思っておらず、ルビーウルフは少なからず驚いた。だが、今はそんなことに気を取られている場合ではない。


「どうも、物事とはうまくいかなくて悩なやましいですね。トライアンの姫ひめ君ぎみと一いつ緒しよに、私たちの集落にお招まねきしようと思ったのですが。やっぱり、一度にまとめてなんて欲よく張ばっちゃいけないですね」


　頭を搔かき、困ったように笑いながらイグニスは言う。まるで料理の塩加か減げんでも間違えてしまったかのような、軽い照れ笑い。


「お前、何が望みだ」


　ルビーウルフは声を低めて威い嚇かくするように問う。


　神具とその持ち主を招しよう来らいし、何をしようというのか。まったく真意が摑つかめない。──クレプスムルクが〈全知の書〉を保ほ有ゆうしているなら話は別だが。


「さぁ、何でしょうね」


「貴き様さま……！」




[image: ]


　憎にく々にくしげにウェスパが唸うなる。けれどイグニスは相変わらずにこにことして、場違いなほど朗ほがらかな声こわ音ねだった。


「戦士を三人、送り込んできたのもお前か？」


「はい。だって、ルビーウルフさん以外の人たちは邪じや魔まですから。死んでくれたら面めん倒どうがなくて楽だなぁって思いまして。トライアンの戦士もですよ。あなたが姫君についてきたから、途と中ちゆうで落っことしちゃったじゃないですか。二人なんて重くて、引っ張りきれませんよ」


　ロヴィンに向かって言って、イグニスは肩かたを竦すくめた。まるで、こちらが悪いかのような言い草だ。


　ロヴィンは何も言わない。いつもの無表情で──いや、違った。わずかだが、イグニスを見る目に動どう揺ようの色が滲にじんでいた。


「そのご様子ですと、私のことを覚えていてくださったのですね。光栄です」


　そんなロヴィンに対し、イグニスは頭を搔きながら、嬉うれしそうに言った。


「あの者をご存ぞん知じなのですか？」


　ジェイドがロヴィンに問う。けれど、彼は言うことを躊躇ためらっているようだった。口を噤つぐんで、イグニスを睨にらみ据すえている。


「それより、いいんですか？　トライアンの姫君がお待ちですよ。私のことはお気になさらず、どうぞお会いになってください」


「そんなこと言われたら行けないよ」


　ヘリオトロープが身を乗り出している天てん幕まくを指差すイグニスに、ルビーウルフは苦い表ひよう情じようで吐はき捨すてた。


　彼が用意した何かが、そこにあるのだ。それを示し唆さされて、ほいほいと行くわけにはいかない。


　するとイグニスはにっこり笑って、ルビーウルフに手を差し伸のべた。


「では、こっちに来てくださいませんか？」


「誰が行くか」


　眦まなじりを吊つり上げて突つっ撥ぱねるルビーウルフの前にジェイドが立ち、その左右にリオンとティグルが並ならんだ。狼おおかみたちも足元に寄より添そう。


　数の上ではこちらがどう見ても有利だ。けれど、手を出せない。下手に動けば、イグニスの術中に嵌はまってしまうように思えるのだ。あの薄うすら笑いの下に隠かくされた感情が嗅かぎ取れなくて、ルビーウルフは唇を嚙む。


「そんなこと言わずに、行きましょう。〈導みちびきの剣けん〉を捜さがしているんでしょう？　お手伝いするって約束、守りますよ」


「お前に従したがうより、取っ捕つかまえて案内させるほうが良さそうだ」


　ルビーウルフが短剣を抜いて言うと、イグニスは困ったように眉まゆ尻じりを下げた。どう見ても頼たよりなげな情なさけない表情なのに、嘲ちよう笑しようを向けられているような不ふ快かいな気分になる。やはり、彼はどこまでもちぐはぐだった。


「嫌いやだなぁ。私はそういう争いごとは苦手だって言ったじゃないですか」


「その割には、あんまり穏おだやかじゃないことばっかりするんだね」


「私はしてませんよ。苦手だから、他の人にしてもらうんです」


　けろりと言ってくれる。自分が直ちよく接せつ手を下さなければ、それでいいというわけか。


　それに、戦士たちに命令を下せるということは、彼はクレプスムルクの中でも特別な立場にいるようだ。何にしろ、捕らえてすべてを吐かせなければ埒らちが明かない。


　警戒しつつ、ジェイドや双ふた子ごに庇かばわれながら少しずつ間合いを詰つめていく。それをイグニスは身み構がまえるでもなく待っていた。それが不気味で、なかなか足が進まない。──その時。


　集落の中心である天幕から、少女の叫さけび声が聞こえた。




　第８章　翻ひるがえる反旗







　警けい笛てきのような音がした。


　それを聞いたヘリオトロープは弾はじかれたように顔を上げ、勢いよく立ち上がる。


「どうなさったの？」


「わからぬ。だが、何かあったようだ。見てこよう」


　そう言って、ヘリオトロープはミレリーナの手を取って引っ張った。しかしミレリーナは慌あわてて首を横に振ふる。


「いえ、あの、わたくしはここで待っていますから」


　珍めずらしく焦あせった様子を見せるミレリーナに、ヘリオトロープは訝いぶかしそうな表情を浮うかべた。弱みを悟さとられたくないミレリーナは、ちょっと照れたように笑ってごまかす。


「足が痺しびれてしまったんです。こういう座すわり方は慣なれていませんので」


　噓うそだ。何かあればすぐ動けるよう、足を横にして座っていたのだから。


　しかしヘリオトロープはあっさり信じ、手を離してくれた。


「では、我われだけ行ってくる。お前はここで待っておれ」


　足音をぱたぱた、服の飾かざりをしゃらしゃら鳴らし、ヘリオトロープは天てん幕まくの出入り口まで駆かけていく。その後うしろ姿すがたを見送り、ミレリーナはこっそり安あん堵どのため息を零こぼした。外に出たら、足が震ふるえて高い所が苦手だと知られてしまう。


　天幕の垂たれ幕を揺ゆらして出て行ったヘリオトロープは、すぐに大声を上げた。アピス、と呼んでいる。どうやら彼女が帰ってきたようだ。


　無事なのだろうか。自分の目で確かめに行けないことがもどかしい。


　けれど、ミレリーナはここから出られない。手すりのない高所に近づくなんて絶ぜつ対たいに嫌いやなのだ。


　外へ出たヘリオトロープは、まだ何か言っていた。声を張り上げ、誰かと問答しているらしい。相手の声は遠すぎて聞こえない。


　様子を窺うかがっているのか、ヘリオトロープはそれきり何も言わなくなった。戻ってくる気配もない。進しん展てんがないまま待たされ、じりじりした気持ちになる。


　アピスが帰ってきたということは、ロヴィンも一いつ緒しよのはずだ。きっとルビーウルフたちもいる。まさか、彼女たちが何か問題を起こしたのでは。


　いや、それはない。ルビーウルフはむやみに火種を振り撒まくようなことはしない。じっと木こ陰かげに身を隠かくす獣けもののように、好機を窺うのがルビーウルフだ。彼女がその牙きばを剝むくのは、己おのれや周囲の者に危き険けんが迫せまった時だけ。


　そう思うと、ミレリーナはじっとしていられなくなった。天幕からちょっと顔を出して、ヘリオトロープに様子を訊たずねるくらいなら……。


　意を決し、立ち上がった時だった。きしっ、と床ゆか板いたが軋きしんだ。立ち上がった振しん動どうだろうか。


　いや、それなら足元から音がするはずだ。なのに今の音は、背はい後ごから──


　ミレリーナは振り返ろうとした。けれど、できなかった。首くび筋すじに添そえられた指の感かん触しよくが、とても冷たかったから。


　ここには、あの幅はばの狭せまい階かい段だんを上ってくる以外に出入りはできない。そこには今、ヘリオトロープがいる。今しがた、そこから侵しん入にゆうしたわけではないだろう。


　だとすれば、今まで天幕の中に身を潜ひそめていたのか。ヘリオトロープが個こ人じん的に使っているらしい間仕切りの向こうに行くことはなかったから、それは考えられる。だが、歩けば床板が軋むような所で、物音一つ立てずに長い間隠れていられるだろうか。


　額ひたいから流れた汗あせが目め尻じりに溜たまり、涙なみだのように頰ほおを伝った。それを背後から拘こう束そくする人物は優やさしく拭ぬぐう。その、美しく整えられた繊せん細さいな指先を見てミレリーナは息を呑のんだ。


「怖こわがらないで。大人しく言うことを聞いてちょうだいね。あなたは賢かしこい子だから、逆さからえばどうなるか、わかるでしょう？」


　その声を聞いて確かく信しんした。そして同時に、本当に涙が溢あふれそうになる。どうして、と問う声さえ出せない。


　心のどこかで、助けに来てくれるのはこの人だと信じていたから。





　　　　†




「貴き様さま、何者か！」


　ヘリオトロープは鋭するどい声で叫さけんだ。猫ねこが威い嚇かくするように背中を丸め、じりじりと後こう退たいして天幕の台だい座ざの縁ふちに寄る。


　彼女の声を聞き、全員が顔を上げてそちらを見た。そして、天幕から出てきた人の姿に目を疑うたがう。


　一点の曇くもりもない、清らかなる雪色の髪かみ。いつものように純じゆん白ぱくの衣服で、女性らしい曲線を惜おしみなく披ひ露ろうしている。女め神がみの如ごときと称たたえられる美び貌ぼうの中、一ひと際きわ美しい菫すみれ色の双そう眸ぼうが、今は冷たい光を宿してルビーウルフたちを見下ろしていた。


「老ろう師し……」


　ジェイドが愕がく然ぜんとしてつぶやく。その人は、彼に魔ま導どうの知ち識しきを叩たたき込こんだ人。育ての親とも言える、エリカ・ブルーノ。


　どうして彼女がここにいるのか。エリカが使う移い転てんの術は、彼女自身には効こう果かを示しめさないはず。


　だが、今はどうやってエリカがここに来たのかなんてどうでもいい。魔導の女神と呼ばれるエリカが現あらわれ、誰だれも歓かん喜きの声を上げることのできない理由が問題だった。──彼女はミレリーナの背後から腕を回し、杖つえで首元を拘束していたのだ。


「エリカ、どうして……？」


　ルビーウルフの問いに、エリカは笑った。赤い唇の端はしを上げ、嘲あざけるように。


「私はたくさん示し唆さしてあげたわ。気づかなかったあなたが悪いのよ。──ねぇ、ルビー。あなた、自分の欠点を自覚してる？　あなたはね、一度仲間だと認みとめた者を無む条じよう件けんに信じてしまうの。だからこうやって利用されるのよ。次から気をつけることね」


「老師、そんな……！」


　ジェイドが悲ひ愴そうな声を上げた。そんな弟子にも、エリカは冷たい眼まな差ざしを向ける。


「ジェイド、あなたもよ。ルビーの勘かんや嗅きゆう覚かくに頼たよりすぎて、自分の目で真実を見み極きわめようとしない。私の弟で子しとして、情けないと思わないのかしら」


　ふぅ、と溜ため息をつく仕草は、ルビーウルフたちの知るエリカそのものだった。けれど彼女の口から明かされたことは、あまりに受け入れがたい事実。


　エリカはルビーウルフたちを謀たばかった。はじめから、みんな操あやつっていたのだ。


　よくよく考えれば、エリカはあまりに多くのことを知りすぎていた。今から考えると不自然なほどに……いや、おかしいと思ったこともあった。ルビーウルフの即そく位い記念を祝いに来てくれた際、何か隠しているんじゃないかとルビーウルフは訊ねたことがある。


　それに対しエリカは〈全知の書〉や守しゆ護ごの民たみの話をして、ジェイドはその饒じよう舌ぜつぶりに驚おどろいていたのだ。


　どうしてその時に、おかしいと問い質たださなかったのか。


　それはエリカが言う通り、ルビーウルフが仲間と認めているエリカに対して無む防ぼう備びだったからだ。そしてジェイドも、魔導の師であるエリカの言葉とルビーウルフの嗅覚を絶対的に信用していた。


　もちろん、それだけじゃない。エリカは世界の各地で様々な伝説を残しながら生きてきた人だ。そんなエリカの助言に従い、今までずいぶん助けられた。その経けい験けんがルビーウルフや狼たちの嗅覚を鈍にぶらせ、ジェイドや他の人々の目を曇くもらせてしまったのだ。


　しかし、わからない。どうしてエリカがルビーウルフたちをローラーティオーに送り込む必要があったのか。どうして今、ミレリーナを捕とらえているのか。


　ミレリーナは抵てい抗こうすることなく、黙だまってエリカに身を委ゆだねていた。はじめは、冷静な彼女が抵抗に意味はないと判はん断だんして大人しくしているのかと思ったが、どうも違ちがう。ミレリーナの顔色は青く、よく見れば手足が震ふるえていた。背中をエリカに押され、もう一歩前に出るよう促うながされると、小さく悲鳴を上げて膝ひざを折った。エリカに支ささえられるものの、腰こしが抜ぬけてしまったかのように立てなくなる。


「ミレリーナ!?」


　ルビーウルフが名を呼よんでも、彼女は顔を伏ふせたまま震えているだけ。エリカが何かをしたのかと、不安が膨ふくれた。


「ミレリーナ、あなたもしかして、高い所が怖こわいの？」


　意外そうに訊ねたのはエリカだった。しかし、一瞬だけ見せた気き遣づかいの表情はすぐに消え失うせた。顔を伏せているミレリーナのすぐ横に杖を音高く突き、何事もなかったようにルビーウルフたちを睥へい睨げいする。菫色の眼差しで一同を見渡し、その視線はイグニスの上で止まった。


「どう？　あなたよりずっと手際がいいでしょう？」


「お見事です、エリカさん。ついでにルビーウルフさんも説得してくれません？　あと、いらない人たちも邪じや魔まなんで消してほしいんですけど」


「嫌いやよ、面めん倒どうだわ。あなたは注文が多すぎるのよ」


　イグニスもエリカも笑っていた。まるで茶を飲み交かわしながらの会話のように。


　ルビーウルフの隣となりに立つジェイドが、わずかによろめいた。長年、彼女のもとで育った彼にとっては母親に裏うら切ぎられたような気分なのだろう。絶望に満ちた表情でエリカを見上げている。


　エリカはイグニスと通じていた。ジェイドやリオンたちを襲おそった戦士を配下に置く、イグニスに力を貸かしていた。それはつまり、弟子であるジェイドが死んでも構かまわないということ。ジェイドにとってはこれ以上ない、ひどい裏切りだった。


　エリカと談だん笑しようするイグニスはずいぶんと無防備だ。けれど、ミレリーナがエリカに捕らわれた状じよう態たいでは下手に動けない。ミレリーナの安あん否ぴを気にする必要はないであろうアウローラのウェスパも、エリカの傍にヘリオトロープがいるためか動けないでいる。


「エリカ」


　できる限かぎり落ち着いた声音でルビーウルフは彼女の名を呼んだ。


「あたしやミレリーナを、ローラーティオーに引きずり込もうとしたのはあんたなのか？」


「それは私じゃないわ。あの術は、通り道を作る者がローラーティオーにいなくてはいけないから。出入り口を作りたい場所には目印が必要だから、それを仕込んだのは私だけどね」


　そう言ってエリカは胸むな元もとから小さな飾かざりを取り出した。紋もん様ようが刻きざまれた三日月のような銀板に、水すい晶しようを嵌はめ込んだもの。ミレリーナの髪にも、同じものが飾られている。


　エリカはミレリーナを見下ろし、哀あわれむようにつぶやいた。


「馬ば鹿かな子ね。こんなもの、宝ほう石せき箱の奥おくに仕し舞まい込んでいれば良かったのに」


　あの飾りを持つ者の傍にだけ、光の道が現れるということらしい。つまり、ルビーウルフが狙ねらわれた時には目印を持ったエリカがいて、ミレリーナは自身が知らずに目印を身に付けていた。


　グラディウスとトライアンの神具と王族が狙われたのは、そういうことだったのだ。エリカと関わりが深く、彼女が容よう易いに入り込める国。ひとまず、この二国の神具と王族を捕らえれば、残りの二国も動き出す。そう踏ふんでのことだろう。


　事実、グラディウスから他の神国に使いを出している。トライアンも同じことをしているはずだ。そうしてエリカが入り込めない国も搔かき乱みだし、巻まき込むことができる。──しかし。


「どうしてエリカがそんなことをする必要があるんだ？　なんで、神具なんか集める？　エリカが持っていたって、意味のないものじゃないか」


　神具はそれぞれの神国王家の者にしか扱あつかえない。エリカだって、よく知っているはずなのに。


「欲ほしくなったのよ」


「噓うそだ」


　エリカの返答に、ルビーウルフも素す早ばやく返す。紅こう玉ぎよくの瞳ひとみでエリカを睨にらみ据すえ、逸そらさない。するとエリカは、わずかに顔をしかめた。


「……噓だなんて、今さら言わないでちょうだい。気づくなら、もっと早くに……」


　エリカがそう言ったとたん、イグニスが駆かけ出した。向かう先はエリカたちがいる天てん幕まく。傾けい斜しやのきつい階かい段だんを勢いきおいよく駆け上がっていく。


　一番に反はん応のうしたのはロヴィンだった。すでに刃やいばを抜き放っている。エリカがミレリーナを捕らえて現れた時から、仕掛ける機会を窺うかがっていたのだろう。イグニスに追い縋すがって駆ける。それにウェスパ、そしてルビーウルフも続いた。


　イグニスが階段を上りきると、エリカは焦あせった様子で追つい随ずいする者たちに目を向ける。


　その赤い唇が、声を出すことなくつぶやく。ルビーウルフは唇の動きで、それを読み取った。


　──来てはだめよ。


　まるでこちらの身を案じるような言葉。思わずルビーウルフが足を止めた。


　エリカは翳かざした杖つえをくるりと回す。その軌き道どうは光の尾おを引き、宙ちゆうに円を描えがいた。光は収しゆう縮しゆくし、釣つり船ふね草そうの種のように弾はじけて眩まばゆい光の粒りゆう子しが散る。


　光が消えると、そこには白銀に輝かがやく一冊さつの本があった。表紙も背せ表びよう紙しも、もしかしたら中身さえ、銀の輝かがやきを孕はらんでいるように見える。


　それがただの本でないことは誰の目にも明らかだった。──宙に浮いているのだから。


　エリカが翳した杖の先で、花が咲さくように本は独ひとりでに開いた。エリカは目を伏せ、何かを聞いているような素振りを見せる。そして顔を上げると、無言のまま指をぱちりと鳴らした。


　とたん、ロヴィンとウェスパが駆け上がっていた階段が轟ごう音おんを立てて砕くだけ散った。彼らは両手で顔を庇かばい、破は片へんを避よけながらも着地をする。──しかし。


　小さな悲鳴が上がった。ヘリオトロープの声だ。階段が砕けた振しん動どうで天幕を支えている台だい座ざが大きく揺ゆれ、台座の縁ふちに身を寄せていた彼女はよろめき、足を踏み外した。


「ヘリオトロープ様！」


　ウェスパが叫ぶ。しかし、彼は着地の姿し勢せいから体勢を立て直せていない。


　長い黒くろ髪かみを揺らし、ヘリオトロープは落下する。誰もが間に合わないと思った時だった。ルビーウルフの脇わきを抜け、影かげが走る。


　小さな身体からだが地面に叩たたきつけられる直前、ヘリオトロープを受け止めたのは鉛なまり色いろの髪の少年。その髪は束ねられていない──ティグルだ。


「君、大だい丈じよう夫ぶ!?」


　ティグルが呼びかけるもののヘリオトロープは気を失っているのか、ぐったりとして動かない。それでも、わずかに呻うまき声を上げた。


　まだ破片が降ふってくる中でヘリオトロープを揺すり起こそうとするティグルにリオンが駆け寄り、二人をその場から引き離す。


「ヘリオトロープ様、お怪け我がは？」


　戻もどってきた双ふた子ごを迎えたウェスパがヘリオトロープを受け取り、呼び掛けるが返事はない。


「大丈夫です、気を失っているだけみたいなので」


　ティグルがそう言うと、ウェスパは安堵の表情を見せてティグルとリオンに頭を下げた。そして遠巻きに様子を窺っているアウローラの人々を呼び、ヘリオトロープを安全な場所に連れて行くよう命じる。
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「ねぇ、ジェイド。今のって……」


　ジェイドのもとに駆け戻ったルビーウルフが、エリカを見上げながら言った。ジェイドも神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。


　エリカは無言のまま術じゆつを使った。術を使うには、術者は名乗りを上げなければいけないと、ルビーウルフはジェイドに教えてもらったことがある。なのに、エリカは無言のままだったのだ。あらかじめ対象物に術を施ほどこしていたなら話は違ちがうのかもしれないが、破は砕さいされたのは天幕へと続く階段。それは考えにくい。


　そして何より、あの白銀の本。あれは、まさか……。


「〈全知の書〉……」


　同じようにエリカを見上げ、ウェスパがつぶやく。その声に含まれる感情は驚きよう愕がくでもあり、追い求めていたものを見つけた歓かん喜きでもあった。


「あれが〈全知の書〉？　でも、どうして……」


　エリカがそんなものを。


　だって、〈全知の書〉は守しゆ護ごの民たみ──アウローラかクレプスムルクの者にしか知ち恵えを与あたえないはず。それをエリカが扱あつかえるというのなら、エリカは──


　ルビーウルフたちが見つめる先で、エリカは再ふたたび杖を振るった。すると〈全知の書〉は輝きを増まし、輪りん郭かくを失って淡あわい光となる。そしてその光はエリカの身体からだに染しみ込んでいった。


　それを見み届とどけたイグニスが、ずっと座すわり込んで顔を伏ふせたままだったミレリーナの肩かたに手を触ふれた。ミレリーナはびくりと身を震わせ、彼の顔を見上げる。そして驚いたように目を見開いた。


「あなた、エリカ様のお客様……」


「姫ひめ君ぎみも覚えていてくださったのですか。光栄です」


　そう言ってイグニスはミレリーナの腕を摑つかんで無理やり立たせたかと思うと、無む造ぞう作さに抱かかえ上げた。足場の悪い高所で更さらに不安定な体勢になり、ミレリーナは否いや応おうなくイグニスにしがみつく。


「ミレリーナ様！」


　ロヴィンが叫ぶように彼女の名を呼さけんだ。今まで一度も歪ゆがめたことのない柳りゆう眉びを逆さか立だて、漆しつ黒こくの瞳ひとみに苛か烈れつな炎ほのおを宿し、イグニスを睨にらみ据すえている。


　ミレリーナのもとへ行く術はない。唯ゆい一いつの道である階段はエリカによって破砕されたのだから。


　ミレリーナを巻き込んでしまうと考えると、術で仕掛けることもできない。さぞかし悔くやしく、もどかしいことだろう。ルビーウルフもジェイドも同じ気持ちだった。


　エリカは再び杖を掲かかげた。ルビーウルフたちはとっさに身み構がまえる。けれど、何も起きなかった。──いや。


　エリカとイグニスの背はい後ごに光が走り、傷きず口ぐちを押おし開くように円形に広がる。それはルビーウルフから〈導みちびきの剣けん〉を奪うばった、あの光だった。


　光から、生白い手が伸のびてくる。手はゆらゆら枯かれ草のように揺れ、手て招まねきをしていた。その招きに応おうじ、エリカは自ら光の中へ向かう。


「老ろう師し！」


　エリカの裏うら切ぎりに衝しよう撃げきを受けていたジェイドだが、それを振ふり払はらうように声を張はり上げた。エリカは感情の読めない眼まな差ざしを彼に向ける。


「待ってください、老師！　あなたは……あなたはこんなことをする人じゃない。理由があるのでしょう？　あると、言ってください……！」


　言葉の後半は、懇こん願がんだった。唇くちびるを嚙かみ締しめて、血を吐くように掠かすれた声はエリカに届とどいたのか。彼女は背中を向けたまま、振り返らない。


「……あなたには関係のないことよ」


　吐き捨てるようにそれだけ言うと、エリカは光から伸びる手を取って、そのまま姿を消してしまった。ふわりと揺れた彼女の長い髪は、まるで翻ひるがえる反旗。


　皓こう白はくの反旗だった。


　ミレリーナを抱かかえたイグニスもエリカの後に続く。三人の姿を飲み込んだ光はすぐに瘦やせ細り、糸のようになって消えた。


　影さえも残さずに。
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　目を覚ましたヘリオトロープと、同じく朦もう朧ろうとしながらも受け答えできるようになったアピスがいる天てん幕まくに、ルビーウルフたちは呼ばれた。そこにはウェスパとアピスの付き添そいらしい老ろう婆ばもいて、出で迎むかえてくれた。


　ヘリオトロープを中心に、左右にウェスパと老婆に支えられたアピスが座ざしている。ルビーウルフたちは彼女らに対座する形で、ルビーウルフを中心にして床ゆかに腰こしを下ろした。


「まずは、アピスと我われを助けてくれたことに礼を言おう。感かん謝しやする」


　ヘリオトロープがそう言うと、アピスは左手だけを床について深く頭を下げた。しかし片かた腕うでを失ったことで身体の均衡が崩れてしまい、よろけて倒れ伏しそうになる。それを隣となりにいる老婆が支え起こした。顔を上げたアピスは凜りんと前を向いていたが、悔しそうに唇を嚙み締しめている。羽は織おらされているゆったりとした上着の上から右みぎ肩かたを左手で擦さすっては、眉をしかめていた。


　ヘリオトロープは窺うかがうようにルビーウルフを──いや、その後ろに控ひかえている双ふた子ごに目を向けていた。


「どちらだ？」


　その問いの意味がわからず、双子は同じ仕草で首を傾かしげた。するとヘリオトロープはじれったそうに手をもじもじさせ、問いを重ねる。


「我を受け止めてくれたのはどちらかと訊きいたのだ。ウェスパに一番若わかい者だと聞かされたが、背せ格かつ好こうも顔も同じではわからぬ」


　ようやく理り解かいしたリオンは隣のティグルを指差し、ティグルは慌あわててぺこりと頭を下げた。それを見たヘリオトロープは少し恥はずかしそうに俯うつむく。


「そ、そうか。では、改めて……感謝申し上げる」


　小さな両手を揃そろえて床につき、ヘリオトロープもアピスと同じように丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをした。長い黒くろ髪かみが床にふわりと広がる。ティグルはなんと答えたらいいものやら困こまり果て、きょろきょろと視線を泳がせた。


「いえ、怪け我ががなかったみたいで良かった……です」


　年下の少女を相手に丁てい寧ねいな言葉を使うことが奇き妙みような気持ちなのだろう。それでもヘリオトロープがアウローラの中で特別な存そん在ざいだと理解したティグルは恭うやうやしくお辞儀を返した。


　顔を上げたヘリオトロープは一同を見渡し、言う。


「あの白い女は、お前たちの身内なのだな？」


　その言葉は重かった。たしかにエリカはルビーウルフたちにとって気心の知れた仲だった。けれど、今はもう、あの頃ころの彼女の厚こう意いも笑顔もすべて噓うそだったように思えてしまう。しかし──


「エリカは、あたしに『来るな』って言ったんだ。あのままイグニスを追いかけて行ってたら、あたしもミレリーナと同じように捕まってたかもしれない。だからエリカは足止めしたんじゃないかな」


　それは、あくまでルビーウルフの希望だ。だったらどうして、エリカは〈導きの剣〉を奪うばう手助けをし、ルビーウルフたちをローラーティオーに来るよう仕向けたのか説明がつかない。


「あのような謀む反ほん者もの、身内などではありません」


　静かに、けれど内に秘ひめた激げき情じようを瞳ひとみに滲にじませ、吐き捨てたのはロヴィンだった。常にミレリーナの傍そばにいて仕えていた彼にとっては、心しん臓ぞうを引き抜かれたような思いなのだろう。膝ひざの上に置いた拳こぶしは、強く握にぎり締しめられてわずかに震えていた。


　ルビーウルフたちにとってエリカの行こう為いは裏うら切ぎりだったが、彼やミレリーナにとっても同じだ。エリカはトライアン王家に仕えていたのだから。


　どうか、エリカがミレリーナを守ってくれているようにと祈いのるばかりだ。


「エリカが持っていたのは本当に〈全知の書〉なのか？　だったら、エリカはここの土地の人間ってことになるんだけど……」


　ローラーティオーの面々を眺ながめ渡わたし、ルビーウルフは気になっていたことを訊たずねた。


〈全知の書〉は、他の四つの神具とは違ちがう特とく性せいを持っているという。神国に代々伝わる神具は王族にしか扱えないし持つこともできないが、〈全知の書〉は誰だれにでも持ち運ぶことができるのだ。ただし、神の知ち恵えを与あたえるというその書物は、ルビーウルフたちが守しゆ護ごの民たみと呼ぶ一族──ローラーティオーに住まう者たちにしか知恵を与えない。なのにエリカは、明らかにあの本を使いこなしていた。


「あれは間違いなく〈全知の書〉でございます。神の知恵の輝かがやきは私の老いて濁にごった目にも懐なつかしく届とどきましたゆえ」


　答えたのは、アピスを支えている老婆だった。皺しわに埋うもれた小さな目をしょぼしょぼさせ、薄うすく瘦せた唇で不ふ明めい瞭りような声を出す。


　遠巻きに眺めていた人々の中に、この老婆もいたのだろう。歪わい曲きよくした背中を少しでも伸ばそうとしているのか、話すたびに身体が前後にゆらゆら揺れる。


「あれがまだローラーティオーにあった頃、私はアピスのような年頃でございました。あの時の、神の器うつわはクレプスムルクの若わか者もので、まだ今のようにアウローラと仲を違える前でございましたゆえ、その若者もよくアウローラの集落に出入りしておりました。それが五十年ほど前に、ぱたりと姿を見せなくなり……このローラーティオーからいなくなったのでございます」


　この老婆は語かたり部べなのか、滔とう々とうと話を続けた。


「最後にその若者の姿を見たのは私でございます。若者は、見知らぬ娘むすめと共におりました。クレプスムルクの娘かと思いましたが、違うのです。髪はたしかに我われらと同じ黒なのに、瞳はまるで菫すみれの花のような、我らのものよりずっと明るく鮮あざやかな紫むらさきでございました」


　菫の花のような、鮮やかな紫の瞳。それに該がい当とうするのは……。


「老ろう師しが五十年前に、ここに……？」


　ジェイドが嚙み締めるようにつぶやく。


　しかし、まだその娘がエリカだと決まったわけではない。たしかにエリカは、見かけは若い。けれど、実じつ際さいの年と齢しは外見とはかけ離れているのだ。五十年前に彼女がどこにいたのか知る者はいないし、その出自は──


「そういえば、エリカってジェイドの遠い親類だったんじゃないか？」


　ジェイドがエリカの弟で子しになったのは、孤こ児じだった彼を親類関係だったエリカが引き取ったからだ。ジェイドなら何かを知っているはず。


　しかし、ジェイドは顔を伏せたまま首を左右に振った。


「ブルーノ家の血はすでに絶たえているよ。親類といっても血けつ縁えん関係はないから、詳くわしいことは知らないんだ」


　そう答えたジェイドの声と表情はひどく沈しずんでいた。彼がそんな顔をする時は、自分を責せめている時だとルビーウルフは知っている。彼に問い質ただしても何もわからないなら、今はそっとしておいたほうがいい。


「あの白い女が何者にしろ、その身に〈全知の書〉を抱かかえ込こむことができるのは選ばれた者──神の器だけなのだ。この証あかしを持つ、器だけなのだ」


　厳きびしい眼まな差ざしでヘリオトロープが言う。その愛らしい顔を彩いろどる痣あざを、ゆっくりと撫なでながら。


「その痣が証？　でも、エリカの顔にはそんなものは……」


「消えるのだよ」


　ルビーウルフの言葉を遮さえぎり、ヘリオトロープは言葉を続けた。


「この痣はあくまで、器であることを示しめすだけの目印だ。〈全知の書〉をその身に受け入れたら痣は消える」


「蛙かえるの子の尻しつ尾ぽみたいなもんか」


「……譬たとえは気に食わんが、そうだな」


　ルビーウルフの言葉に機き嫌げんを損そこねたのか、むすっと唇を尖とがらせながらもヘリオトロープは頷うなずいた。


　それなら、エリカが器なのかどうかを確たしかめることはできない。いや、〈全知の書〉を扱っているのなら器なのだろうが、どうにも信じられない。エリカとローラーティオーを繫つなぐものが何なのか、わからないのだから。


「あの女は間違いなく神の器だ。だが、ローラーティオーの者ではないよ。ローラーティオーの人間は、この霧きりの中でしか生きられぬ。五十年も外の世界にいて、生きているものか。そうであろう、ばあ様？」


「はい、その通りでございます」


　アピスを支えている老婆にヘリオトロープが問うと、老婆はこっくり頷いた。


「しかし、ヘリオトロープ様」


　今度はウェスパが声を上げた。ヘリオトロープをまっすぐ見つめ、落ち着いた声音で言う。


「あの女が神の器なら、〈全知の書〉から得た知恵により、霧の中でしか生きられぬ呪じゆ縛ばくを解といたのやもしれません。我らが望むものを、あの女が知っているのでは……」


　その言葉に、ヘリオトロープは眉を跳ね上げる。


「なるほど、それは考えられるな。ならばその方法を聞き出すか、あの女から〈全知の書〉を我の身に移うつし替かえなければ。クレプスムルクになど持たせておけぬ。アピスを傷きずつけた報むくいも受けてもらわねばならんしな」


　口元はにたりと笑っているが、ヘリオトロープの紫紺の眼差しには激しい闘とう志しが宿っていた。その瞳で、彼女はルビーウルフたちを見つめる。


「お前たちと我らの目的は同じようだが、どうする？　共にクレプスムルクを討うたぬか？　神具とトライアンの姫ひめを取り戻したいのであろう？」


　問われるまでもなく、そのつもりだ。別々にクレプスムルクと相対して、互たがいの邪じや魔まになるよりかは協力したほうがいい。


　ルビーウルフは頷き、他の者たちに向き合う。


「お前たちはどうする？」


　その言葉は、ジェイドやロヴィンに向けたものだ。双ふた子ごはすでに気持ちが固まっているようで、力強く頷いてくれた。しかし、ジェイドにとっては魔ま導どうの師しであり育ての親でもあるエリカと争うことになる。そしてロヴィンは、ルビーウルフの臣下ではない。彼らの意見を無む視しするわけにはいかない。


　先に口を開いたのはロヴィンだった。


「私はミレリーナ様をお守りできなかった自分が憎にくいのです。己おのれの役目を果たせなかった自分が憎いのです。ミレリーナ様にもしものことがあれば、この命に生き長らえる意味はない……。ならば何をしてでも、ミレリーナ様を無事にトライアンへお連れ申し上げる」


　微み塵じんも揺ゆらがない瞳で、彼は覚かく悟ごを告げた。そして、苦々しい口調で言う。


「あのイグニスという男は、一度トライアン王おう城じように来ているのです。エリカ・ブルーノの客人として。あの時に何か勘かんづいていればと思うと、悔くやまれます」


　彼なりの、精せい一いつ杯ぱいの情じよう報ほう提てい供きようだったのだろう。たしかにイグニスはロヴィンやミレリーナと以前会ったようなことを言っていた。では、まさかイグニスがエリカの夫なのだろうか。


　ローラーティオーから出てしまえば命が削けずられるというのに、トライアンまでやってきたイグニスは何を望んでいるのだろう。


　わからないことを考えても仕方がない。もう一度エリカに会って、話をしなければ。


「ジェイドは？」


　答えを出していないのは彼だけだ。全員の視線がジェイドに集まる。彼はゆっくりと顔を上げた。


「老師が自分の意思であんなことをするなんて考えられない。何か理由があるんだ。あのイグニスという者に協力を無む理り強じいされているなら、老師も救い出したい。──どうか、手を貸かしてください」


　ジェイドは深々と頭を下げた。その肩かたをルビーウルフは優やさしく叩たたき、言う。


「奪うばわれたものは全部取り返すんだ。ミレリーナもエリカも、神具も。盗とう賊ぞくの意地を見せてやるよ」


　エリカは今まで、何度もルビーウルフたちを助けてくれた。その時の彼女の笑顔や言葉には偽いつわりなどなかった。だから、彼女を信じたい。いや、信じる。


　もう一度、ルビーウルフたちのもとに戻ってきてくれることを。
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　ヘリオトロープの計らいで、ルビーウルフたちが寝ね起おきするための天てん幕まくを空けてもらった。それも、二つ。男女で部屋を分けたほうがいいだろうとのことだったが、ルビーウルフはあまりそういうものは気にしない。むしろ、独ひとりにされるほうが嫌いやだ。


　それでも厚こう意いはありがたく受け取り、二組に分かれて使わせてもらうことにした。一組はロヴィンと双子、もう一組はルビーウルフとジェイド、そして狼おおかみたちだ。


　とはいえ、狼たちは傾けい斜しやのきつい階段を上れない。なのでルビーウルフは眠ねむる直前まで外に出て狼たちとじゃれ合うことにした。こうすると気持ちが落ち着くのだ。


　フロストの頰ほおを撫なで、ケーナの頭に頰ずりをする。昔から慣なれ親しんだ感かん触しよくと匂においが心地ここちいい。


「ルビーウルフ」


　頭上から声がして見上げてみると、ジェイドが天幕から顔を出していた。彼も階段を下りてくる。


「まだ起きてたのか。寝ねてればいいのに」


「ルビーウルフが外にいるのに、眠れないよ」


　そう言って彼はルビーウルフの隣となりに腰こし掛かけ、天幕の台座を支ささえる柱に背中を預あずけた。するとケーナが突とつ然ぜん立ち上がり、フロストを促うながしてその場を離はなれようとする。フロストも渋しぶ渋しぶだが、彼女に従したがった。


「どこ行くの？」


（リオンたちの様子を見てくるわ）


　尻しつ尾ぽをゆらゆら揺ゆらし、ケーナは去り際ぎわにもう一言残した。


（ジェイドの話、ゆっくり聞いてあげてね）


　そう言われては、呼び止めることなんてできない。ルビーウルフがジェイドに不満を聞いてもらったのと同じように、彼だって胸むねの中に秘ひめているものを吐と露ろしたいことだってあるはずだ。そしてそういうものは、あまり多くの者には知られたくない。ケーナとフロストはそれを悟さとって、この場から離れたのだ。


　しばし、無言が続いた。こちらから話を促すのは憚はばかられるから、ジェイドが切り出すのをじっと待つ。


「昔……」


　ジェイドがぽつりとつぶやくように言った。


「昔、騎き士しになるために老ろう師しのもとを去る時、気がついたんだ。俺おれは、老師のことを何一つ知ろうとしなかったと。自分の目的ばかり優ゆう先せんして、十二年も共にいた人のことを何も知ろうとしなかった。聞いたところで教えてくれるような人ではないとわかっているが、今こうして老師のことを知りたいと思ってから痛つう感かんしたんだ。どれほど大切な時間を無む駄だにしたんだろうと悔しくてたまらない。俺は、なんて愚おろかな……」


　ジェイドの唇は戦慄わななき、声が震えた。


　ルビーウルフは無む意い識しきに腰を浮うかしていた。両りよう膝ひざをついたまま、ジェイドの頭を胸に抱かかえ込む。


　まるで、ジェイドが小さな迷まい子ごのように思えた。こうして胸に抱いだき、鼓こ動どうを分け与あたえてやらないと彼が消えてしまいそうな、そんな不安が過よぎったのだ。だから、これはジェイドのためだけじゃない。ルビーウルフ自身が己の不安を払ふつ拭しよくしたいための、咄とつ嗟さの行動だった。


「エリカが帰ってきたら、いろいろ聞こう。嫌いやがっても、うるさく付きまとってさ。みんなで聞こうよ。ミレリーナも、きっと面おも白しろがって聞きたがるよ」


　必ず、以前と同じような関係に戻れる。そう信じて、ルビーウルフは闇やみの向こうにある未来を見み据すえる。


　ルビーウルフの腰が、ぐっと引き寄せられた。ジェイドが腕うでを回し、更さらに距きよ離りを縮ちぢめたのだ。互いの体温で不安が溶とけていくのなら、ずっとこのままでいいとさえ思う。


　周囲は深い闇だった。月明かりも星明かりも、ここには届とどかない。ローラーティオーの夜は光のない世界だ。


　ルビーウルフは強く拳こぶしを握にぎる。そして一人、頷いた。


　光なら、必ずこの手で灯ともしてみせる。






　あとがき







　こんにちは。


　もしくは初めまして。淡あわ路みち帆ほ希まれです。





　最近のちょっとした悩なやみ事。


　体が急きゆう激げきに硬かたくなっているのです。ようするに運動不足です。


　柔じゆう軟なん体たい操そうやらいろいろやってみるのですが、何をやっても衰おとろえを自覚させられるばかり。特に顕けん著ちよだったのが、これ。


　ブリッジができない。


　どんなに踏ふん張ばっても頭が床ゆかから離れない。産まれたての子牛のようにじたばたもがいていたら、私の奇き怪かいな動きが怖こわかったのか犬が吠ほえまくる始し末まつ。昔は海え老び反ぞりしてつま先が頭についたのに。


　これはもう温泉にでも行ってふにゃふにゃなるまでお湯に浸つかって柔やわらかく……ならないですね、はい。単なる願望です。


　やっぱり適てき度どな運動が一番ですね。とはいえ、なかなか難しいのですけど。せいぜい犬の散歩程度です。


　というわけで、犬の話（長い前振り）。


　新入り犬が来ました。


　ちょっとした縁えんがあって、うちに来た犬です。ミニチュアダックスフント、名前はバロン。


　これがまた、猫ねこのルイにも勝まさる元気っ子です（二巻あとがき参照）。


　ルイは弟分ができたせいか、少し大人になりました。バロンに顔をべろべろ舐なめ回されても我が慢まんしています。あんまりしつこいと猫パンチで撃げき退たいしていますが。うちでは犬より猫のほうが強いのです。


　でもバロンはめげません。猫パンチも遊びの一いつ環かんだと思っているのか、むしろ尻尾しつぽを振って大喜び。お馬ば鹿かです。可愛かわいいです。


　そして物を壊こわす能力はルイよりはるかに上。


　せっかく買ってきたクッションに、一日で穴を開けました。しかもその穴に頭を突つっ込こんで抜ぬけなくなる。部屋に戻もどってきて、四角いクッションを頭に被かぶっている犬にお座すわりポーズでお出で迎むかえされると脱だつ力りよくします。外してやって就しゆう寝しんし、翌朝になったらまた同じ状じよう況きようですし。学がく習しゆう能のう力りよくないの？


　これを書く直前にも、やってくれました。


　背後でしゃくしゃくしゃく……と妙な音がしたかと思ったら、頭をグギッと後ろに引っ張られました。見れば、バロンが私の髪を咬かみ咬み。


　いや、そんな寒さむいこと言ってる場合じゃなくて。


　これは食べ物じゃないのよー！　美お味いしくないのよー！　と叫さけびながら格かく闘とうし、どうにか生せい還かん。髪は涎よだれでべったりです。


　そしてバロンが大人しくなったと思えば、ルイが飛びついてきて服が穴だらけになるので油断も隙すきもありません。


　こんな感じで日々アニマルズに振り回されています。おかげで多少は運動不足解消になってる……かな？





　では、最後に謝しや辞じを。


　担当様、お世話になっております。毎度毎度わんわんうるさくてすいません。電話のこっち側では、こんなバトルが繰り広げられています。作中のわんわんたちのように、お利口じゃないんです。飼かい主に似たようです。


　イラストの椎しい名な優ゆう様、今回も素敵な表紙をありがとうございます。美しいイラストを拝見できるだけで幸せいっぱいです。


　そして、読者の皆様。お手に取ってくださいまして、ありがとうございます。ご感想のお手紙は何度も読み返して大切にしています。宝たから物ものです。


　五巻はそれほどお待たせすることなくお届けできるかと思います。次回もお付き合いいただけますと嬉しいです。


　それでは、五巻でお会いできますことを祈いのって、今回はこれにて失しつ礼れい致します。





　　　　　二〇〇六年九月三日　まだ蟬せみの声が残る秋の始まりに




淡路帆希





紅こう牙がのルビーウルフ　４


皓白の反旗





淡あわ路みち帆ほ希まれ
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